
第３回　外国語教育政策
第４回　教科学習言語
第５回　BICSとCALP
第６回　CLILの背景
第７回　CLILの定義
第８回　CLILの実践：日本
第９回　CLILの実践：東南アジア諸国
第10回　CLILの実践：ヨーロッパ諸国
第11回　CLILの評価
第12回　英語教育とCLIL：まとめ
第13回　学生の課題発表：CLILの類型と特徴
第14回　学生の課題発表：CLILの条件整備
第15回　学生の課題発表：CLILの可能性

６．留意事項
　受講者のニーズ、人数などにより、受講者と相談の上、
授業予定を変更することがある。

21001371
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 210013

科 目 名 応用言語学
教科学習と言語能力

担 当 者 沖原　勝昭
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト

『The Roles of Language in CLIL』
Ana Llinares, Tom Morton and Rachel 
Whittaker，Cambridge U.P.，2012，
9780521150071

参考文献

『学習言語とは何か』バトラー後藤裕子，三
省堂，2011，9784385365114

『英語教育政策』矢野安剛ほか，大修館書
店，2011，9784469142327

『Longman Dictionary of Language 
Teaching and Applied Linguistics』
Longman，2008，9781408204603

『Multilingual, Globalizing Asia: Implications 
for policy and education』Lisa Lim and 
Ee-Ling Low（eds.），AILA Review, Vol. 
22，2009，9789027239945

備 考 選択必修　

１．科目の研究目標
　応用言語学の主要な目標は，外国語（英語）の教授・
学習過程を解明し，より効果的な理論と実践についての
知見を提供することである。本科目では，応用言語学の
諸分野を鳥瞰しつつ，焦点を学校教育における言語（母
語と外国語）の役割に当てて，特に，教科学習と言語学
習の統合（Content and Language Integrated Learning：
CLIL）を目指す教育方法の可能性と問題点を考察する。

２．教育・研究の個別課題
本授業では，以下のテーマについて，理解を深める。
・「話しことば」と「書きことば」のちがい
・教育における言語の役割
・言語能力の構成要素
・教科学習に必要な言語能力
・学習言語の指導と評価

３．教育・研究の方法
　本授業は，指定のテキストの講読を中心として進める。
はじめに，教員がテーマを導入し，解説を加える。受講
生はテーマ毎に分担し，テキストの要約を発表し，全員
で討議する。

４．成績評価の基準及び評価方法
担当を含む授業参加度（50%），レポート課題（50%）

５．授業予定
第１回　応用言語学とは：イントロダクション
第２回　教育制度と言語の位置づけ

21001371
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 210020

科 目 名 応用英語研究方法論

担 当 者

小林　順・沖原　勝昭・
橘堂　弘文・小山　哲春・
須川　いずみ・山本　裕子・
吉野　啓子・Robert Kritzer

単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M1

テキスト 『研究法ハンドブック』高橋順一・渡辺文
夫・大渕憲一 編著，ナカニシヤ出版

参考文献 適宜指示
備 考 必修　

１．科目の研究目標
　本授業は、応用英語専攻修士１回生を対象に、大学院
レベルでの研究・学問の基礎的な方法論を教授すること
を目的とする。受講者は、大学院レベルで期待される研
究の質を理解し、その達成のために必要とされる履修計
画、研究計画、研究方法論、時間管理能力などを習得す
る。

２．教育・研究の個別課題
具体的な個別課題として、以下の四つを掲げる：
（1）大学院での研究の目的、意義、および期待される質

を理解する
（2）大学院での研究を計画し、遂行するための能力を養

成する
（3）大学院レベルでの一般的な研究方法論を理解し、習

得する
（4）各学問領域における特定の研究方法論を概観する

３．教育・研究の方法
本授業は、主に以下のような構成となる：
　第１～４週　講義
　第５～12週	 	Reading	assignmentに基づく講義、解説、

討論
　第13、14週	 	Guest	lecturerによる研究発表および解説
　第15週　　　全体のまとめ、および質疑応答
　特に第５～12週の授業に際しては、受講者は、前もっ
て課されたReading	 Assignment（各授業につきJournal	
article,	Book	chapter,	etc.	１編）を熟読し、授業中の討
論に参加する。また、第の授業では、各週に教員が指定
するトピックでのShort	Paper（250～500	words）が課さ
れ、翌週までに提出する。

４．成績評価の基準及び評価方法
授業参加　25%　（出席、および討論への参加等）
Short	Paper（10）75%　（ただし、各paperは各教員が採
点する）

21002071
科目コード：

1	ページ目
（全	2	ページ）

科目コード 210019

科 目 名 アカデミックリーディング&ライ
ティング

担 当 者 Robert Kritzer
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M1

テキスト 『MLA 英語論文の手引』
備 考 必修　

１．Course Goals（科目の研究目標）
　This course is designed to help students efficiently read 
academic English prose and produce academic research 
papers in English.
２．Course Objectives（教育・研究の個別課題）
　Emphasis will be placed on logical and effective 
presentation of information in support of an argument. 
Students will learn the conventions of English academic 
writing， particularly with regard to the citation and listing 
of sources.
３．Course Methods（教育・研究の方法）
　Students will read， outline， and summarize scholarly 
articles of their choice in the area of their concentration. 
After having written and revised several drafts， they 
will also submit two 5-page papers on an academic topic 
in their area.  Students will read and critique the writing 
of their partners.
４．Evaluation（成績評価の基準及び評価方法）
Attendance, classroom performance, summaries, outlines 
30% Papers 70%
５．Course Schedule（授業予定）

第１回　Introductory class
第２回　Outlining: article I
第３回　Summarizing: article I
第４回　Outlining: article II
第５回　Summarizing: article II
第６回　Outlining: article III
第７回　Summarizing: article III
第８回　Introduction to MLA style， Outline for Paper 

I
第９回　Revision of first draft of Paper I
第10回　Peer critique of second draft of Paper I
第11回　Teacher conferences on Paper I
第12回　Paper I due， Outline for Paper II
第13回　Revision of first draft of Paper II
第14回　Peer critique of second draft of Paper II
第15回　Teacher conferences on Paper II（Paper II 

due the following week）
６．Miscellaneous（留意事項）
　Class will be conducted in English. Students must 
attend regularly.

21001972
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 210022

科 目 名 英語圏文化特論
担 当 者 小林　順
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

備 考 選択必修　

１．科目の研究目標
　英語を第一言語とする地域の文化を研究する。地域を特
定して、その地域に特有の文化現象を研究課題とする。
英語のふるさとイギリスにおける筆記用具の歴史を紐解
きつつ、とくに、羽ペンの隆盛に注目したい。同時に、
子供たちが学びの場でどのような筆記用具を用いていた
のかを調査したい。
２．教育・研究の個別課題
　羽ペンの材料や構造についての調査。鉛筆の進化と子
供たちの学び。
３．教育・研究の方法
　研究の方法としてはオンラインを渉猟し課題を解くた
めの手がかりとなる資料・データの読解をすすめる。オ
ンラインという環境を整え、受講者がいずこにいても仮
想的クラスにアクセスできる環境のもとクラス運営をす
すめたい。
４．成績評価の基準及び評価方法
　オンライン上で研究できるかを問う。オンライン・ク
ラスで成果をあげ得るかが課題。レポート（口頭、文
書）、クラスへの積極的係わり。資料の整理が効率的であ
るか。これらを総合的に判断して数値化する。
５．授業予定
第１回　オンライン辞書など21世紀の文房具をこのク

ラスに適するよう調教する。
第２回　オンライン辞書など21世紀の文房具をこのク

ラスに適するよう調教する。
第３回　指示したオンライン・テキストの読解と解釈。
第４回　指示したオンライン・テキストの読解と解釈。
第５回　指示したオンライン・テキストの読解と解釈。
第６回　指示したオンライン・テキストの読解と解釈。
第７回　指示したオンライン・テキストの読解と解釈。
第８回　指示したオンライン・テキストの読解と解釈。
第９回　指示したオンライン・テキストの読解と解釈。
第10回　指示したオンライン・テキストの読解と解釈。
第11回　成果の発表。
第12回　成果の発表。
第13回　成果の発表。
第14回　成果の発表。
第15回　成果の発表。
６．留意事項
　とくにないが、イギリスの特質を見極められるよう共
に努力したい。

21002271
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

５．授業予定
第１回　大学院における研究の質と意義、心構え／応

用英語専攻で行う様々な研究のタイプ（小山）
第２回　認識論／科学哲学／批評理論（小山）
第３回　Academic	integrity（Kritzer）
第４回	 	研究の具体的な進め方／修士論文執筆の時間、

作業管理	（小山）
第５回　英文学①	（小林）
第６回　英文学②	（吉野）
第７回　英文学③	（須川）
第８回　米文学			（山本）
第９回　英語教育学（沖原）
第10回　英語教育学（橘堂）
第11回　コミュニケーション学（小山）
第12回　メディア・スタディーズ
第13回　言語学
第14回　応用言語学

６．留意事項
特になし

21002071
科目コード：

2	ページ目
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科目コード 210032

科 目 名 翻訳特論
担 当 者 小林　順
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

１．科目の研究目標
　応用英語という観点から、英語のさまざまな表現の実
践的日本語訳を試みたい。誰が誰に何を伝達しようとす
るのか、を把握するところから翻訳作業が始まる。翻訳
は自分の受け取ったものを今度は他人に、その人が理解
できる言葉に移して、伝達する作業である。文学作品、
書簡、新聞・雑誌、その他、実際的な文書など、できる
だけ多様な対象を取り上げ、英語圏文化の諸相を把握し
ながら、英語力を養成しつつ、あわせて日本語の表現力
の研磨を目指したい。

２．教育・研究の個別課題
（1）対象文献の内容を正確に読み解く英語能力。
（2）英語を日本語の観点から照射する能力。
（3）理解・把握した内容を日本語で表現する日本語表現

力。

３．教育・研究の方法
　文体、仮名と漢字の割合、句読点のつけ方などに留意
して正確で、かつ、美しい日本語とは何かを考えてみた
い。英語、日本語ともにすぐれた文献をできるだけ多く
読み、その表現をあじわうことをこころがけたい。

４．成績評価の基準及び評価方法
　クラスでの発表、およびレポートの総合点で判定する。

５．授業予定
・前半はテキストを中心に進め、後半はプリントを活用
し、メリハリをつけたい。
・仲間同士の比較検討により、切磋琢磨してほしい。

６．留意事項
　オンライン情報を用いたい。マス・メディア、古典的
作品、等々。Kindleなどを用いて、イー・テキストの利
用を行いたい。安価でアクセスが容易な情報を利用する
ということであります。

21003271
科目コード：

1 ページ目
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科目コード 210031

科 目 名 英語カルチュラルスタディーズ
担 当 者 小林　順
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

１．科目の研究目標
　応用英語の学問的な基盤の構築という観点から、イギ
リス文化の実践的理解を図りたい。課題に、「バブル」 の
語源となった18世紀初頭の 「元祖バブル」、いわゆる 「南
海泡沫事件」（South Sea Bubble）を選び、近代信用制度
の発生の歴史とメカニズムを研究するとともに、従来の
アナログ資料（書物やマイクロ・フィルムなど）に加え
ネットワーク上のデジタル資料を利用し、ブロード・バ
ンド時代における課題研究の実践としたい。
２．教育・研究の個別課題

（1）イギリス17世紀後半における国家債務
（2）イギリス17世紀後半における金融システム
（3）イングランド銀行の設立
（4）土地制度と金融システムの関係
（5）バブルの膨張と崩壊のプロセス
（6）バブル清算のプロセス
３．教育・研究の方法

（1）授業方法：インターネットにアクセスした状態でお
こなう。ウェッブ上に上記 「課題」 を解明するマテ
リアルを検索し読み解く。あわせて検索方法や検索
結果の蓄積法を体得できるように指導を行う。

（2）学習方法：上記 「授業方法」 に述べた作業を、でき
る限り自室においてもアクセス状態で、資料の検索
と蓄積を継続できるよう努めてもらいたい。

４．成績評価の基準及び評価方法
　オンライン上での発表。プロジェクトの実施。
５．授業予定

第１回　ウェッブ利用の意味
第２回　元祖 「バブル」 調査の意味
第３回　イギリス17世紀後半における国家債務（1）
第４回　イギリス17世紀後半における国家債務（2）
第５回  イギリス17世紀後半における金融システム（1）
第６回  イギリス17世紀後半における金融システム（2）
第７回　イングランド銀行の設立（1）
第８回　イングランド銀行の設立（2）
第９回　土地制度と金融システムの関係（1）
第10回　土地制度と金融システムの関係（2）
第11回　バブルの膨張と崩壊のプロセス（1）
第12回　バブルの膨張と崩壊のプロセス（2）
第13回　バブルの膨張と崩壊のプロセス（3）
第14回　バブルと文学者
第15回　バブル清算のプロセス
６．留意事項
　インターネットを積極的に利用してもらいたい。同時
に、インターネットが万能であるかの誤解を退けてもら
いたい。

21003171
科目コード：
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科目コード 210044

科 目 名 英文学批評特論
担 当 者 山本　裕子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト 授業開講前に指示する。
参考文献 授業時に適宜指示する。

１．科目の研究目標
　本授業では、20世紀以降、文学作品を「解釈」するのに
必要不可欠となった批評理論・研究方法について学ぶ。
本授業の目的は、多種多様な批評理論を概観し、現代批
評の動向を把握することである。個別の批評理論・研究
方法の特徴を正確に理解すると同時に、批評理論・研究
方法が生まれた背景についての幅広い知識を会得する。
　具体的に取り上げる批評理論は、ロシア・フォルマリ
ズム、新批評、精神分析批評、構造主義、ポスト構造主
義、フェミニズム批評、ジェンダー批評、脱構築批評、ポ
ストコロニアリズム、新歴史主義批評を予定している。
各学生がそれぞれの批評理論・研究方法の妥当性と限界
について分析を試み、また、文学作品の読解に応用する
ことにより、修士論文に援用する批評理論・研究方法を
見出すことを目標とする。

２．教育・研究の個別課題
・多種多様な批評理論の概観を通して、20世紀以降の批

評の流れを把握できる。
・個々の批評理論・研究方法の特性を正確に理解する。 
・個々の批評理論・研究方法が生じた背景や立脚する概

念についての知識を習得する。 
・個々の批評理論・研究方法の妥当性と限界について分

析する。 
・個々の批評理論・研究方法を文学作品の読解に応用す

る。 
・修士論文に援用する批評理論・研究方法を見出す。

３．教育・研究の方法
　批評理論・研究方法の妥当性・限界についてクラス全
体のディスカッションを行う。担当学生だけでなく、そ
の他の学生も予習は必須である。ディスカッションに備
えて自分の考えについてまとめておくこと。

４．成績評価の基準及び評価方法
・ 平常点　15%　（出席・授業態度・ディスカッションへ

の貢献度等、総合的に判断する）
・口頭発表　35%　
・期末試験　50%

21004471
科目コード：

1 ページ目
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科目コード 210033

科 目 名 映像芸術特論
担 当 者 須川　いずみ
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト プリント
備 考 隔年開講2

１．科目の研究目標
　英語圏の映画を取り上げ、聴解力を高めるなど英語運
用力の養成を計ると同時に映画と文学との関係に注目し
研究を行いたい。誕生からわずか一世紀にして人間文化
の優れた表現を実現するに至った映画の中でも名作とし
て歴史に名を留める小説の脚色をもとに作られた作品を
取り上げ、原作となった小説の正確な読解を基礎に原作
と映画との比較を行い、文学的表現と映像表現との関係
の研究を目指したい。

２．教育・研究の個別課題
（1）映画という映像メディアの把握
（2）原作を読む英語力の育成
（3）文学作品を読み解く能力の養成
（4）クリティシズムの扱い方

３．教育・研究の方法
（1）原作を読んでから映画を観る
（2）積極的授業の参加を求める
（3）発表、レポートあり

４．成績評価の基準及び評価方法
　平常点（40％）、発表（30％）、レポート（30％）で総
合的に判断する。
　欠席、遅刻は減点対象である。欠席が３分の１を超過
した場合、原則として評価しない。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　“A Painful Case”を読む
第３回　“A Painful Case”を読む
第４回　“A Painful Case”を読む
第５回　“A Painful Case”を読む
第６回　“A Painful Case”を読む
第７回　“A Painful Case”のVTR鑑賞
第８回　批評研究
第９回　批評研究
第10回　批評研究
第11回　A Handful of Dustを観る
第12回　イヴリン・ウオーと映画
第13回　文学と映画学を考える
第14回　クリティシズムを読む
第15回　まとめ等

21003371
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 210045

科 目 名 近代英国小説特論
担 当 者 吉野　啓子
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト 『To the Lighthouse』Virginia Woolf，Penguin 
Books

１．科目の研究目標
　英国の18世紀以降の小説に焦点をあてる。小説に対す
る興味を深めると同時に、原文の読解力を高め、そこか
ら広がる洞察力を深めることを目的とする。その作品に
表れる人間関係や心理描写などの理解を深め、作者の観
点や技法などにも焦点をあてる。そして登場人物それぞ
れの人生や社会への処し方などにも触れ、作品全般の理
解を深めたい。
２．教育・研究の個別課題

（1）原文を精読する。
（2）作品や時代背景の理解を深めるために、また作品内

容を多角的な観点から理解するために、参考文献等
を読む。

（3）討論などで作品を色々な角度から分析する。
３．教育・研究の方法
①　作品を精読しながら、内容を把握する。
②　作品と作者、時代背景などを理解する。
③　各自の考えをまとめ、討論やレポートなどで認識を

深める。
４．成績評価の基準及び評価方法

（1）受講生は予習が必要条件である。
（2）提出物の期限は厳守のこと。
（3）成績の基準は、平常点50％、提出物25％、試験25％

を目安とする。
５．授業予定

第１回　初日は授業の進め方を中心に詳細の説明
第２回　作者、作品について
第３回　The　Window　Chapter 1～4
第４回　Chapter 5～8
第５回　Chapter 9～12
第６回　Chapter 13～16
第７回　Chapter 17～19
第８回　Time Passes Chapter 1～4
第９回　Chapter 5～8
第10回　Chapter 9～12
第11回　The Lighthouse Chapter 1～4
第12回　Chapter 5～8
第13回　Chapter 9～12
第14回　Chapter 13 作品の技巧や特徴について
第15回　総まとめ
６．留意事項
　広い文学知識を持つ意味で、色んな参考文献を読破し
てほしい。
　提出物等の期限は厳守のこと。

21004571
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

５．授業予定
第１回　序論
第２回　フォルマリズム
第３回　新批評
第４回　構造主義
第５回　フェミニズム批評１
第６回　フェミニズム批評２
第７回　精神分析批評１
第８回　精神分析批評２
第９回　ポスト構造主義１
第10回　ポスト構造主義２
第11回　ジェンダー批評
第12回　ポストコロニアリズム１
第13回　ポストコロニアリズム２
第14回　新歴史主義批評１
第15回　新歴史主義批評２

21004471
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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５．授業予定
第１回　Introduction / Philosophy of Science
第２回　Scientific Reasoning / Hypothesis Testing
第３回　Research Elements
第４回　Measurement（1）
第５回　Measurement（2）/ Sampling
第６回　Research Design
第７回　Midterm Exam
第８回　Descriptive Statistics（1）
第９回　Descriptive Statistics（2）
第10回　Logic of  Inferential Statistics & Hypothesis 

Testing
第11回　Comparing Means（t-test）
第12回　Analysis of Variance（1）: One-way ANOVA
第13回　Analysis of Variance（2）: Factorial ANOVA
第14回　Correlation / Simple Regression
第15回　Comparing Proportions（chi-square）

６．留意事項
　いたって入門的・基礎的な内容を予定しているので、
履修時点で基礎的な統計の知識や高度な数学の知識を有
している必要はない（四則計算ができれば十分！）。ただ
し、英語での専門用語に習熟するため、そして個々の英
語力の鍛錬のため、多数の英語文献を使用する。

21004771
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 210047

科 目 名 言語研究デザインと統計
担 当 者 小山  哲春
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト

『Research Methods for the Behavioral 
Sciences』Stangor, C，Houghton　
Mifflin，1998

『心理学のためのデータ解析テクニカルブッ
ク』森敏昭・吉田寿夫，北大路書房，1990

『英語教師のための教育データ分析入門』三
浦省吾　監修，大修館書店，2004

『SPSSとAMOSによる心理･調査データ解
析』小塩真司，東京図書，2004

１．科目の研究目標
　本コースでは社会科学的方法論に基づいた言語研究の
デザインと基礎的な統計分析を扱う。ただし、ここでい
う ｢言語研究｣ は狭い範囲での言語現象のみを扱った研
究を指すのではなく、人間の言語活動に関わる広範囲の
現象を扱った研究（例えば英語学・英語教育学・コミュ
ニケーション学・言語人類学等）を含む。
　本コース終了時に以下の３つの能力を習得しているこ
とが目標となる。
（1）他の研究者が行った言語研究の報告を読み、理解し、

かつ適切に評価する能力
（2）自らの言語研究を計画し遂行する能力
（3）質的・量的な言語データを適切に分析し、その分析

結果を他人に報告する能力

２．教育・研究の個別課題
（1）社会科学（言語研究を含む）の定義、科学哲学、認

識論
（2）社会科学的研究の方法論
（3）実験研究・調査研究・フィールド研究の基礎的デザ

イン
（4）記述統計
（5）推論統計の基礎

３．教育・研究の方法
　課題（1）～（3）に関してはテキスト、資料、参考文
献に基づいた講義・ディスカッションを行う。また、こ
こで得た理解・知識を基に、修士論文の研究計画作成の
練習を行う。課題（4）～（5）に関しては、テキスト、
資料基づいた講義を行い、さらに実際のデータを扱った
演習を行う。

４．成績評価の基準及び評価方法
（1）試験（２回を予定）50％
（2）（模擬）研究計画　 30％
（3）統計分析の演習　 20％

21004771
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）
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ついて，受講学生は輪番で担当する。
２．	研究方法　既製の英語コースや教材の分析を通して，
コース・教材の評価を行い，それに基づいてコース・
教材を設計し，なぜそのような教材になるのかの理
由を説明する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業での担当や発表などの平常点（50%）と最終レポー
ト（50%）により，総合的に評価する。

５．授業予定
第１回　英語カリキュラム論，教材論イントロダクショ

ン
第２回　英語コース開発基礎編
第３回　英語コース開発応用編
第４回　英語コース開発事例：目標の設定
第５回　英語コース開発事例：言語材料
第６回　英語コース開発事例：配列
第７回　英語コース開発事例：提示
第８回　英語コース開発事例：評価
第９回　教材分析事例
第10回　教材の評価
第11回　教材のAdaptation
第12回　教材の開発：ニーズ分析
第13回　教材の開発・実施準備
第14回　教材の開発・成果の発表
第15回　まとめ＆課題レポート説明

６．留意事項
　少人数クラスなので各自の学習負担は大きいが，毎回
出される課題を確実にこなして，授業に臨むこと。

21006271
科目コード：

2	ページ目
（全	2	ページ）

科目コード 210062

科 目 名
英語教育カリキュラム開発特論
（教材開発を含む）
英語コース・教材の開発と評価

担 当 者 沖原　勝昭
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト プリントを使用する。

参考文献

『Teachers as Course Developers』Graves, 
K.（ed.），Cambridge U.P.，1996，
052149768X

『Designing Language Courses: A Guide for 
Teachers』Graves, K.，Heinle & Heinle 
Publishers，1999，083847909X

備 考 隔年開講2

１．科目の研究目標
　英語カリキュラム開発とは，ある特定の目的を持った英
語コースを設計することであり，それは，そのコースで
用いられる教材を作成することを含む作業である。コー
ス設計と教材開発は，通常，学習者のニーズを同定する
ことから出発し，それをコースの目的・目標として設定
し，その目標を達成するための英語の言語材料を選定・
配列し，教授・学習が成立するような形態にして提示す
ることである。
　しかし，中学校や高等学校の英語授業においては，検
定教科書という既製の教材が用意されているため，ゼロ
からの教材開発はほとんど必要ない。教科書や既製の補
助教材を自分が教える生徒の実態に合うように手直し
（adapt）することになる。そのためには，既製の教材の
選択，手直し，提示方法の工夫などがこなせる能力が求
められる。
　このような視点に基づく本科目の終了時には，英語コー
ス設計の原理を理解し，具体的な教材を作成したり，検定
教科書などの既製の教材を分析・加工することができ，
設計したコースや教材の評価ができるようになる。

２．教育・研究の個別課題
１．	英語コース設計，教材開発の基本的な考え方を学ぶ。
２．学習者のニーズを同定し分析する。
３．言語材料の選定，配列，提示を踏まえて教材作成の
枠組みを構成する。

４．視聴覚メディアの活用を取り入れる。
５．指導場面を想定して，教材を作成する。
６．設計したコースと教材の特徴や利点を説明できる。

３．教育・研究の方法
１．	授業方法　英語コース設計，教材開発についてのテ
キストをもとに，講義と演習の形式で進める。文献
の読解，教材の調査，自作教材の発表などの課題に

21006271
科目コード：

1	ページ目
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（研究社）　②「第二言語習得研究の現在」　小池生
夫、他（大修館）　③「リフレクティブ・アプローチ
による英語教師の養成」（金星堂）　④「はじめての
アクションリサーチ」佐野正之（大修館）

　各分野の文献リストを配付するので、各自の研究の際、
利用して欲しい。

①TESOL Quarterly, Applied Linguistics, Language 
Learning 等の専門誌　②ロングマン応用言語学辞典

（南雲堂）　③英語教育用語辞典（大修館）
４．成績評価の基準及び評価方法
　授業の評価：出席・欠席を減点法で評価する。
　課題発表、レポート：70％
　授業中の積極的態度など：30％
５．授業予定

（1）量的研究、質的研究、授業研究法（アクション・リ
サーチ）についての基本的な調査・研究の方法論の
紹介

（2）小・中・高校における各自が調査した英語教育の事
例を、アクョン・リサーチ手法を用いて、どう教育
実践の改善に応用するかの考察

第１回　オリエンテーション
第２回　基礎理論解説
第３回　量的研究の解説
第４回　質的研究の解説
第５回　アクション・リサーチの解説
第６回　教科書の課題発表「英語教育研究入門」（大修

館）
第７回　教科書の課題発表「英語教育研究入門」（大修

館）
第８回　教科書の課題発表「英語教育研究入門」（大修

館）
第９回　教科書の課題発表「英語教育研究入門」（大修

館）
第10回　教科書の課題発表「英語教育研究入門」（大修

館）
第11回　教科書の課題発表「Principles of Language 

Learning and Teaching」H. Douglas Brown
の発表

第12回　教科書の課題発表「Principles of Language 
Learning and Teaching」H. Douglas Brown
の発表

第13回　教科書の課題発表「Principles of Language 
Learning and Teaching」H. Douglas Brown
の発表

第14回　教科書の課題発表「Principles of Language 
Learning and Teaching」H. Douglas Brown
の発表

第15回　まとめ
６．留意事項
　演習のテーマに関連する以下の研究会/学会への参加を
奨励する。文部省研究指定校：「小学校における教科とし
ての英語教育」　指導実施実験校、英語授業の実践に関連
する研究会、学会（日本児童英語教育学会（JASTEC）， 
英語授業研究学会等）　小学校の英語活動・外国語活動を
目指すものは、学部のスクールインターンシップを伴う

「英語教材作成演習」の履修を推奨する。

21006371
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 210063

科 目 名 英語科指導法特論
担 当 者 橘堂  弘文
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト

『英語教育研究入門』大修館
『アクション・リサーチのすすめ－新しい英
語授業研究－』佐野正之，大修館

『Principles of Language Learning and 
Teaching』H. Douglas Brown， Prentice 
Hall Regents

『D ICT IONARY OF LANGUAGE 
TEACHING & APPLIED LINGUISTICS』
LONGMAN

『英語教育のフロンティア』青木昭六編著、
橘堂，保育出版社

参考文献

『英語教育のアクション・リサーチ』研究社
『第二言語習得研究の現在』小池生夫、他，
大修館

『リフレクティブ・アプローチによる英語教
師の養成』金星堂

『はじめてのアクションリサーチ』佐野正
之，大修館
各分野の文献リストを配布するので、各自
の研究の際、利用して欲しい。
①TESOL Quarterly， Applied Linguistics，
Language Learning 等の専門誌
②ロングマン応用言語学辞典（南雲堂）
③英語教育用語辞典（大修館）

備 考 隔年開講2

１．科目の研究目標
　本特論では、児童/生徒に合わせた個別対応型教育の為
に生まれた授業研究法（アクション・リサーチ）に必要
な基本的な理論とその調査・研究の方法論を、教育現場
にどう生かすかについて、中・高校における英語教育の
実践例をもとに、演習形式で考察したい。
２．教育・研究の個別課題
　特に最終段階では、英語教育関連のレポートか、小・
中・高校における英語教育の事例や各自の課題等を、量的
に、質的に、あるいはアクション・リサーチの手法を用
いて、どう教育実践の改善に応用するかを考察したい。 
以下のテキストは、皆で読み進めたい。
　①「英語教育研究入門」（大修館）
　②「アクション・リサーチのすすめ　－新しい英語授

業研究－」 佐野正之（大修館）
　③「Principles of Language Learning and Teaching」

H. Douglas Brown（Prentice Hall Regents）
３．教育・研究の方法
　量的研究、質的研究、授業研究法（アクション・リサー
チ）についての基本的な調査・研究の方法論の紹介を、
参加者の発表形式で文献研究していく。その中で教育実
践への応用を考えたい。必要な資料は、原則的にプリン
トして配付する。

（1） テキスト　①教科書の発表　②「アクション・リ
サーチのすすめ　－新しい英語授業研究－」　佐野正
之（大修館）　③「Principles of Language Learning 
and Teaching」H. Douglas Brown（Prentice Hall 
Regents）

（2） 参考文献　①「英語教育のアクション・リサーチ」

21006371
科目コード：

1 ページ目
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科目コード 210091

科 目 名 専門演習
担 当 者 橘堂  弘文
単 位 数 2 期 間 後期集中
配当学年 M1

テキスト

『TESOL Quarterly, Applied Linguistics, 
Language Learning   等の専門誌』

『英語教育研究入門』大修館
『アクション・リサーチの進めー新しい英語
授業研究―』大修館

『Principles of Language Learning and 
Teaching』H. Douglas Brown, Prentice 
Hall Regents，2007

『英語教育のフロンティア』青木昭六編著、
橘堂，保育出版社，2013

基本的に2,3,4の文献を利用する。

参考文献

『ロングマン応用言語学辞典』南雲堂
『英語教育用語辞典』大修館，最新刊
『DICT IONARY OF LANGUAGE 
TEACHING & APPLIED LINGUISTICS』
LONGMAN，最新刊

備 考 必修　

１．科目の研究目標
　本演習では、院生各自が持つ修士論文の研究課題に合
わせて、研究上必要な以下の３つの基本的な方法論を適
宜利用して、修士論文作成の一助としたい。演習終了時
点で、修士論文の一部が完成することを目指す。特に研
究課題の領域の指定は無い。
２．教育・研究の個別課題
　以下の研究方法を利用する。1）先行研究の文献研究 
2）研究課題の解決に際し、学際的（interdisciplinary）
なアプローチで臨む方法論の研究 3）量的研究：実証科
学的方法（empirical）利用の研究やフィールドワークの
データ分析。
　特に最終段階では、上述の３つの方法論を、各自の持
つ研究課題や教育実践上の諸問題（授業技術及び方法、
授業形態、教材編成、カリキュラム、評価など）の対処
や改善に応用し、修士論文の作成に役立てたい。
　その際、特に量的研究に関しては、本演習で学んだ実
験・調査・測定という科学的なデータを集め、それを分
析し、その結果を用い各自の仮説を検証するという、実
証科学的方法の採用を期待する。
３．教育・研究の方法
−第１段階−
　修士論文の研究課題に合わせた研究方法のアドヴァイ
スや研究者等の紹介。
−第２段階−

　院生各自の研究課題に合わせて、先行研究や実践例、
フィールドワーク資料、文献研究などによる発表をも
とに、ディスカッションをしながら、修士論文の資料
作成を実施する。

−最終段階−
　院生各自の持つ教育実践上の諸問題を、本演習で学
んだ各方法論を用いて、修士論文の作成に役立てたい。
４．成績評価の基準及び評価方法
出席減点法、ディスカッション20％、課題発表30％、授
業中の積極性50％の総合評価。研究会、学会への参加を
奨励する。

21009172
科目コード：

1 ページ目
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科目コード 210091

科 目 名 専門演習
個人指導：英語教育学、応用言語学

担 当 者 沖原　勝昭
単 位 数 2 期 間 後期集中
配当学年 M1

テキスト 教員が準備したプリント

参考文献

海外学術雑誌（Applied Linguistics. TESOL 
Quarterly, ELT Journalなど）
国内学会紀要（ARELE, JACET Journal, 
SELTなど）
教員がその都度紹介する。

備 考 必修　

１．科目の研究目標
　受講生各自が選んだ研究テーマについて、それを深化・
発展させて、修士論文につなげていくための個別指導を
行う。 本授業で扱う英語教育の領域として、シラバス・
教材開発、授業分析、英語力評価のほか、言語政策、外
国語教育制度の国際比較、英語習得過程における社会・
文化的要因の影響といったテーマについても指導する。
２．教育・研究の個別課題
１．研究テーマに関連する先行研究の読解と整理
２．研究テーマの絞り込み
３．研究仮説 / Research Questionsの設定
４．研究計画（Research Proposal）作成
３．教育・研究の方法
１．授業方法
（1）研究論文や実践報告書の講読と演習
（2）研究テーマや研究計画の発表とそれに対する助言 

２．研究方法
（1）研究テーマに関係する先行研究の把握
（2）研究仮説の検討
（3）研究計画の作成
４．成績評価の基準及び評価方法
　授業における発表や報告に基づく平常点（50 %）と修
士論文プロポーザル（50 %）により評価する。
５．授業予定

第１回　関連テーマについての概論的講義
第２回　関連テーマについての資料の収集方法
第３回　関連テーマについての資料の読解方法
第４回　関連テーマについての資料の読解演習
第５回　関連テーマについての資料の読解と整理
第６回　研究テーマを絞り込むための先行研究の整理
第７回　研究テーマを絞り込むための先行研究の選択
第８回　研究テーマを絞り込むための先行研究の考察
第９回　研究テーマを絞り込むための先行研究の再整

理
第10回　研究テーマを絞り込むための追加資料の収集
第11回　研究テーマを絞り込むための追加資料の整理
第12回　研究テーマを絞り込むための追加資料の考察
第13回　修士論文の構成
第14回　研究計画の作成
第15回　修士論文の研究計画書（Research Proposal）

の作成
６．留意事項
　毎回与えられる課題を必ずこなして，成果を報告する
ことを励行すること。

21009178
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

─ 65 ─

人間文化研究科・応用英語専攻



科目コード 210091

科 目 名 専門演習
担 当 者 小林　順
単 位 数 2 期 間 後期集中
配当学年 M1

テキスト 痛風、飲酒、病気をキーワードとしてオン
ライン・データや情報を網羅。

参考文献 オンライン・データや情報、病気に関する
ものを、用いる。

備 考 必修　

１．科目の研究目標
　イギリス文化・文学研究の切り口を提示したい。それ
は、病気、である。流行病として脚光を浴びた痛風を調
べる。時代は十八世紀。スチュアート朝最後の王アン女
王、小説史の扉を強引に開いたダニエル・デフォー、伝
記文学の頂点に立ったジェイムズ・ボズウェル。有名人
が耐えた痛みの暴風、その苦しみの果ての文化的・文学
的業績を忠実に読み解く。ただし、受講生の希望に応じ
て、内容に変化を加えたい。

２．教育・研究の個別課題
　修士論文作成がこのコースでは最重要課題であり、受
講者は入学前から指導を受け入るため、その延長線上に
さらに研究を積み重ねられるように指導を行う。具体的
には、論文執筆の状態に応じて工夫するため一概には表
わし難いものの、いわゆる前提研究・資料の読解をとお
して、研究の方向性を定められるよう留意したい。

３．教育・研究の方法
　週ごとに新たな資料・データを読解する。受講者が探
索した資料・データを、あるいは指導者が推薦するもの
を、丹念に世も解いていく。同時に、その成果を学期末
に纏めたレポートを提出してもらう。

４．成績評価の基準及び評価方法
　資料・データの収集力、40％。期末レポート、40％。
研究上の熱意、20％。合計、100％。

５．授業予定
　15週を予定。毎週、資料・データの読解。ただし、初
回用として、担当者が資料・データを提示。それ以降は
主に、受講者の選択したものを読解。受講者は前週まで
に資料・データを提出。最終15週にレポートの課題を決
定。

６．留意事項
　クラスはオンライン開催の場合もある。

21009173
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

５．授業予定
第１回　修士論文の研究課題に合わせた研究方法のア

ドヴァイスや研究者等の紹介。
第２回　院生各自の研究課題に合わせて、先行研究や

実践例、フィールドワーク資料、文献研究な
どによる発表をもとに、ディスカッションを
しながら、修士論文の資料作成を実施する。

第３回　院生各自の研究課題に合わせて、先行研究や
実践例、フィールドワーク資料、文献研究な
どによる発表をもとに、ディスカッションを
しながら、修士論文の資料作成を実施する。

第４回　院生各自の研究課題に合わせて、先行研究や
実践例、フィールドワーク資料、文献研究な
どによる発表をもとに、ディスカッションを
しながら、修士論文の資料作成を実施する。

第５回　院生各自の研究課題に合わせて、先行研究や
実践例、フィールドワーク資料、文献研究な
どによる発表をもとに、ディスカッションを
しながら、修士論文の資料作成を実施する。

第６回　院生各自の研究課題に合わせて、先行研究や
実践例、フィールドワーク資料、文献研究な
どによる発表をもとに、ディスカッションを
しながら、修士論文の資料作成を実施する。

第７回　院生各自の研究課題に合わせて、先行研究や
実践例、フィールドワーク資料、文献研究な
どによる発表をもとに、ディスカッションを
しながら、修士論文の資料作成を実施する。

第８回　院生各自の研究課題に合わせて、先行研究や
実践例、フィールドワーク資料、文献研究な
どによる発表をもとに、ディスカッションを
しながら、修士論文の資料作成を実施する。

第９回　院生各自の研究課題に合わせて、先行研究や
実践例、フィールドワーク資料、文献研究な
どによる発表をもとに、ディスカッションを
しながら、修士論文の資料作成を実施する。

第10回　院生各自の研究課題に合わせて、先行研究や
実践例、フィールドワーク資料、文献研究な
どによる発表をもとに、ディスカッションを
しながら、修士論文の資料作成を実施する。

第11回　院生各自の研究課題に合わせて、先行研究や
実践例、フィールドワーク資料、文献研究な
どによる発表をもとに、ディスカッションを
しながら、修士論文の資料作成を実施する。

第12回　院生各自の研究課題に合わせて、先行研究や
実践例、フィールドワーク資料、文献研究な
どによる発表をもとに、ディスカッションを
しながら、修士論文の資料作成を実施する。

第13回　院生各自の研究課題に合わせて、先行研究や
実践例、フィールドワーク資料、文献研究な
どによる発表をもとに、ディスカッションを
しながら、修士論文の資料作成を実施する。

第14回　院生各自の持つ教育実践上の諸問題を、本特
論で学んだ各方法論を用いて、修士論文の作
成に役立てたい。

第15回　院生各自の持つ教育実践上の諸問題を、本特
論で学んだ各方法論を用いて、修士論文の作
成に役立てたい。

６．留意事項
　研究会、学会への参加を奨励する。

21009172
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科目コード 210091

科 目 名 専門演習
担 当 者 須川　いずみ
単 位 数 2 期 間 後期集中
配当学年 M1

テキスト プリント
備 考 必修　

１．科目の研究目標
　文学で修士論文を書こうと思っている院生が自分で作
品を読みこなし、研究書をどう扱うのかを教えるクラス
です。わたしの専門がジェイムズ・ジョイスなので、専
門演習では好むと好まざるにかかわらず『ユリシーズ』
の一部を読みます。またそれ以外のジョイスの作品やそ
の他その周辺のアイルランドの文学、イギリスの小説、
カルチュラル・スタディーズなど受講者の希望によって
内容を変更し、個人指導致します。
２．教育・研究の個別課題
（1）修士論文を書くに当たっての研究方法の習得
（2）原作及び資料、批評書を読むための英語力の向上
（3）原作の精読の習得
（4）先行論文の把握
（5）研究テーマの確定
３．教育・研究の方法
（1）文学･映画テキストの精読
（2）先行論文の紹介
（3）研究テーマの紹介
（4）ディスカッション
（5）レポート提出
（6）発表
４．成績評価の基準及び評価方法
　平常点（50％）、提出物（30％）、発表（20％）で総合
的に評価する。
　欠席、遅刻は減点の対象である。三分の一以上欠席し
た場合、基本的に単位を与えない。
５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　発表
第３回　発表
第４回　発表
第５回　Ulyssesを読む
第６回　Ulyssesを読む
第７回　Ulyssesを読む
第８回　Ulyssesを読む
第９回　Ulyssesを読む
第10回　Ulyssesを読む
第11回　Ulyssesを読む
第12回　クリティシズム研究
第13回　クリティシズム研究
第14回　クリティシズム研究
第15回　まとめとその他
６．留意事項
　各の学生の研究テーマによって内容を変更する。

21009177
科目コード：

1 ページ目
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科目コード 210091

科 目 名 専門演習
ことばとコミュニケーション

担 当 者 小山  哲春
単 位 数 2 期 間 後期集中
配当学年 M1

テキスト なし

参考文献
修士論文のトピック等を考慮し、１週間
に１～２本程度の論文／Book Chapterを
Reading Assignmentsとする。

備 考 必修　

１．科目の研究目標
　コミュニケーションとは、言語・文化・認知など様々
な要素が複雑に絡み合って織り成す相互的な人間行動で
ある。本演習では、各要素が特に異文化間でのメッセー
ジの産出や解釈にどのような影響を与えるかを先行研究
を通して考察し、それらを土台として独自の研究（修士
論文）を行うための能力を養成する。具体的に対象とす
るトピックは、対人コミュニケーション、異文化コミュ
ニケーション、語用論、コミュニケーション能力研究、
等となる。

２．教育・研究の個別課題
１．関連領域の基盤的知識（語用論、対人コミュニケー

ション論、社会心理学等）の獲得
２．先行研究の概観と課題の探索
３．修士論文のテーマ（研究課題）の絞込み
４．修士論文のProposal：最初の数章（先行研究、研究

課題／研究仮説の特定、方法論）の完成

３．教育・研究の方法
１．各授業は、各週のReading Assignmentについての

（1）院生からの批判的報告、（2）担当教員からの解
説、（3）担当教員と院生とのディスカッション、に
よって構成される。15週間という限られた時間内に
関連領域の知識をつけ、また修士論文のテーマを絞
り込む必要性から、各週のReading Assignmentsを
深く読み込んでいくことが重要となる。

２．学期末までに、修士論文のProposalを完成する。

４．成績評価の基準及び評価方法
１． 各週のReading Assignmentsの批判的報告およびディ

スカッション　（50%）
２．修士論文Proposal　（50％）

５．授業予定
上記、教育・研究の方法を参照のこと。

21009174
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科目コード 210091

科 目 名 専門演習
担 当 者 吉野　啓子
単 位 数 2 期 間 後期集中
配当学年 M1

テキスト

『The Collected Stories of K.Mansfield』
Katherine Mansfield，Oxford University 
Press
その都度通知する

参考文献 『キャサリン・マンスフィールドの醍醐味』
吉野　啓子，朝日出版社

備 考 必修　

１．科目の研究目標
　英国女性作家の作品や、女性の登場人物を中心としてい
る作品を取り上げる。作品に表れる女性や子供の世界、
そして女性独自の繊細な心理描写を中心に、登場人物や
作品を色んな角度から探り理解する。また作品の主題や
作者の主張、技巧などについても理解を深めたい。
２．教育・研究の個別課題
　原文を精読することは勿論であるが、作品や作者の時
代背景などの理解を深めるために、また多角的な観点か
ら理解するために、参考文献も多く読み進める。そして
討論やレポートなどで、一層の理解を深める方法も取る。
３．教育・研究の方法
　精読で内容の理解につとめ、作品の技巧や作者の観点、
主題などの理解へと進める。さらに文献を読みながら、
時代背景などを考慮することで、知識の幅を広げていき
たい。
４．成績評価の基準及び評価方法
授業参加度　40％、提出物等　30％、試験やそれに代わ
るレポートなど　30％
５．授業予定

第１回　授業の進め方等の説明
第２回　近代英国小説について
第３回　近代英国小説について
第４回　修論の進め方について
第５回　修論の進め方について
第６回　Blissにある作品について
第７回　Blissにある作品から
第８回　The Garden　Party にある作品について
第９回　The Garden　Party にある作品について
第10回　The Dove's Nestにある作品について
第11回　The Dove's Nestにある作品について
第12回　Something Childish　にある作品について
第13回　Something Childishにある作品について
第14回　Outlineと修論について
第15回　Outlineと修論について
６．留意事項
　こつこつと物事を成し遂げる姿勢を期待します。

21009176
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科目コード 210091

科 目 名 専門演習
担 当 者 山本　裕子
単 位 数 2 期 間 後期集中
配当学年 M1

テキスト 授業時に指示する。
参考文献 適宜プリント教材を配布する。
備 考 必修　

１．科目の研究目標
　アメリカ文学・文化を様々なアプローチから研究する。
本演習では、アメリカ文学の精読だけではなく、個別作
品に関する批評書・批評論文を手掛かりに、解釈の実践
を学ぶ。受講生は、自らの選んだ作品に関する先行批評
を概観することによって独自のテーマおよびアプローチ
の仕方を選定し、修士論文の基盤研究を行う。
２．教育・研究の個別課題
（1）研究分野に関する基礎知識を得る
（2）個別作品の時代背景に関する知識を深める
（3）個別作品の先行研究の概観
（4）修士論文のテーマ及びアプローチの決定
（5）修士論文プロポーザルの完成（アウトラインおよび

最初の数章）
３．教育・研究の方法
　受講生は、授業毎に、個別文学作品・批評書・批評論
文の精読に基づいて、問題点をレジュメにまとめ発表す
る。発表に基づき、ディスカッションを行う。発表の際
は、できる限り批判的観点から読み解き、問題点を浮か
び上がらせることが望ましい。
４．成績評価の基準及び評価方法
発表およびディスカッション（50%）
修士論文のアウトラインおよびチャプター（50%）
５．授業予定
第１回　イントロダクション
第２回　個別作品の精読と解釈
第３回　個別作品の精読と解釈
第４回　個別作品の精読と解釈
第５回　個別作品の精読と解釈
第６回　個別作品の精読と解釈
第７回　先行批評の検討
第８回　先行批評の検討
第９回　先行批評の検討
第10回　先行批評の検討
第11回　先行批評の検討
第12回　先行批評の検討
第13回　アウトライン作成
第14回　修士論文プロポーザル準備
第15回　修士論文プロポーザル準備

21009179
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 210101

科 目 名 インディペンデントスタディーズ
修士論文指導

担 当 者 専任教員
単 位 数 8 期 間 通年集中
配当学年 M12

備 考 必修

１．科目の研究目標
　担当教員の指導を受けて修士論文の作成・執筆をおこ
なう。「専門演習」における成果を基盤として、個別指
導を行う。学生は指導教員にテーマおよび要望点を相談
し、研究課題を特定する。正指導教員１名、副指導教員
２名の指導を受けることができるが、主に正指導教員の
個別指導を受ける。開講前に学生はテーマについて予備
調査を受け、特に修士論文指導予定の「専門演習」担当
者から事前に指導を受け準備することになる。

２．教育・研究の個別課題
　学生は大学院入学願書の「研究計画」執筆段階におい
て個別指導を受けた教員との折衝を通じ課題を絞りこみ
研究をすることになる。

３．教育・研究の方法
　学生は修士論文作成指導教員のアドバイスを受けて論
文執筆を行う。チューター制のクラス運営であるため、
指導教員と適宜連絡をとりながら、執筆を進めていくこ
とになる。

４．成績評価の基準及び評価方法
　正指導教員と２名の副指導教員による口頭試問をうけ、
論文の内容、英語表現、口頭試問における受け答え、等
を評価項目として、３名の指導教員が合議して、「合」か
「否」の判定がでることになる。

５．留意事項
　個人のテーマによって中身を変更する場合がある。

21010162
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 210092

科 目 名 インターンシップ
小・中・高等学校での授業実践

担 当 者 橘堂　弘文
単 位 数 2 期 間 通年集中
配当学年 M12

１．科目の研究目標
　英語を教えることを実際に体験することを目的とする。
大学の担当教員の指導を常にうけながら、最新の理論を
実際の教育現場で生かす実習の場とする。

２．教育・研究の個別課題
（1）実習許可がおりた学校での授業を立案し実施する。 
（2）授業記録を残し、後で分析・反省をする。

３．教育・研究の方法
　（1）の目的を達成するために、定期的に指導教官の
チェック、助言をうける。（2）のために、録画・録音を
し、教案、教材、その都度フィールドノートなどをとり
保存する。実習のまとめをポートフォリオと実施後の反
省文（あるいは短いアクションリサーチ論文）として提
出する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　本学だけでは、評価しない。授業実践校の評価：90％
を重視する。残り10％本学の評価を加える。
　インターンシップ実施校での
１．シラバス作成：授業実施計画作成：到達目標の設定 
２．指導案作成
３．授業実践
４．授業実践の授業評価
５．反省
それぞれの課程での評価と実施校の評価の総合評価

５．留意事項
　生徒という相手のいる作業であるので、体調に万全を
期して決まった期間の実習が欠けることのないようにす
る必要がある。評価は、授業立案、実施、まとめの全て
に関して総合的に判断する。

21009271
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 260030

科 目 名 研究方法論Ⅰ

担 当 者

萩原　暢子・牛田　好美・
加藤　佐千子・竹原　広実・
鳥居本　幸代・中村　久美・
米田　泰子

単 位 数 1 期 間 通年
配当学年 M1

備 考 選択必修
研究方法論Iもしくは同IIを選択必修　

１．科目の研究目標
　この科目は、健康生活文化領域における研究を進めてい
く上で必要な基礎となる研究方法論を学ぶものである。 
　具体的には、まず、当該領域における研究を行う複数
教員による指導を通して、実際の研究事例を取り上げる
などして、多様な研究に触れる機会を提供する。 
　こうしたことを通して、研究課題の定め方、研究計画
の立て方、研究手法の選び方、分析方法などについての
学びを深めることを目的としている。 
　さらに後半では、受講者自身が発表者となり、自らの
研究についての構想発表を行い、それに関する質疑応答
を受けることを通して、自己の研究構想をかためていく
ことを目指している。
２．教育・研究の個別課題

（1）健康生活文化領域における研究方法について理解を
深める。

（2）各学生が個別的に取り組む研究の構想を明確化する。
３．教育・研究の方法

（1）研究方法についての講義 
（2）研究計画書の作成 
（3）修士論文構想発表会における研究構想の発表とディ

スカッション
４．成績評価の基準及び評価方法
以下の点を総合的に評価する。 

（1）研究方法論レポート（30％） 
（2）研究計画書（体裁、構成力）（40％） 
（3）修士論文構想発表（30％）
５．授業予定

第１回　文献研究法１
第２回　量的研究法１
第３回　質的研究法１
第４回　文献研究法2
第５回　量的研究法2
第６回　質的研究法2
第７回　健康生活文化領域における研究動向１
第８回　健康生活文化領域における研究動向２
第９回　健康生活文化領域における研究動向３
第10回　修士論文構想発表会
６．留意事項
各研究法、修士論文構想発表会等一部の授業は、研究方
法論Ⅱと合同で行う。

26003071
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 260011

科 目 名 生活文化学特論

担 当 者 中村　久美・鳥居本  幸代・
米田　泰子

単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M1

１．科目の研究目標
　生活に関わる文化をヒトとモノ、コトとの相互関係の
構築ととらえ、それを歴史や風土、社会的背景の追求か
ら解明することで、よりよい人間の生活のあり方を考え
ていくものである。本特論ではこの生活文化の諸相を衣
生活、食生活、住生活の各側面から明らかにする。
２．教育・研究の個別課題
・明治時代の洋服導入による、日本古来の服飾文化の変
異を明らかにする。（鳥居本）
・世界の栄養・食生活状況とこれらに対して取られてい
る政策および健康増進活動を通して、世界の食生活文
化が形成される諸要因を明らかにする。（米田）
・生活の諸相を文化的視点からみること、その意義を理
解する。（中村）
３．教育・研究の方法
・講義形式をとる。（鳥居本・米田）
・テーマにそって資料を読み解きながら、議論をする、
ゼミ形式ですすめる。（中村）
４．成績評価の基準及び評価方法
・出席率・授業参加度（30％）、レポート（70％）に基づ
いて総合的に行う。（鳥居本・米田）
・授業中の発表、議論への参加の様子（50％）、レポート
（50％）に基づいて総合的に行う。（中村）
・担当教員３名の評価の平均によって決定する。
５．授業予定
第１回　衣からみた生活文化論
第２回　日本の服飾文化と外来文化の接点を概説
第３回　洋装導入の経緯
第４回　子供服と洋服文化
第５回　改良ブーム
第６回　食からみた生活文化論
第７回　各国の国民栄養と食生活
第８回　各国の栄養政策と食料政策
第９回　健康増進活動と食生活
第10回　食生活を文化的視点からまとめる
第11回　住からみた生活文化論
第12回　風土性、歴史性から空間論、建築論を読み解

く
第13回　風土性、歴史性から空間論、建築論を読み解

く
第14回　文化的視点から生活様式を考える
第15回　文化的視点から生活様式を考える

26001171
科目コード：

1 ページ目
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科目コード 260033

科 目 名 食品学特論
担 当 者 髙村　仁知
単 位 数 2 期 間 前期集中
配当学年 M12

テキスト なし

参考文献
学部生の時に用いた「食品学」に関する教科
書を持参のこと。日本食品標準成分表2010

も持参すること。
備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　食に関するさまざまな話題に関して、調査、討議する
ことで食品に関する造詣を深める。

２．教育・研究の個別課題
　食品成分と食品分析、食品表示と法律、機能性食品、
各種食品の性質、食品加工

３．教育・研究の方法
　各回の話題についてあらかじめ調査し、発表・討議す
ることで理解を深める。

４．成績評価の基準及び評価方法
　出席30%，口頭発表および授業への参加度など70%

５．授業予定
第１回　はじめに
第２回　食品成分表
第３回　食品の分析
第４回　食品表示とJAS法
第５回　食品表示と食品衛生法
第６回　栄養機能食品
第７回　特定保健用食品
第８回　植物性食品の性質
第９回　動物性食品の性質
第10回　食品の冷蔵・冷凍
第11回　食品と酵素
第12回　食品の包装
第13回　食品と添加物
第14回　食品と放射線
第15回　まとめ

26003371
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 260050

科 目 名 研究方法論Ⅱ

担 当 者
桐野　由美子・石井　浩子・
佐藤　純・三好　明夫・
村田　久行・山本　智也

単 位 数 1 期 間 通年
配当学年 M1

備 考 選択必修
研究方法論Iもしくは同IIを選択必修　

１．科目の研究目標
　この科目は、生活福祉領域における研究を進めていく
上で必要な基礎となる研究方法論を学ぶものである。 
　具体的には、まず、当該領域における研究を行う複数
教員による指導を通して、実際の研究事例を取り上げる
などして、多様な研究に触れる機会を提供する。こうし
たことを通して、研究課題の定め方、研究計画の立て
方、研究手法の選び方、分析方法などについての学びを
深めることを目的としている。さらに後半では、受講者
自身が発表者となり、自らの研究についての構想発表を
行い、それに関する質疑応答を受けることを通して、自
己の研究構想をかためていくことを目指している。
２．教育・研究の個別課題

（1）生活福祉領域における研究方法について理解を深め
る。 

（2）各学生が個別的に取り組む研究の構想を明確化する。
３．教育・研究の方法

（1）研究方法についての講義 
（2）研究計画書の作成 
（3）修士論文構想発表会における研究構想の発表とディ

スカッション
４．成績評価の基準及び評価方法
以下の点を総合的に評価する。

（1）研究方法論レポート（30％）
（2）研究計画書（体裁、構成力）（40％）
（3）修士論文構想発表（30％）
５．授業予定

第１回　文献研究法１
第２回　量的研究法１
第３回　質的研究法１
第４回　文献研究法2
第５回　量的研究法2
第６回　質的研究法2
第７回　生活福祉領域における研究動向1
第８回　生活福祉領域における研究動向2
第９回　生活福祉領域における研究動向3
第10回　修士論文構想発表会
６．留意事項
各研究法、修士論文構想発表会等一部の授業は、研究方
法論Ⅰと合同で行う。

26005071
科目コード：
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科目コード 260038

科 目 名 衣生活学特論
人はなぜ装うのか

担 当 者 牛田　好美
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
装いの身体的・生理的機能と社会的・心理的機能の両面
から考え、心身の健康や快適性を追求し、現代の衣生活
への具体的な提案を行う。

２．教育・研究の個別課題
１　人がはなぜ装うのか
２　環境と装い
３　ファッションの変遷
４　装いと健康
５　身体と装い

３．教育・研究の方法
　主に講義形式で行うが、時には、演習・実習的授業も
行う。必要に応じて、資料を配布する。また、テーマに
より発表、ディスカッションの時間も設ける。

４．成績評価の基準及び評価方法
　評価の基準は、授業参加30％、レポート50％、授業時
の課題20％とする。

５．授業予定
第１回　ガイダンス
第２回　人はなぜ装うのか
第３回　環境と装い①　気候風土と装い
第４回　環境と装い②　民族服
第５回　ファッションの変遷①　西洋
第６回　ファッションの変遷②　日本
第７回　身体と衣服　平面構成と立体構成
第８回　装いと健康①　健康と快適性
第９回　装いと健康②　ボディイメージ
第10回　装いの機能①　身体的・生理的機能
第11回　装いの機能②　社会的・心理的機能
第12回　装いによるコミュニケーション①
第13回　装いによるコミュニケーション②
第14回　ユニバーサルデザイン提案
第15回　まとめ

26003871
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 260035

科 目 名 健康生理学特論
担 当 者 萩原　暢子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト 『人体の構造と生理機能』原田玲子ほか，医
歯薬出版，2007

参考文献

『医療・福祉系の学生のための専門基礎科
目』河野公一編，金芳堂，2013

『人体の構造と機能』佐藤昭夫・佐伯由香・
原田玲子編，医歯薬出版，2012

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　現代社会では、環境の変化やメカニカルストレスなど
で、健康の維持が困難になってきている。そのような状
況において、健康な状態での人体の作動状況を知り、い
かにして健康を維持するかを学ぶことが必要である。
　本特論では、細胞の機能や体全体の調節機構の作用メカ
ニズムについて，詳しく解説する。また、人体各器官の
機能について日常の健康状態と対比させながら解説し、
それらの統合下での健康構築の意義について述べる。
２．教育・研究の個別課題
１）人体の構成 　２）個体の調節機構と恒常性ホメオス
タシス 　３）神経やホルモンによる調節系 ４）体液組
成、血液の働き、５）循環器系、呼吸器系　６）泌尿器
系、生殖器系、感覚器系 　７）運動器系、体温調節
３．教育・研究の方法

（1）授業は講義形式
（2）テキストは「人体の構造と生理機能」原田玲子ら（医

歯薬出版）
（3）参考図書は「人体の構造と機能」（医歯薬出版）
４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度（30%）、課題のレポート（70%）
５．授業予定

第１回　オリエンテーション、１章　人体の構造と機
能

第２回　２章　個体の調節機構と恒常性 ７　神経・精
神系（１）

第３回　７章　神経・精神系（２）
第４回　６章　内分泌　総論、各論（Ⅰ）
第５回　６章　内分泌　各論（Ⅱ）
第６回　12章　生殖器
第７回　４章　循環器系
第８回　９章　呼吸器系（呼吸器の構造と機能、ガス

交換とガス運搬、呼吸調節）
第９回　10章　血液と体液（血液の組成と作用、血液

凝固系）
第10回　３章　消化器系
第11回　５章　腎・尿路系
第12回　８章　感覚器系と皮膚
第13回　11章　運動器系、運動の生理学
第14回　代謝と体温
第15回　まとめ（レポート作成）

26003571
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 260056

科 目 名
ソーシャルワーク特論
ソーシャルワークの基盤・現状・課題とそ
の展望

担 当 者 桐野　由美子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

参考文献 授業時に随時提示する。
備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　本特論ではまず、ソーシャルワーク全般の構成要素・
実践過程・目標・価値・倫理に関する普遍性および現在
にいたるまでの歴史的展開を検討する。第２に、ミクロ
（直接援助）・メゾ・マクロ（間接援助）の各レベルにお
けるジェネラリスト・ソーシャルワーク実践の役割に関
する特性を論じる。第3に、児童家庭福祉・精神保健福
祉・学校ソーシャルワーク・高齢者福祉等の現場におけ
る現在の課題を提示し、今後の展望を検討する。

２．教育・研究の個別課題
（1）	ソーシャルワークの理論及び実践の歴史的展開を理

解する。
（2）	ソーシャルワークの構成要素・実践過程・目標を理

解する。
（3）	ソーシャルワークの価値と倫理を考察する。
（4）	ミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワー

ク実践を探求する。
（5）	分野別ソーシャルワーク実践におけるソーシャルワー

クの課題と展望を考察する。

３．教育・研究の方法
（1）	授業方法：講義と演習を組み合わせた形式で授業を

進める。参考文献（邦文と英文）をクラスで読み、
議論する。

（2）学習方法：
①事前に用意された参考文献に関して、授業予定に従っ
て学習を行い、授業での議論に備えておく。
②授業に平行して、担当教員と相談しながら、自分で選
んだレベル（ミクロ・メゾ・マクロ）におけるソー
シャルワーク実践の役割に関するテーマにそって、
最終ペーパーの用意を主体的に行う。

（３）	教材：議論の具体的課題を含む参考文献は必要に応
じてプリント教材として配布する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　評価の基準は授業出席・宿題提出（30%）、課題発表と
ディスカッション（30%）、最終ペーパー（40%）を総合

26005671
科目コード：

1	ページ目
（全	2	ページ）

科目コード 260054

科 目 名 社会福祉運営管理特論
担 当 者 三好　明夫
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト テキストとして必要な書類等は印刷して配
布する

参考文献 必要な文献は適宜紹介していく
備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　社会福祉運営管理はソーシャル・アドミニストレーショ
ンと呼ばれる。社会福祉を合理的かつ効率的に運営、管
理するために行われる方法で、サービス提供を行う組織
を単位として、運営管理を推し進める援助活動技術であ
る。領域は社会福祉活動領域全般に及ぶが、社会福祉法
人と特定非営利活動法人の実践活動を中心に関連援助技
術の理解とともに考えていく。
２．教育・研究の個別課題
①社会福祉組織の運営を考察する基本視点を明確にする。
②社会福祉組織の特性を理解する。
③専門職員の労働意欲の向上について学ぶ。
３．教育・研究の方法
　社会福祉運営管理の概念整理を行い、社会福祉機関の現
場で出現している課題について議論していく。その後、
組織運営の立場で考えながら職員の労働意欲向上につい
て議論していきたい。
４．成績評価の基準及び評価方法
　出席および参加度50％、課題発表およびレポート提出
50％で総合的に評価する。
５．授業予定
第１回　社会福祉運営管理とは何か
第２回　社会福祉組織の理解
第３回　社会福祉組織の特性
第４回　社会福祉組織の専門職
第５回　社会福祉組織の労働特性
第６回　社会福祉組織の課題と展望
第７回　労務管理論①
第８回　労務管理論②
第９回　労務管理論③
第10回　ソーシャルワーク・スーパービジョン①　意

味
第11回　ソーシャルワーク・スーパービジョン②　役

割
第12回　ソーシャルワーク・スーパービジョン③　方

法
第13回　コンサルテーション①　意味
第14回　コンサルテーション②　方法
第15回　まとめ

26005471
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 260057

科 目 名 ソーシャルワークスーパービジョン
特論

担 当 者 小山　隆
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト 利用しない。
参考文献 必要に応じて授業中に指示する。
備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　大学院の科目は毎年受講生数、各自の背景となる学部
教育、経歴などの差が大きいため、固定的カリキュラム
が効果的とは限らないというのが、本講義の担当者の思
いである。したがって、基本的には受講生の関心や現時
点でもつ専門的知識などに応じて、授業開始時に具体的
なカリキュラムを策定していきたいと思う。
　上記のような理由で、その内容は一部変更されうるが、
担当者としては以下のような目標をもっている。
１．ソーシャルワークを医療や司法、教育などと並ぶ対

人援助専門職の一環として解する。
２．ソーシャルワークを社会福祉学全体の中に位置づけ

る。
３．対人援助におけるスーパービジョンの意味を学ぶ。
４．事例研究を通してスーパービジョン、コンサルテー

ションを体験する。

２．教育・研究の個別課題
（1）対人援助専門職の共通性と個別性
（2）援助関係において留意すべきこと
（3）ソーシャルワークの価値と倫理 
（4）スーパービジョンの意義 
（5）事例研究を通してのケースの見方、スーパービジョ

ン体験

３．教育・研究の方法
（1）授業方法：講義と演習を組み合わせた形式で授業を

進める。 
（2）教材：議論の具体的課題を含む参考文献は必要に応

じてプリント教材として配布する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業中の議論や発表の参加度（60%）と、 レポート

（40％）を総合評価する。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　ソーシャルワークと社会福祉

26005771
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

評価する。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　ソーシャルワークの理論及び実践の歴史的展

開
第３回　ソーシャルワークの構成要素・実践過程・目

標
第４回　ソーシャルワークの価値と倫理に関する現場

でのジレンマ：その１
第５回　ソーシャルワークの価値と倫理に関する現場

でのジレンマ：その２
第６回　個人・家族・小集団を対象とするミクロレベ

ルのソーシャルワーク・メソッド
第７回　地域と社会福祉サービス提供機関において行わ

れるメゾレベルのソーシャルワーク・メソッ
ド

第８回　自治体及び国の政策立案・実施と評価・社会
サービスの管理・運営を行うマクロレベルの
ソーシャルワーク・メソッド

第９回　各分野のソーシャルワーク実践におけるソー
シャルワークの課題と展望：①児童家庭福祉
分野

第10回　各分野のソーシャルワーク実践におけるソー
シャルワークの課題と展望：②精神保健福祉
分野

第11回　各分野のソーシャルワーク実践におけるソー
シャルワークの課題と展望：③学校ソーシャ
ルワーク分野

第12回　各分野のソーシャルワーク実践におけるソー
シャルワークの課題と展望：④高齢者福祉分
野

第13回　各分野のソーシャルワーク実践におけるソー
シャルワークの課題と展望：⑤障害者福祉分
野

第14回　各学生のペーパー発表とディスカッション
第15回　まとめ

26005671
科目コード：

2	ページ目
（全	2	ページ）
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科目コード 260058

科 目 名 対人援助特論
担 当 者 村田  久行
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト
『改訂増補ケアの思想と対人援助』村田久
行，川島書店，1998

（授業中に配布する）
備 考 隔週２コマ連続　

１．科目の研究目標
　本講義はさまざまな福祉・医療の実践の場で援助に従
事する対人援助専門職を対象として、対人援助の意味と
その専門職性を明確にすることを目的とする｡ そのため
に、対人援助の意味と枠組みを ｢キュア｣ と 「ケア」 に求
め、キュア概念とケア概念それぞれによる対人援助職の専
門職性を､ ものの見方と考え方、援助者の態度､ コミュ
ニケーションスキル､ 援助観において考察する。これら
の対人援助専門職性の原理的考察にもとづき、福祉・医
療の異職種が協同するチームアプローチの理論的基礎を
構築し、キュアとケアの特性を生かした対人援助専門職
教育と訓練プログラムを開発するパラダイムを明確にす
る。

２．教育・研究の個別課題
　方法論としての現象学の研究、対人援助の関係性、他者
の理解、共感と受容、援助場面での管理と抑圧等の関係
の成立等を解析する。これらの原理的考察にもとづき、
福祉・医療の現場での事例検討を行う。事例の検討は主
として対人援助の関係性研究に焦点をあてて行うが、そ
の内容は、高齢者への精神的サポート、終末期患者と家
族へのスピリチュアルケア、遺族の体験する悲嘆と抑鬱
のプロセス、知的障害者への対人援助関係性等である。

３．教育・研究の方法
　毎回のテーマに従って、①資料／映像の提示 ②対人援
助論的視点からの講義と解説 ③受講生の発表、質疑、討
論という形をとる。

４．成績評価の基準及び評価方法
　発表と小レポートの提出･･20点×２回 ＝40点
　授業参加度（出席点）･･･（０～20点）＝20点
　最終レポート（400字詰×15枚以上）　 ＝40点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100点

５．授業予定
第１回  授業紹介、人間学①　ケア（Care）である人

間と実体である人間理解

26005871
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

第３回　ソーシャルワークと対人援助
第４回　専門職の固有性と共通性
第５回　ソーシャルワークの価値と倫理
第６回　スーパービジョンとソーシャルワークの原則

－関連性と相違点－
第７回　スーパービジョンとソーシャルワーク
第８回　スーパービジョンとコンサルテーション
第９回　スーパービジョンの定義
第10回　スーパービジョンのタイプ
第11回　事例研究（児童）
第12回　事例研究（障害）
第13回　事例研究（高齢）
第14回　事例研究（在宅）
第15回　総括

６．留意事項
　授業予定はあくまでも仮である。受講生人数や受講生
の実践経験の有無等によって、内容は変わってくる。受
講生と話し合って詳細は決定する。

26005771
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 260060

科 目 名
ソーシャルワーク思想特論
自己実現、生活世界の再生、基本的人権の
視点から

担 当 者 加藤　博史
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト

『社会福祉の定義と価値の展開』加藤博史，
ミネルヴァ書房，2013

『人物でよむ社会福祉の思想と理論』室田保
夫編，ミネルヴァ書房，2010

参考文献 適宜、授業中に紹介します。
備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
１．現代のソーシャルワーク（社会福祉実践）の基盤と
なっている理念について、その根底にある思想、価値
観、歴史的意義などについて理解する。
２．社会福祉事業の思想的意義、歴史的背景や、社会福
祉の先覚者の実践思想について理解し、働きについて
も検討し、現状の社会福祉の目指すべき方向やあり方
を展望する。
２．教育・研究の個別課題
１．社会福祉実践思想の歴史的背景、その成立過程
２．ソーシャルワークの基本原則の成立要素
３．現代のソーシャルワーク実践理念の思想的背景につ
いて
４．社会福祉の先覚者たちの事業と実践思想
３．教育・研究の方法
１．担当教員の講義によるソーシャルワーク実践思想の
理解を深める。
２．各自の研究や実践思想に関する発表とそれにもとづ
く討議を中心に進める。
４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は主としてレポートによって行うが、発表や討議
の内容を加味して総合的に行う。
５．授業予定
第１回　授業のオリエンテーション（授業のねらい、

授業方法など）
第２回　欧米における福祉実践思想の歴史的変遷その

１（講義）
第３回　欧米における福祉実践思想の歴史的変遷その

２（講義）
第４回　日本における福祉実践思想の歴史的変遷その

１（講義）
第５回　日本における福祉実践思想の歴史的変遷その

２（講義）
第６回　自由研究の発表と討議（1）
第７回　自由研究の発表と討議（2）
第８回　自由研究の発表と討議（3）
第９回　自由研究の発表と討議（4）
第10回　実践思想に関する発表と討議（１）
第11回　実践思想に関する発表と討議（２）
第12回　実践思想に関する発表と討議（３）
第13回　実践思想に関する発表と討議（４）
第14回　実践思想に関する発表と討議（５）
第15回　まとめ
６．留意事項
１．授業の曜日や時間は履修登録者と担当教員の協議に
より変更する場合がある。
２．履修登録者数によって各自の発表回数や授業の運営
の仕方を変更する場合がある。

26006071
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

第２回　人間学②　ケア（Care）である人間/ケアの
現象学

第３回　人間学③　デカルト：方法の４規則、精神と
物体の二元論（1）

第４回　人間学④　デカルト：方法の４規則、精神と
物体の二元論（2）

第５回　対人援助論①　援助の歴史
第６回　対人援助論②　援助とは何か－苦しみの構造、

－キュアとケアの概念対比
第７回　研究方法論①　サーヴェイとフィールドワー

ク（量的研究と質的研究）
第８回　研究方法論②　現象学的アプローチの紹介
第９回　研究方法論③　現象学的アプローチ（1）－対

人援助関係性の研究、他者の理解
第10回　研究方法論④　現象学的アプローチ（2）－現

象学的方法論の研究
第11回　ケアの専門職性について①　コミュニケーショ

ンスキル（４つの態度、共にいる、傾聴、共
感）

第12回　ケアの専門職性について②　援助的コミュニ
ケーションの原理、援助の人間関係:バイス
テックの７原則

第13回　スーパービジョン①　支持的スーパービジョ
ン：「援助者の援助」の理論的検討

第14回　スーパービジョン②　支持的スーパービジョ
ンの事例検討

第15回　まとめと最終課題

26005871
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 260113

科 目 名 健康栄養学特論
担 当 者 木戸 康博
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト 岸・木戸編「タンパク質・アミノ酸の新栄
養学」（講談社）

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　タンパク質は20種類のアミノ酸が100個以上ペプチド
結合により連結した高分子化合物である。タンパク質は
生体を構成する重要な窒素成分である。タンパク質は酵
素やホルモンとして代謝の調節を行い、受容タンパク質
として情報の伝達に関与し、抗原抗体反応を通じて生体
を防御し、収縮タンパク質として身体運動を行うなど、
多様なはたらきをしている。ギリシャ語で「最も重要な
もの」、「第１のもの」を意味する「タンパク質」につい
て、構造と機能、そして疾患の治療に関する知識を習得
することを目標とする。
２．教育・研究の個別課題
１　タンパク質の構造と機能を理解する。
２　ペプチドの構造と機能を理解する。
３　アミノ酸の構造と機能を理解する。
４　タンパク質・アミノ酸による疾患の治療について理

解する。
３．教育・研究の方法
授業方法：講義形式を主とするが、適宜演習を取り入れ

る。
学習方法：毎回、講義・演習の要点、質問事項を記入さ

せ、次回に解説をして理解を確認する。
テキスト：岸・木戸編「タンパク質・アミノ酸の新栄養

学」（講談社）
４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は、レポート、話し合いへの参加、授業参加度を
総合して行う。
５．授業予定

第１回　1　タンパク質・アミノ酸の化学と代謝
　　　　1.1　タンパク質の化学
第２回　1.2　アミノ酸の化学
第３回　1.3　ペプチドの化学
第４回　1.4　タンパク質の消化と吸収
第５回　1.5　タンパク質代謝
第６回　1.6　アミノ酸代謝
第７回　1.7　アミノ酸による遺伝子発現の調節
第８回　2　タンパク質・アミノ酸・ペプチドの栄養 
　　　　2.1　食品タンパク質の栄養評価法
第９回　2.2　タンパク質栄養状態の評価法
第10回　2.3　アミノ酸の栄養
第11回　2.4　ペプチドの栄養
第12回　2.5　タンパク質アミノ酸の摂取調節
第13回　2.6　タンパク質と他の栄養素の関係
第14回　2.7　タンパク質栄養の異常
第15回　2.8　タンパク質・アミノ酸による疾患の治療

26011371
科目コード：

1 ページ目
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科目コード 260112

科 目 名 調理文化学特論
担 当 者 米田　泰子
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト

『調理と理論』山崎清子他，同文書院
『日本料理行事・仕来り大辞典』プロスター，

2003

『農家のモノ・人の生活館』大館勝治他，柏
書房，2004

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　食生活文化学の一分野としての調理文化学とは人類が
「火」を発見して以来、その対象となる歴史を持つ。調理
操作、調理技術の発展は人類の嗜好の向上と互いに影響
を及ぼしあいながら、より高度なもの、より合理的なも
のを求めてきた。こうして築き上げられた調理文化は、
昭和40年（1965）頃から科学的裏付けの解明に全力が注
がれた。生活の習慣と知恵が作り上げた調理を文化的視
点から、また科学的裏付けによる分析を通して考察する。
２．教育・研究の個別課題
１、学部で調理学を学ばなかった人が対象となるため、
まず調理と理論について学ぶ。

２、調理と理論で学んだことを基礎に日本の行事食を考
察する。

３、日本の行事食のルーツを今に伝わる農家の生活と関
連付ける。

３．教育・研究の方法
１、調理と理論に関しては分担を決めて、予習をしてき
た内容に関して発表させる。

２、行事食や行事食のルーツに関しては調理と理論で学
んだ内容に関連のあるものを掘り出し考察する。こ
のことによって科学的理論に裏付けされる文化を考
える。

４．成績評価の基準及び評価方法
　成績は研究発表（50％）レポート（50％）の総合評価
とする。
５．授業予定
第１回　調理の意義・目的と調理法
第２回　穀類の調理と行事食
第３回　でんぷん・芋の調理と行事食
第４回　油脂の調理と行事食
第５回　豆・豆製品の調理と行事食
第６回　魚介類の調理と行事食
第７回　鶏卵の調理と行事食
第８回　獣鳥肉類の調理と行事食
第９回　牛乳・乳製品の調理と行事食
第10回　野菜・果物の調理と行事食
第11回　寒天・ゼラチン・カラギーナンの調理と行事

食
第12回　海藻・きのこ類の調理と行事食
第13回　飲み物の調理と行事食
第14回　食べ物の味と行事食
第15回　まとめ

26011201
科目コード：
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とが望ましい。

４．成績評価の基準及び評価方法
①課題解決レポート（60%）
②発表、討論などの授業参加態度（40%）などの平常考

査

５．授業予定
第１回  Evidence にもとづく保健福祉の展開とはなに

かの総説・論文紹介
第２回  転倒の頻度と予防の重要性（WHOのグローバ

ルレポート「高齢者の転倒予防」）
第３回  転倒のリスクファクター（WHOのグローバル

レポート「高齢者の転倒予防」）
第４回  転倒の個人での予防対策（WHOのグローバル

レポート「高齢者の転倒予防」）
第５回  課題発見プログラム。　英国Lancet誌「日本

の保健医療福祉」論文から「なぜ、日本が長
寿国になったかを探る」

第６回  日本の生活習慣上のリスクと疾病要因を英国
Lancet誌から学ぶ。

第７回  科学的根拠エビデンス（Evidence Based 
Medicine）とはなにか？　情報の整理・評価

（iPad及び資料のPDF化）
第８回  インターネット、論文によるエビデンスの収

集（欧米文献検索）、Google　Scholar,
第９回  保健政策の立案－運動器症候群・病弱老人・

認知症のリスクファクター（疫学）
第10回  保健政策の立案－リスク回避策としての転倒

予防・運動のマッピング
第11回  WHOの転倒予防対策－転倒予防のメタアナリ

シス
第12回  WHOの転倒予防対策－転倒予防の効果、カナ

ダの例
第13回  エビデンスの収集結果発表、討論（１）
第14回  エビデンスの収集結果発表、討論（２）
第15回  課題解決レポートの完成（フローチャート・

ロードマップの作成）

６．留意事項
　授業ではインターネットによる専門的情報収集の方法
を教示するが、一般的なインターネット利用法は取得し
ていること。iPad,スマートホーン，PC等でのインター
ネット環境を教えます。

26011671
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 260116

科 目 名 保健福祉行政特論
Evidence にもとづく保健福祉の展開

担 当 者 金森　雅夫
単 位 数 2 期 間 前期集中
配当学年 M12

テキスト 特に指定しない。

参考文献

『WHOグローバルレポート：高齢者の転倒
予防』鈴木みずえ・金森雅夫・中川経子，
クオリティケア出版，2010，978-4-904363

『社会・環境と健康』国立健康・栄養研究所
監修，南江堂，2010，4-524-23691-0

『統計学』金森雅夫・本田靖，医学書院，
2013，4-260-35343-8

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　保健福祉行政は科学的根拠エビデンス（Evidence Based 
Medicine）にもとづいた展開が望まれる。WHOのグロー
バルレポート「高齢者の転倒予防」の最先端情報から、ど
のようなプロセスによって、疾病の予防や健康増進が可
能かを科学的に推論し、政策立案の研究能力を培う（リ
スクファクター、メタ分析、cost-effective）。さらに、あ
る保健福祉上のテーマからエビデンスの収集を通じて保
健行政の課題解決のためのフローチャート・ロードマッ
プを作成し、科学的政策立案能力を養う。

２．教育・研究の個別課題
①WHOのグローバルレポート「高齢者の転倒予防」を熟

読する。
②2011年英国Lancet誌「日本の保健医療福祉」論文から

日本の生活習慣上のリスクと長寿国になった背景を探
る。

③保健福祉上のテーマ「運動は健康増進につながるの
か」、「認知症の予防」、「小児肥満予防」などの課題を
自ら設定し、エビデンスの収集を通じて保健行政の課
題解決のためのフローチャート・ロードマップを作成
する。

３．教育・研究の方法
①インターネットによる文検索能力。
②基本的な統計能力。
③長寿を阻害する要因探索、発達発育を阻害する要因探

索。
④生活習慣病のリスクファクターと国民衛生の動向につ

いての情報検索能力。
⑤エビデンスの収集を通じて保健行政の課題解決のため

のフローチャート・ロードマップを作成能力形成を促
す、iPadを使った視覚的講義。受講生は、インターネッ
ト検索ができるスマートホーンやPCを携帯しているこ

26011671
科目コード：
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科目コード 260120

科 目 名 家庭教育学特論
担 当 者 山本　智也
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト 各回授業においてプリントを配布していく。

参考文献 『非行臨床から家庭教育支援へ』山本智也　
ナカニシヤ出版　2005

備 考 隔年開講2

隔週２コマ連続　

１．科目の研究目標
　近年、家庭の教育力の低下が子どもの問題に大きく影
響していると言われており、この家庭の教育力の担い手
である大人の成長を支援していくことが課題となってい
る。
　そこで、本科目では、家庭教育の担い手を支援してい
くための家庭教育支援者の資質向上のあり方に焦点をあ
てていくこととする。
　このために、人間関係トレーニングの手法を用いたグ
ループ・ファシリテーションの手法を用いた支援のあり
方についての学びを深める機会を提供したい。

２．教育・研究の個別課題
（1）家庭教育の担い手である親、さらには親となろうと

している者にとっての自己理解の意味を理解するた
めの手法を学ぶ

（2）子どもとの関係のあり方を理解するために、他者を
理解し、関わっていくために必要な態度、姿勢、技
法について学ぶ

（3）子どもと家族の関係のあり方を理解するために、小
集団における力動関係について理解を深めるための
手法を学ぶ

３．教育・研究の方法
＜受講者の構成によって変更する可能性がある＞
（1）授業の方法
　下記授業予定一覧に示した課題について、それぞれ
体験的な学習を取り入れながら、理解を図っていく。

（2）授業期間中の課題
ア　プロセス・レコードの作成
　毎回の授業において、前回の授業から今回の授業
までの間に、自分と他者との関わりの中で印象にの
こったやりとりとそこから学んだことを記載したも
のの提出させ、学びの促進を図る。
イ　レポートの作成
　受講動機レポート、中間レポート（２回）を作成
することを通して、自らの学びをあり方についての

26012071
科目コード：

1 ページ目
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科目コード 260119

科 目 名 ソーシャルワーク実習

担 当 者 桐野　由美子・三好　明夫・
佐藤　純

単 位 数 2 期 間 通年集中
配当学年 M12

テキスト なし

参考文献 事前・事後授業の際に担当教員が適宜配布
する

１．科目の研究目標
　本実習では、ソーシャルワーク特論等において習得し
た知識・技術・価値観を実際の場面で深め、より高度な
専門的援助の展開を可能にすることを目標とする。各学
生は実習先、実習テーマを含めた実習計画を教員と相談
の上事前に決定する。
２．教育・研究の個別課題
　本実習では、下記のことを実習を通じて習得する。
１．各自が選択した分野におけるソーシャルワークの実

際についての理解
２．各自が選択した現場の仕事内容・職員構成・連携に

ついての理解
３．援助者としての自己覚知に関する理解
４．高度な専門的直接援助・間接援助技術の理解
５．利用者へのサービスの有効性に関する評価方法の理

解
６．実習生自身の高度な専門的訓練
７．援助者の倫理に関する理解
３．教育・研究の方法
　実習の前に事前指導を行う。実習生は実習期間中に現
場指導担当職員と教員からのスーパービジョンを、また
教員から事後指導を受ける。
４．成績評価の基準及び評価方法
　成績評価は、実習施設の実習担当指導者と本実習担当
教員の連携指導のもとに、総合評価する。その内訳は以
下の通りである： ①実習受け入れ先のスーパーバイザー
による評価基準に基づく評価40％ ②担当教員による事
前・事後指導および実習中のスーパービジョンにおける
評価40％ ③実習報告レポート20％
５．授業予定
現場実習前に事前指導、実習後に事後指導を行う。実習
期間は受け入れ施設/機関と相談の上決定する。
６．留意事項
　本実習科目を履修する条件は以下のとおりである：
１） 原則として、学部で、社会福祉士、精神保健福祉士、

あるいは保育士の現場実習を履修した者
２）社会福祉運営管理特論、ソーシャルワーク特論、精

神保健福祉特論）の何れかを受講していること（も
ちろんソーシャルワーク実習と同時に履修すること
可能）

26011971
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科目コード 260122

科 目 名 スピリチュアルケア特論
担 当 者 村田  久行
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

備 考 隔週２コマ連続　

１．科目の研究目標
　スピリチュアルケアは、従来、欧米において宗教的ケア
の一環として特に終末期医療において実践されてきた援
助であるが、近年、日本の医療においても宗教とは切り
離して患者の 「生きる意味を支える援助」 として重要視さ
れてきている。老い・病・障害・死といった人生の危機
に遭遇したとき人間は生の無意味、アイデンティティ喪
失、生の無価値などの苦痛（スピリチュアルペイン）を
持つが、そのことは医療分野にかぎらない。スピリチュ
アルペインは福祉臨床においても満ち溢れている。この
スピリチュアルペインの構造を人間存在の時間性・関係
性・自律性の３次元から解明し、患者・クライエントの 

「生きる意味への援助」 としてスピリチュアルケアの原理
を明らかにする。

２．教育・研究の個別課題
　ＳＰ－ＣＳＳ（スピリチュアル-カンファレンスサマ
リーシート）の作成、スピリチュアルペインの察知と会
話記録の書き方、ＳＰアセスメント法、プラニング、評
価、カンファレンスの持ち方等を、事例を通して検討す
る。 　事例検討の内容は終末期がん患者とその家族への
スピリチュアルケア、大切な人を失った遺族の喪失・悲
嘆と抑鬱へのスピリチュアルケア、福祉施設入所者や痴
呆性高齢者のスピリチュアルペインとそのケア等などで
ある。

３．教育・研究の方法
　毎回のテーマに従って、①資料／映像の提示②対人援
助論的視点からの講義と解説③受講生の発表、質疑、討
論という形をとる。

４．成績評価の基準及び評価方法
　発表と小レポートの提出･･20点×２回 ＝40点
　授業参加度（出席点）･･･（０～20点）＝20点
　最終レポート（400字詰×15枚以上）　 ＝40点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100点

５．授業予定
第１回　授業紹介　<終末期医療でのスピリチュアル

ケア>
　　　　・ホスピス/緩和ケアの歴史､ 日米の現状

26012271
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

認識を深める機会とする。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度、レポートなどにより総合判断する。

５．授業予定
第１回　家庭教育支援の今日的課題と方向性
第２回　自己理解促進の方法論Ⅰ
第３回　自己理解促進の方法論Ⅱ
第４回　自己理解促進の方法論Ⅲ
第５回　他者理解促進の方法論Ⅰ
第６回　他者理解促進の方法論Ⅱ
第７回　他者理解促進の方法論Ⅲ
第８回　他者理解促進の方法論Ⅳ
第９回　集団理解促進の方法論Ⅰ
第10回　集団理解促進の方法論Ⅱ
第11回　集団理解促進の方法論Ⅲ
第12回　集団理解促進の方法論Ⅳ
第13回　集団理解促進の方法論Ⅴ
第14回　形成テストによる到達度の把握
第15回　到達度の確認とまとめ

26012071
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科目コード 260123

科 目 名 ケアマネージメント特論
担 当 者 三好　明夫
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト テキストとして必要な資料等は印刷して配
布する。

参考文献 必要な文献等は適宜紹介していく。
備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　ケアマネジメントは、人と環境との相互作用に視点を置
き、社会状況の変化の中で発生する生活課題を対象とし
ている。その対象とは、クライエントの側の問題だけで
はなく、生活に影響を及ぼす広範囲なシステムとの相互
作用に焦点をあてて、多面的な角度から問題を捉えるこ
とが必要である。つまり、クライエントが地域の中で長
期にわたり生活していくためには、ニーズに応じたサー
ビスを柔軟に活用する知識と技術が求められる。本科目
では、ケアマネジメントを実践する際の理論や知識につ
いて学ぶ。さらに、事例を用いた質的研究を行い、実践
への応用力が身に付くよう考察していく。

２．教育・研究の個別課題
（1）対人援助における価値と倫理
（2）対人援助における関係形成 　
（3）アセスメント 　
（4）相談援助のプロセス 　
（5）相談援助の面接技術 　
（6）相談援助の実際

３．教育・研究の方法
　ケアマネジメントの概念整理を正しく行い、現場で表
出しているケアマネジメントの課題などについて議論し
ていく。ケアマネジメントを活用しているまた必要とし
ている組織、現場の実態を明らかにしてケアマネジャー
の立場に立ってケアマネジメントの効果や今後の課題を
考えていく。

４．成績評価の基準及び評価方法
　出席および参加度50％　課題発表およびレポート50％
で総合的な評価を行う。

５．授業予定
第１回　ケアマネジメントとは何か
第２回　ケアマネジメントの社会的背景と発展①　米

国
第３回　ケアマネジメントの社会的背景と発展②　日

26012371
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

第２回　スピリチュアルケア①　スピリチュアルケア
研究方法、現象学的アプローチ

第３回　スピリチュアルケア②　スピリチュアルケア
の原理（人間存在の時間性・関係性・自律性）

第４回　スピリチュアルケア③　スピリチュアルケア
の原理と方法（Spiritual Coping Strategyと傾
聴）

第５回　スピリチュアルケア④　スピリチュアルケア
援助プロセスとＳＰ－ＣＳＳの作成（1）

第６回　スピリチュアルケア⑤　スピリチュアルケア
援助プロセスとＳＰ－ＣＳＳの作成（2）

第７回　<終末期医療以外の分野でのＳＰケア>
　　　　グリーフケア①　悲嘆と喪失（理論の紹介）
第８回　グリーフケア②　ケアの方法と意味
第９回　高齢者への精神的援助①　認知症高齢者のス

ピリチュアルペインとそのケア（1）
第10回　高齢者への精神的援助②　認知症高齢者のス

ピリチュアルペインとそのケア（2）
第11回　高齢者への精神的援助③　認知症高齢者のス

ピリチュアルペインとそのケア（3）関係性か
らの援助

第12回　高齢者への精神的援助④　認知症高齢者のス
ピリチュアルペインとそのケア（4）時間性と
自律性への援助

第13回　スピリチュアルケア事例検討①　受講者提出
の事例の検討

第14回　スピリチュアルケア事例検討②　受講者提出
の事例の検討

第15回　まとめと最終課題

26012271
科目コード：
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科目コード 260124

科 目 名 社会調査法特論
社会福祉調査の理解とデータ解析

担 当 者 平尾 良治
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト 『社会調査入門』盛山和夫，有斐閣，2004，
4-641-18305-8

参考文献 毎回、授業時に紹介する。
備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　福祉利用者の抱えている生活問題や福祉サービスの改
善課題をトータルに認識する方法として社会福祉調査を
位置づけ、量的調査・質的調査の特徴と方法を概観しま
す。そして、社会福祉調査の基本的な流れとポイントを
ふまえつつ、調査データの解析方法について深めます。
その際に実際に行った調査の批判的検討とデータの読み
込みを行い、統計データ解析の力を養うことを目標にし
ます。

２．教育・研究の個別課題
・社会福祉調査（理論、仮説、操作概念、作業仮説）の
理解
・社会福祉調査の手順（調査方法の選択、サンプリング
手法、現地調査）の理解
・調査票の設計と作成・点検・集計のポイント
・量的調査と統計解析の方法
・質的調査、データマイニング
・Excel、SPSSによる調査データの解析（演習）

３．教育・研究の方法
　授業形式は、テキストをもとに、小グループでの討
議、作業、発表などをおりまぜてすすめます。テキスト
は「社会調査入門」有斐閣を用いますが、授業ではそれを
ふまえて実際の福祉調査データの分析をおこないます。
また、分析には汎用性の高い統計ソフトExcel・SPSSを
使って統計解析の説明と分析を行います。統計ソフトに
なじみのない人にも分かるように徐々にレベルをあげて
いきます。

４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は授業参加度（30%）小レポート・テスト（20%）、
期末試験（50%）により総合的に行ないます。欠席回数
が１／３を超えた場合は原則として単位は与えません。

５．授業予定
第１回　社会福祉調査とは何か・・・社会科学として

26012471
科目コード：

1 ページ目
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本
第４回　ケアマネジメントのプロセス①　ケースの発

見　インテーク
第５回　ケアマネジメントのプロセス②　ケアプラン
第６回　ケアマネジメントのプロセス③　プロセスの

まとめ
第７回　ケアマネジメントの機能
第８回　ケアマネジメント実践の場
第９回　ケアマネジメント体制と専門職
第10回　ケアマネジメントに必要な知識と技術
第11回　ケアマネジメントと介護保険制度①　施設介

護支援事例
第12回　ケアマネジメントと介護保険制度②　居宅介

護支援事例
第13回　ケアマネジメントの実際①　演習形式　ケー

ス事例
第14回　ケアマネジメントの実際②　演習形式　ケー

ス事例
第15回　まとめ

26012371
科目コード：

2 ページ目
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科目コード 260130

科 目 名 子どもの健康福祉特論
担 当 者 石井　浩子
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

参考文献 『健康福祉科学からの児童福祉論』前橋　
明，チャイルド本社，2005年

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　子どもたちの健全な発育・発達を保障するための「生
活」と「活動」に関する内容や「生体（生体リズム）」に
関する内容について、また、今日の社会の変化による影
響から子どもの心身の異変の状況について学び、その問
題点を分析したり、大人たちが果たすべき役割について
考える。
　さらに、少子高齢社会の進行にともなう家庭環境の変化
や地域社会の変容、女性の社会進出にともなう子育て支
援の必要性、国や地方自治体の母子保健・児童福祉サー
ビス、子どもに関する諸問題を検討し、子どもたちの健
全育成のために、家庭や学校・施設、地域社会、行政な
どの果たすべき役割や今後の展望を探る。

２．教育・研究の個別課題
（1）子どもの抱える健康上の問題を理解する。
（2）子どもの生活習慣やそのリズムの実態を理解する。
（3）子どもの心とからだの健全育成のための視点を理解

する。

３．教育・研究の方法
・毎回のテーマにそって用意した資料をもとに、講義形
式で進める。
・その都度、討議をする。

４．成績評価の基準及び評価方法
　出席率・授業参加度（発表や討論への参加）、課題レ
ポートの提出から、総合的に評価する。

５．授業予定
第１回　子どもの抱える健康上の問題と生活課題
第２回　子どもをとり巻く社会環境、家庭環境・教育

環境の変化
第３回　子どもの生活習慣やそのリズムの実態
　　　　①生活リズム　②体温のリズム
第４回　子どもの心やからだの異変とその原因
第５回　少子高齢社会における児童福祉ニーズ
第６回　子どもの心とからだの健全育成（1）
　　　　①栄養・休養・運動

26013071
科目コード：

1 ページ目
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の方法としての社会福祉調査
第２回　量的調査と質的調査の特徴・・・統計的研究

と事例研究
第３回　社会福祉調査の進め方・・・調査の流れ、「問

い」の基本、データの種類
第４回　社会福祉調査の企画・・・統計資料、統計的

調査、調査対象・目的・方法
第５回　調査票設計とワーディング・・・曖昧さ、ス

テレオタイプ、ダブルバーレルなど
第６回　調査票の構成と質問文・・・項目のまとめ方、

選択肢の設け方、順序
第７回　サンプリング・・・無作為抽出、サンプリン

グの方法
第８回　調査の実施とデータ集計・・・コード、デー

タ・クリーニング
第９回　データ分析１・・・分布と統計量（度数・平

均・分散・標準化）
第10回　データ分析２・・・検定の基本的な考え方
第11回　データ分析３・・・平均の検定、差の検定
第12回　データ分析４・・・クロス表と相関係数・順

位相関
第13回　データ分析５・・・回帰分析
第14回　社会福祉調査の分析・・・報告書検討（準備、

実際、集計、分析、報告）
第15回　まとめ

６．留意事項
　本授業では、調査とは何かに立ち戻りつつ、調査を実
際に行う際のポイントを押さえ、統計データの意味を再
確認します。

26012471
科目コード：
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科目コード 280037

科 目 名 日本伝統文化特論
担 当 者 鳥居本  幸代
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト 『平安朝のファッション文化』鳥居本幸代，
春秋社，2003年

１．科目の研究目標
　日本の文化は近隣諸国の影響を強く受け、それを咀嚼
して固有のものに変化させて生起したものであるといえ
る。とりわけ、平安時代は奈良時代以来の大陸文化を礎
に絵画、文学、服飾にいたるまで唐風から和風に大転換
した時期である。絵画においては倭絵、文学においては
仮名文学が愛好され、いま尚、現代人が魅了される『源
氏物語』も生み出された。和風文化の第一歩である平安
朝の伝統文化について、貴族ファッションを中心に絵画
資料、文献資料などをもとに講述する。

２．教育・研究の個別課題
・絵画資料から伝統文化を理解する。
・文献資料から伝統文化を理解する。
・フィールド・ワークによる伝統文化の理解。

３．教育・研究の方法
　基本的には講義形式をとるが、ゼミ形式となることも
ある。

４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は、出席率・授業参加度（30％）、レポート（70％）
に基づいて総合的に行う。

５．授業予定
第１回　序論　平安時代の背景
第２回　平安貴族の生活を支配した陰陽道
第３回　平安京の都市計画
第４回　王朝の住まい
第５回　平安貴族の食生活
第６回　平安朝のお菓子を試食する
第７回　化粧と髪からみる平安文化
第８回　平安時代の衣生活環境
第９回　平安朝ファッションの構成Ⅰ　男性
第10回　平安朝ファッションの構成Ⅱ　女性
第11回　平安朝ファッション着装体験
第12回　平安朝の色彩感覚
第13回　年中行事にみる平安文化
第14回　平安朝文学からみる女文化と男文化
第15回　雅楽演奏を体験する

28003771
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

第７回　子どもの心とからだの健全育成（1）
　　　　②自然とのかかわりと心の育ち
第８回　子どもの心とからだの健全育成（1）
　　　　③保育者や教師、親（家庭）、地域、行政の役

割
第９回　子どもの心とからだの健全育成（2）
　　　　④生活リズム向上戦略、親子のふれあいあそ

びの奨励、午後あそびの充実
第10回　子どもの心とからだの健全育成（2）
　　　　⑤健全育成・健康づくりに関する子どもの行

事
第11回　子ども家庭福祉関連の行政機関や施設
第12回　子どもを取り巻く大人の問題と課題
第13回　育児疲労と育児支援
　　　　①育児疲労の実態
第14回　育児疲労と育児支援
　　　　②育児支援の基本と援助者の心構え、具体的

な支援
第15回　児童福祉の今後の課題と展望

26013071
科目コード：

2 ページ目
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科目コード 260155・260156・260157・260158

科 目 名 特別研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

担 当 者

萩原　暢子・石井　浩子・
牛田　好美・加藤　佐千子・
桐野　由美子・佐藤　純・
竹原　広実・鳥居本　幸代・
中村　久美・三好　明夫・
村田　久行・山本　智也・
米田　泰子

単 位 数 2 期 間 通年集中
配当学年 M12

備 考 必修　

１．科目の研究目標
　生活福祉文化という分野における教育及び研究とは、
日々進歩する技術や変化に対応し、生活基盤となる地域
における暮らしの中で人間の生活の質QOLの向上を追究
する学問である。すなわち、暮らしを文化的な視点で捉
え、どのように快適に生活デザインするか、よりよい安
定した福祉的に充実した環境を得ることができるか、そ
のような身近な諸問題を検討することがこれからの人間
生活には必要である。
　そこで生活福祉文化専攻においては、健康でゆたかな質
の高い暮らしと自己実現のための理念と方策・技術を研
究・修得したことを踏まえ、修士論文の作成を通じて、
専門的かつ個別的なテーマを探求し、文化的な視点を背
景に、生活と福祉の知識、技能、技術などの素養を総合
的、複合的に駆使できる高度な課題解決能力を向上する
ことを目的としている。

２．教育・研究の個別課題
　修士論文作成に向けて、以下の観点を中心とした指導
を行っていく。
（１）研究の社会的意義の明確化
（２）先行研究との関連及び独創性のあり方
（３）研究目的に応じた研究方法のあり方
（４）研究における倫理的配慮

３．教育・研究の方法
　本科目は特別研究Ⅰ～Ⅳとして継続的に修士論文作成
に向けてなされる研究指導の中に位置づけられるもので
ある。
　研究テーマ、研究方法などについては、「研究方法論
Ⅰ、Ⅱ」と関連付けながら個別に指導教員より指導を受
ける。
　指導過程としては１年次前半に研究構想に基づき、主
指導教員が決められ、さらに１年次後半で研究テーマ、
研究計画を決定し、修士論文に向けての綿密な指導がな
される。

26015571
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 260152

科 目 名 プロジェクト課題研究

担 当 者

萩原　暢子・石井　浩子・
牛田　好美・加藤　佐千子・
桐野　由美子・佐藤　純・
竹原　広実・鳥居本　幸代・
中村　久美・三好　明夫・
村田　久行・山本　智也・
米田　泰子

単 位 数 6 期 間 通年集中
配当学年 M1

備 考 必修　

１．科目の研究目標
　この科目は、学生が生活福祉文化学の各領域の枠を払っ
たいくつかの「プロジェクトチーム」のひとつに参加し
てプロジェクト学習方式（Project Based Learning）を学
ぶ演習科目である。これにより学生と教員の関心が実践
的な課題によって結ばれ、学生のより主体的な学修を促
すことができる。生活福祉文化学という実践科学は現場
の問題解決志向性とその理論的・方法的基礎づけという
２方向により成り立つ。この２方向の志向性を現実化す
るのが 「プロジェクト課題研究」 である。
２．教育・研究の個別課題

（1）プロジェクト課題研究の意義と目的（2）プロジェク
ト課題研究の方法（3）プロジェクト課題研究の課題設定

（4）研究チームの形成（5）研究の進行管理（6）研究報
告
３．教育・研究の方法

（1）学生が研究課題に取り組むチームを立ち上げる。（2）
各チームに指導担当教員を置く。（3）前期は主として課
題設定、後期は課題研究を行う。（4）前期１回、後期２
回研究集会を開催し、課題の紹介、中間発表、研究発表
等を行う。
４．成績評価の基準及び評価方法
　研究発表の状況及び研究終了後に提出するプロジェク
ト課題レポートにより評価する。
５．授業予定

第１回　プロジェクト課題研究の意義と目的
第２回　プロジェクト課題研究の方法①
第３回　プロジェクト課題研究の方法②
第４回　プロジェクト課題研究の方法③
第５回　プロジェクト課題研究の課題設定
第６回　プロジェクト課題研究のチームの形成
第７回　プロジェクトチームの構想発表会
第８回　プロジェクトチームによる検討会①（中間発

表会の準備）
第９回　プロジェクト課題研究中間発表会
第10回　プロジェクトチームによる検討会②
第11回　プロジェクトチームによる検討会③
第12回　プロジェクト課題研究発表会

26015271
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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　２年次（長期履修生は最終学年）にあっては、研究結
果の分析、結果を踏まえた考察を明らかにすることを中
心として指導がなされる。
　研究指導は、大学院設置基準第14条（教育方法の特
例）の規定により、昼間部の院生には昼間の時間帯を、
また社会人の院生に対しては夜間、土曜日、あるいはイ
ンターネットを活用するなど柔軟に対応して個人指導を
おこなう。

４．成績評価の基準及び評価方法
　研究の社会的意義の明確化、先行研究の探索、研究目
的に応じた研究方法の検討といった点を中心に修士論文
作成に向けた取り組み状況を総合的に評価する。

５．授業予定
第１回　各クラス（ゼミ）において別途指示する。
第２回　　〃
第３回　　〃
第４回　　〃
第５回　　〃
第６回　　〃
第７回　　〃
第８回　　〃
第９回　　〃
第10回　　〃
第11回　　〃
第12回　　〃
第13回　　〃
第14回　　〃
第15回　　〃

６．留意事項
　科目登録にあっては、入学初年次に「特別研究Ⅰ」「特
別研究Ⅱ」を、最終年次に「特別研究Ⅲ」「特別研究Ⅳ」
を登録すること

26015571
科目コード：
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科目コード 280015

科 目 名 文化学研究実践論
～研究発表に挑戦してみよう～

担 当 者 吉田　智子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M1

備 考 必修　平成24年度以降入学者に適用　

１．科目の研究目標
　この授業では、研究方法や研究発表の方法について学
び、それをもとに自分でも研究発表をしてみることによっ
て、研究を進めていく上での適切なプロセスを身につけ
ることを目標とする。
２．教育・研究の個別課題
１．自分の研究に適した研究方法を見つける。
２．他の人の研究発表から、適切な研究方法や効果的な
研究発表の方法を学ぶ。

３．よりよい形での研究発表を実践する。
３．教育・研究の方法
　合同ゼミ、研究発表を組み合わせて行う。
４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は、構想発表を含む研究発表とレポート80％、合
同ゼミにおける議論への参加20％とする。
５．授業予定
第１回　研究方法に関する復習
第２回　論文テーマの発表（各自）とその研究方法に

関する議論
第３回　研究テーマと研究発表方法の関連について整

理（サンプル論文利用）
第４回　自分が選んだ文献などの紹介（1）
第５回　自分が選んだ文献などの紹介（2）
第６回　自分が研究発表する可能性のある「学会・研

究会」の種類の調査と報告（1）
第７回　自分が研究発表する可能性のある「学会・研

究会」の種類の調査と報告（2）
第８回　授業内における模擬研究発表（1）
第９回　授業内における模擬研究発表（2）
第10回　授業内における模擬研究発表（3）
第11回　「学会・研究会」での研究発表（1）
第12回　「学会・研究会」での研究発表（2）
第13回　各自の修士論文に関する研究方法論に関して
第14回　修士論文の構想発表会の実施
第15回　構想発表会の報告とこれからの見通しを発表

（その内容は、この授業の最終レポートとして提出するこ
と）
６．留意事項
　特に第１回～３回は、前期における研究の導入とそれ
を今後の研究に発展させていく接続の意義を持つ内容で
ある。院生一人ひとりが大学院の研究についての明確な
意識をもって臨むことが求められる。

28001571
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 280014

科 目 名 文化学研究方法論
担 当 者 小川　光
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M1

テキスト 特定のテキストは使用しないが、授業で配
布する資料などでそれに代える。

参考文献 特になし。
備 考 必修　

１．科目の研究目標
　本科目の目標は、大学院の研究における修士論文とい
うものの明確な理念とそれを書くために必要な心構えと
作法を学び、しっかりとした方法論を構築することであ
る。そのことにより、各自が論文の基本構想を組み立て、
それに沿って大学院における研究成果としの修士論文を
書き上げるられるようにする。
２．教育・研究の個別課題
１．問題提起
２．論文の内容・形式はいかにあるべきか。
３．先行研究の調査・整理の意義とは。
４．方法論の選択と確立。
５．結果・成果のまとめに向けて。
６．引用・参考文献の重要性について。
　なお、研究分野別の視点から方法、先行研究、書誌情
報、あるいは分野の特殊なアカデミックな姿勢などにつ
いての導入を行うため、それぞれの分野の教員がゲスト
スピーカーとして参加することもある。
３．教育・研究の方法
・講義
・論文読解
・オンライン検索
・ワークショップ
・発表
４．成績評価の基準及び評価方法
・レポート（50%）
・発表（30%）
・授業参加・課題（20%）
５．授業予定

第１回　大学院における研究の意義への導入
第２回　指導教員とは －教員の研究の特質の理解の重

要性
第３回　論文テーマの選び方 －問題意識を持つという

こと
第４回　先行研究の調査、検索、収集の重要性と実践
第５回　収集文献の整理
第６回　方法論（ゲスト・スピーカー）
第７回　方法論（ゲスト・スピーカー）
第８回　方法論（ゲスト・スピーカー）　
第９回　論文の基本コンセプト発表・議論　第１段階
第10回　論文の形式・表現
第11回　論文の形式・表現
第12回　プレゼンテーションの方法
第13回　中間の研究経過報告に求められる内容
第14回　論文の基本コンセプト発表・議論　第２段階
第15回　まとめ
６．留意事項
　特になし。

28001471
科目コード：
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第５回　バロック音楽：現在に至る音楽の源流
第６回　バロック音楽論の概観
第７回　情緒の描出とは何か
第８回　情緒の描出と感情の表現
第９回　情緒の描出としてのモノディー
第10回　音楽における古典主義：「古典」とは何か
第11回　ウィーン古典派音楽の本質
第12回　ハイドン、モーツァルトの「古典性」とベー

トーヴェンの「ロマン性」
第13回　ロマン主義音楽の本質：感情の表現-情緒の描

出の発展形として
第14回　ショパン、シューマン、リストの音楽
第15回　全まとめ

６．留意事項
　音楽の様々な事項に関して、常に学生一人ひとりの見
解が求められることに留意しておくこと。なお、ドイツ
語および英語による文献資料を読むことになるので、こ
れらの言語の知識が必要となる。

28002771
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 280027

科 目 名 西洋音楽史特論
ロマン主義音楽への道程を探る

担 当 者 小川　光
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

参考文献

『音楽の歴史と思想』フーゴ･ライヒテント
リット，音楽之友社

『図解音楽事典』U・ミヒェルス著/角倉監
訳，白水社

１．科目の研究目標
　ロマン主義自体は、フランス革命に象徴される近代市
民社会の政治上の自由主義の成立によってもたらされた
個人主義と表裏一体である。その核心部分の「自我」を
主たる表現主体としてロマン主義運動は展開し、一種奔
放な感情表現が芸術において保障される。しかしながら
音楽は、本来、数理に基づく構築性と不可分であること
から、その感情表現の位相において同時代の諸芸術に比
して特異な存在であると言える。この特論では、音楽を
絵画その他の視覚・造形芸術と比較し、音楽・芸術思想
のみならず、近代社会思想との関連において考察しなが
ら、ロマン主義音楽の生成の過程とその進展の必然性を
論じる。

２．教育・研究の個別課題
１．西洋の歴史と文化における音楽 
２．音楽の数理･構築的要素 
３．芸術としての音楽の位置づけ 
４．市民社会の発展と音楽 
５．ロマン主義音楽の本質

３．教育・研究の方法
　ゼミ形式による、学生と担当者の双方向の討論を中心
に、ロマン主義音楽の生成過程を歴史･文化的に研究す
る。また、ドイツ語や英語などの原文による文献資料を
読むこともある。

４．成績評価の基準及び評価方法
　評価の80％は、上記のゼミ形式の授業内容の理解度が
験される論述形式の試験の成績により、さらにその演習
授業において学生が自己の研究との関連で示す積極性を
評価の大きな判断要素とする。

５．授業予定
第１回　西洋音楽史概観：ヨーロッパ音楽の原初
第２回　西洋音楽史概観：ノートルダム学派の音楽
第３回　西洋音楽史概観：対位法の発展
第４回　バロックの世界観と芸術

28002771
科目コード：
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科目コード 280032

科 目 名 アラブ・イスラーム文化特論
担 当 者 鷲見  朗子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト 特に使用しない。
参考文献 参考文献は適宜、授業で紹介する。

１．科目の研究目標
　アラブ文化とイスラーム文化についての知識と理解を深
めることを目的とする。まず「アラブ」とは何か、「イス
ラーム」とは何かという定義付けの検証から行う。次に
アラブとイスラームの人々の生活、宗教、歴史、芸術、
文学にかかわる代表的な文化的要素（例：コーラン、ア
ラビア書道、アルハンブラ宮殿）をとりあげて検討し、
それらにまつわる歴史的背景や地域の独自性なども明ら
かにしていく。また、文献を読むことに加えて、映像や
実物を目にすることで、その文化において人々が実際に
どのような生活をしているのかをかいまみる。

２．教育・研究の個別課題
１．アラブ・イスラーム文化の共通性 
２．アラブ・イスラーム文化の多様性 
３．文献（日本語と英語）講読とそれに関する発表

３．教育・研究の方法
１．講義と受講生の発表によって授業をすすめる。
２．受講生は各授業で決められたテーマに関する日本語

と英語の専門書や論文を事前に読み、発表を行う。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度（10％）、発表（30％）、学期末レポート

（60％）により評価する。

５．授業予定
第１回　アラブとイスラームの定義の検証
第２回　イスラーム
第３回　イスラーム
第４回　コーラン
第５回　コーラン
第６回　アラブ文学
第７回　アラブ文学
第８回　アラビア書道
第９回　アルハンブラ宮殿
第10回　イスラーム女性信者のヴェール
第11回　アラブのメディア
第12回　アラブのメディア
第13回　もてなしの心
第14回　結婚と離婚
第15回　まとめ

28003271
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 280030

科 目 名 日本近代文学特論
担 当 者 長沼　光彦
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト プリント配布
参考文献 『現代日本文学論争史』平野謙他，未来社

１．科目の研究目標
　日本近代文学には、様々な作品とともに、その作品の
根拠となる文学理念が存在する。作家は作品を創作する
とともに、自己の文学理念を公にし、その根拠を世に問
うたのである。本科目ではそれらの文学理念を、実際の
作品と照らし合わせながら、整理し検証していく。
　文学研究は、作品の分析が基礎である。文学理念それ
自体の理解を深めるとともに、それらが作品にどのよう
に投影されているか検証し、分析力を深めたい。
　また、それぞれの文学理念は、同時期の思想や文化的
文脈を背景に持っている。ひとつの文学理念を単独に理
解するだけでなく、相互に関連づけながら考察したい。
そのために、近代日本で行われた文学論争も取り上げ、
論点を整理する。さらには、日本文学近代文学史におけ
る意義も見直してみたい。
２．教育・研究の個別課題
・	日本近代文学の様々な文学理念に対する理解を深める。
・様々な文学理念を生み出した、日本近代文学の歴史的
背景を理解する。
・文学理念の変遷を整理し、自身の研究に応用する。
・文学理念の作品に対する投影を検証しながら、作品分
析力を鍛える。
３．教育・研究の方法
　テキストや資料を配付し解説も行うが、主として演習
形式で進める。
　受講者が発表する場合は、自ら資料を収集し準備する
必要がある。
４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は、授業参加度（30％）、ゼミでの質疑応答（20％）、
ゼミ発表（20％）、学期末のレポート（30％）により行
う。研究能力を養うためのゼミであるため、出席するこ
とを重視する。
５．授業予定
第１回　準備と方法について
第２回　文学理念と作品との関連①
第３回　文学理念と作品との関連②
第４回　文学理念と作品との関連③
第５回　文学理念と時代背景との関連①
第６回　文学理念と時代背景との関連②
第７回　文学理念と時代背景との関連③
第８回　文学理念と海外文学との関連①
第９回　文学理念と海外文学との関連②
第10回　文学理念と海外文学との関連③
第11回　文学理念と表現の関連①
第12回　文学理念と表現の関連②
第13回　文学理念と表現の関連③
第14回　文学理念と日本文学史
第15回　まとめ

28003071
科目コード：
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科目コード 280037

科 目 名 日本伝統文化特論
担 当 者 鳥居本  幸代
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト 『平安朝のファッション文化』鳥居本幸代，
春秋社，2003年

１．科目の研究目標
　日本の文化は近隣諸国の影響を強く受け、それを咀嚼
して固有のものに変化させて生起したものであるといえ
る。とりわけ、平安時代は奈良時代以来の大陸文化を礎
に絵画、文学、服飾にいたるまで唐風から和風に大転換
した時期である。絵画においては倭絵、文学においては
仮名文学が愛好され、いま尚、現代人が魅了される『源
氏物語』も生み出された。和風文化の第一歩である平安
朝の伝統文化について、貴族ファッションを中心に絵画
資料、文献資料などをもとに講述する。

２．教育・研究の個別課題
・絵画資料から伝統文化を理解する。
・文献資料から伝統文化を理解する。
・フィールド・ワークによる伝統文化の理解。

３．教育・研究の方法
　基本的には講義形式をとるが、ゼミ形式となることも
ある。

４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は、出席率・授業参加度（30％）、レポート（70％）
に基づいて総合的に行う。

５．授業予定
第１回　序論　平安時代の背景
第２回　平安貴族の生活を支配した陰陽道
第３回　平安京の都市計画
第４回　王朝の住まい
第５回　平安貴族の食生活
第６回　平安朝のお菓子を試食する
第７回　化粧と髪からみる平安文化
第８回　平安時代の衣生活環境
第９回　平安朝ファッションの構成Ⅰ　男性
第10回　平安朝ファッションの構成Ⅱ　女性
第11回　平安朝ファッション着装体験
第12回　平安朝の色彩感覚
第13回　年中行事にみる平安文化
第14回　平安朝文学からみる女文化と男文化
第15回　雅楽演奏を体験する

28003771
科目コード：

1 ページ目
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科目コード 280034

科 目 名 日本語学特論
日本漢文を読む

担 当 者 堀　勝博
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト プリントを配布する
参考文献 その都度指示する

１．科目の研究目標
　『日本蒙求』（明治14・15年刊）を中心に、日本で出版さ
れた漢文の文献を読み、漢字や漢文の研究法について、
探究する。ただし、受講生の専攻分野や関心領域を考慮
しつつ、日本語学や日本古典文学についてもあわせて考
える。

２．教育・研究の個別課題
１．漢文の語法について研究する
２．漢字の意味について理解を深める
３．白文で読み、訓読文になおす
４．内容について、討究する

３．教育・研究の方法
　受講生の発表を求める。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度および取り組み姿勢の評点40％、定期試験
の成績60％で評価する。

５．授業予定
第１回　導入
第２回　神武沈瓶・戔尊斬蛇
第３回　醍醐脱衣・鎌足奉靴
第４回　一條得人・白河囚雨
第５回　弘文捧日・天武放虎
第６回　皇極祷雨・仁徳望烟
第７回　人丸歌聖・善行地仙
第８回　武尊薙草・景行蹴石
第９回　時平笑疾・秋津飲癖
第10回　行成器度・鳥羽容儀
第11回　古嗣風樹・保胤蒲葵
第12回　定家百首・空海五筆
第13回　日本漢詩を読む
第14回　日本漢詩を読む
第15回　総括

６．留意事項
　受講生の専攻分野や関心領域を考慮し、授業予定は変
更する場合がある

28003471
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 280047

科 目 名 図書館情報文化特論
担 当 者 岩崎　れい
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト プリントを配布
参考文献 授業中に指示

１．科目の研究目標
　読書や学習や情報探索行動は、人間にとって生涯にわ
たり欠かせない文化活動の一部である。生涯学習社会に
おいて、子ども時代にその習慣や方法を身につけること
は重要であり、その支援は図書館の大切な役割の一つで
ある。本特論では、（1）子どもの読書能力・読書興味の
発達段階、（2）学習理論、（3）情報ニーズ・情報探索行
動のプロセス分析などの学術研究への理解を深めること
で、理論的な土台を築き、それをもとに、子どもへのよ
りよい図書館サービスのありかたを探る。

２．教育・研究の個別課題
１．子どもを取り巻くメディア環境を知る。
２．学習理論や情報探索行動のプロセス分析に対する理
解を深める。

３．各自のテーマとの接点を見つける。

３．教育・研究の方法
　講義、発表と特定のテーマについての討論を組み合わ
せて実施する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業中の取り組み（50％）及びレポート（50％）を総
合的に評価する。

５．授業予定
第１回　序　子どもをとりまくメディアの現状
　　　　１．子どもの読書とメディア

　　１）子どもの読書の現状と図書館の果たす
役割：講義

第２回　　２）子どもの読書の現状と課題：文献解読
と発表

第３回　　３）子どもの読書の現状と課題：討論
第４回　２．子どもをとりまく学習環境と情報探索行

動
　　　　１）子どもの学習と情報探索行動に図書館

が果たす役割：講義
第５回　　２）子どもをとりまく学習環境と情報探索

行動：文献解読と発表
第６回　　３）子どもの情報探索行動が学習に及ぼす

28004771
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 280042

科 目 名 国際文化政策特論
担 当 者 野田　四郎
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト

『文化政策を学ぶ人のために』上野征洋
（編），世界思想社，2002，4-7907-0955-8
『日本の文化政策』根木昭，勁草書房，2001，

4-326-30140-6

参考文献

『文化の航跡』京都ノートダム女子大学人間
文化研究科人間文化専攻（編），思文閣出
版，2005

『国際文化学序説』幸泉哲紀・村田鈴子，多
賀出版，2004

『比較文明』伊東俊太郎，東大出版会，2002

『心と文化』心と文化研究会編，晃洋書房，
2001

『文化人類学＝キーワード』山下晋司・船曳
健夫編，有斐閣双書，2002

１．科目の研究目標
　国際文化政策特論では、従来その枠組みが国内または
地方公共団体に限られていた文化政策論の視座を国際社
会に据える。その上で、グローバリゼーションが進行す
る21世紀の世界における「国際文化政策」の在り方及び
意義について理解を深めると共に、文化政策を実施する
行動主体の可能性と限界について考える。
２．教育・研究の個別課題
１）文化政策の施策主体からみた「国際文化政策」の在
りかた

２）文化と文明から見た「国際文化」の位置づけ
３）グローバリゼーションと反グローバリズム
４）外国の文化政策
３．教育・研究の方法
　前掲の参考文献を土台として、前半は講義形式で授業
を行う。後半では、受講生による発表及び討論を行う。
４．成績評価の基準及び評価方法
　授業への参加度が（40％）、発表が（60％）として評価
する。
５．授業予定
第１回　新たな分野としての「国際文化政策」研究
第２回　文化政策の施策主体から見た「国際文化政策」
第３回　文化と文明の違い
第４回　文化と文明の間に位置する「国際文化」
第５回　文化のグローバリゼーション
第６回　アメリカ的スタンダードの世界への普及
第７回　フランス的概念－「文化的多様性」（１）
第８回　フランス的概念－「文化的多様性」（２）
第９回　反グローバリズム
第10回　フランスの文化政策（１）
第11回　フランスの文化政策（２）
第12回　学生による発表
第13回　学生よる発表
第14回　学生による発表
第15回　学生による発表
６．留意事項
　少人数のクラスであることから、積極的な授業参加が
求められます。

28004271
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 280048

科 目 名 オープンソース特論
担 当 者 吉田　智子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト 『オープンソースの逆襲』吉田智子，出版文
化社，2007，978-4-88338-368-9

１．科目の研究目標
　現在の情報化社会における「オープンソース・ソフト
ウェア」の存在意義や、この開発手法を応用したプロジェ
クトや現象である「オープンソース現象」について、文
化としての重要性を中心にいろいろな側面から考察する。
２．教育・研究の個別課題
１．オープンソース・ソフトウェアおよびオープンソー
ス現象を考察する。

２．オープンソース・ソフトウェアの開発において重要
な ｢コミュニティ｣ という概念に対して、どのよう
に参加・貢献の仕方があるかを知る。

３．現在の情報化社会がオープンソースなくしては存在
しないことや、今後の重要性を考える。

４．オープンソースを活用したシステム構築やビジネス
を展開する仕組みも学ぶ。

３．教育・研究の方法
１．オープンソース関連の書籍、論文を読む。
２．具体的に、オープンソース・ソフトウェアの各種開
発プロジェクトを調べる。

３．オープンソース現象としての「ウィキペディア」や
「青空文庫」の存在意味を考える。

４．各種のオープンソース・ソフトウェアを実際に利用
して評価する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度（40％）、学期末レポートおよび発表点
（60％）の総合点で評価する。
５．授業予定
第１回　オープンソース・ソフトウェアとオープンソー

ス現象とは
第２回　ネット上のコミュニティへの参加、貢献の意

味
第３回　集合知の可能性と限界
第４回　集合知の可能性と限界
第５回　オープンソースを活用したシステム構築例
第６回　オープンソースを活用したシステム構築例
第７回　オープンソースのビジネス展開の仕組み
第８回　オープンソースのビジネス展開の仕組み
第９回　オープンソースの教育利用の実際
第10回　オープンソースの教育利用の実際
第11回	 	ネットの構造上の特性　～ソースコードとデー

タベース～
第12回　情報文化とオープンソースの関係を考える
第13回　情報文化とオープンソースの関係を考える
第14回　ネット新時代への展望
第15回　ネット新時代への展望

28004871
科目コード：

1	ページ目
（全	1	ページ）

影響：討論
第７回　３．子どもとマルチメディア
　　　　１）子どものメディア接触と図書館の果た

す役割：講義
第８回　　２）現代の子どものメディア接触の現状と

課題：調査と発表
第９回　　３）現代の子どものメディア接触の現状と

課題：討論
第10回　４．子どもとメディアをめぐる諸問題：文献

解読と討論
　　　　　１）テレビゲームをめぐる議論
第11回　　２）ネット依存と携帯依存
第12回　　３）インターネットといじめ・犯罪
第13回　　４）フィルタリングと知的自由
第14回　５．子どものアニメとその課題
　　　　　１）子ども向けアニメの歴史とその変容
第15回　　２）近年のアニメの抱える諸問題

６．留意事項
　授業に参加することを前提条件とする。

28004771
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 280151

科 目 名 漢文学特論
担 当 者 朱 鳳
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト 随時プリントを配布する。

参考文献 『漢文入門』小川環樹,西田太一郎著，岩波
書店，1957

１．科目の研究目標
１．漢文の基本的な読み方を把握する。
２．句読及び訓点法の基本を把握する。
３．漢文の内容及びその歴史背景を理解する。
２．教育・研究の個別課題
　授業ごとに短い漢文数編を読む。漢文の文法を理解し
た上で、日本語における独特な読み下し法もマスターす
る。
３．教育・研究の方法
　漢文を読むことが基本である。漢文を熟読した上、文
法や、日本語における読み方などを学習していく。漢文
の内容を深く解読でき、訓点の付け方をマスターするこ
とを最終目標とする。
４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は、授業参加度（30％）、レポートと発表（70％）
に基づいて総合的に行う。欠席回数が３分の１を超過し
た場合は、原則として単位を与えない。
５．授業予定

第１回　イントロダクション
第２回　漢文とは何か
第３回　句読および訓点
第４回　漢文文法概説
第５回　『説苑』の数編を読む①　漢文の否定形につい

て
第６回　『説苑』の数編を読む②　漢文の否定形につい

て
第７回　『論語』の数編を読む①　漢文の疑問形につい

て
第８回　『論語』の数編を読む②　漢文の疑問形につい

て
第９回　『荘子』の数編を読む① 漢文の反語形につい

て
第10回　『荘子』の数編を読む②　漢文の反語形につい

て
第11回　『孟子』の数編を読む①　漢文の使役形につい

て
第12回　『孟子』の数編を読む②　漢文の使役形につい

て
第13回　『史記』の数編を読む①　漢文の受身形につい

て
第14回　『史記』の数編を読む②　漢文の受身形につい

て
第15回　まとめ

28015171
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 280049

科 目 名 国語教育特論
古典教材研究

担 当 者 堀　勝博
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト 大修館書店　高校教科書『国語総合 古典
編』〔国総 053〕

参考文献 大修館書店　高校教科書『国語総合 古典
編』〔国総 053〕教師用指導書

１．科目の研究目標
　国語教育の最近の動向として、ＰＩＳＡ型読解力の育成
と、古典教育の重視がある。この科目では、古典教育に
焦点をあて、古典教材の研究法や授業構成法について、
具体的な実践研究にふれながら、考察する。
２．教育・研究の個別課題
１．学習指導要領（中等教育）改訂の経緯について、理
解・研究を深める。

２．古典教育の系統的な進め方について、考える。
３．	古典教材の研究法について、具体例に即して考える。
４．古典教材の原典にあたり、古注で読んでみる。
５．さまざまな古典学習の実践例にふれ、古典教育の授
業計画・学習指導計画を立案し、実践する。

３．教育・研究の方法
１．学習指導要領の歴史を振り返り、現行指導要領の方
針に関する解説や研究論文を読む。

２．古典の授業実践や教材研究に関する研究発表や論文
に触れる。

３．教科書掲載の教材をいくつか取りあげ、個々の教材
の研究法について、具体的に考える。

４．学習指導案を作成し、研究授業を実施する。
４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度および取り組み姿勢40％、学習指導案作成
および研究授業の成績60％で評価する。
５．授業予定
第１回　導入授業―学習指導要領に即して
第２回　国語教育の動向
第３回　入門期の古文教材について
第４回　徒然草研究
第５回　枕草子研究
第６回　伊勢物語研究
第７回　古代和歌研究
第８回　平家物語研究
第９回　奥の細道研究
第10回　入門期の漢文教材について
第11回　漢詩研究Ⅰ「五言詩」
第12回　漢詩研究Ⅱ「七言詩」
第13回　史記・十八史略研究
第14回　諸子百家研究
第15回　学習指導案作成および研究授業実施

28004971
科目コード：

1	ページ目
（全	1	ページ）

─ 110 ─



科目コード 280154

科 目 名 スピーチ･コミュニケーション特論
日本語の話しことばとその教育

担 当 者 平野　美保
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト プリント配付
その他、適宜指示する

参考文献

『現代日本のコミュニケーション研究』日
本コミュニケーション学会編，三修社，
2011，978-4-384-05659-4

『非言語行動の心理学』V.P.リッチモンド・
J.C.マクロスキー，北大路書房，2006，
4-7628-2490-9

『日本語の発声レッスン』川和孝，新水社，
1981

『音声言語指導大事典』高橋俊三（編），明
治図書出版，1990， 4184788041

１．科目の研究目標
　日本語の話しことばやその教育に関連する内容を理解
するとともに、話しことばに関して深く理解する。

２．教育・研究の個別課題
・日本語の話しことばやその教育に関する文献を読むこ
とによって、関連の内容を理解する。
・話しことばに関する技能向上に努めることによって、
話しことばに関する理解を深める。

３．教育・研究の方法
・文献を読み、担当者が作成したレジュメをもとに議論
する。
・話しことばに関する技能向上に努めることを通して、
理論と実践との関連について考察する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は、授業参加度（50％）、発表（50％）に基づき、
総合的に行う。

５．授業予定
第１回　イントロダクション
第２回　文献講読：話し方の基本、話しことばの基礎

練習：呼吸法、発声・発音練習
第３回　文献講読：人間関係と話し方、話しことばの

基礎練習：正確な発音（単語）
第４回　文献講読：聞き方の基本、話しことばの基礎

練習：正確な発音（文章）　
第５回　文献講読：音声表現、話しことばの基礎練習：

滑舌練習
第６回　文献講読：音声言語指導の史的展開、話しこ

とばの基礎練習：「外郎売」意味の確認と練習

28015471
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 280152

科 目 名 西洋美術特論
美術史と図版の問題

担 当 者 吉田　朋子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト
『Picturing Art History』Ingrid R. Vermeulen，
Amsterdam University Press，2010，
9789089640314

参考文献 適宜紹介する

１．科目の研究目標
　美術史という研究分野を支える図版について、英語文
献を読みながら考察する。

２．教育・研究の個別課題
・美術史に関する英語文献を精読する
・作品の複製という問題について考察を深める

３．教育・研究の方法
・文献をあらかじめ読み、担当者の作成したレジュメを
もとに議論する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度50％・課題の成果50％とする。

５．授業予定
第１回　イントロダクション
第２回　文献講読と議論（１）
第３回　文献講読と議論（２）
第４回　文献講読と議論（３）
第５回　文献講読と議論（４）
第６回　文献講読と議論（５）
第７回　文献講読と議論（６）
第８回　文献講読と議論（７）
第９回　文献講読と議論（８）
第10回　文献講読と議論（９）
第11回　文献講読と議論（10）
第12回　文献講読と議論（11）
第13回　受講者による発表（１）
第14回　受講者による発表（２）
第15回　まとめ

28015271
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 280110

科 目 名 芸術史学演習
美術史学の方法論

担 当 者 吉田　朋子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト プリント配布

参考文献

『美術史学の歴史』ウード・クルターマン著　
勝　國興・髙阪一治訳，中央公論美術出版
社，1996年，4-8055-0289-4
その他適宜紹介する

備 考 選択必修　

１．科目の研究目標
　美術作品の研究のために、美術史学は様々なアプロー
チの方法を蓄積してきた。これから美術作品の研究に取
り組むために、具体的な論文を通して方法論を学ぶ。あ
わせて、美術史研究に必要な外国語読解能力の向上も目
指す。

２．教育・研究の個別課題
・美術史学の重要な論文のいくつか（欧文）を読み、そ
こで使われている方法論を考察する。

３．教育・研究の方法
・毎回相当の分量を担当し、レジュメを作成してくるこ
とを前提に、議論を通して理解を深める。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度50％、発表の成績50％で評価を行う。

５．授業予定
第１回　イントロダクション
第２回　文献講読
第３回　文献講読
第４回　文献講読
第５回　文献講読
第６回　文献講読
第７回　文献講読
第８回　文献講読
第９回　文献講読
第10回　文献講読
第11回　文献講読
第12回　文献講読
第13回　文献講読
第14回　文献講読
第15回　まとめ

28011071
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

第７回　文献講読：「話しことば」の社会心理、話しこ
とばの基礎練習：「外郎売」練習

第８回　文献講読：朗読、朗読：詩の選定と練習
第９回　文献講読：群読　朗読：詩の練習
第10回　文献講読：話しことば教育の現状と課題（基

礎）、朗読：詩の本番
第11回　文献講読：話しことば教育の現状と課題（応

用）、朗読：作品の選定と練習
第12回　文献講読：話しことば教育に関する実践報告

（初等教育）、朗読：本番
第13回　文献講読：話しことば教育に関する実践報告

（中等教育）、スピーチ
第14回　文献講読：話しことば教育に関する実践報告

（高等教育）、スピーチ
第15回　まとめ

28015471
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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４．成績評価の基準及び評価方法
　授業への参加度が（20％）、発表が（30％）、学期末の
レポートが（50％）として評価する。基本的に、少人数
によるゼミ形式の授業となるので、積極的参加が求めら
れる。

５．授業予定
以下は、全15週の大まかな目安である。
第１回　欧州統合の史的概観
第２回　欧州統合の史的概観
第３回　欧州統合の史的概観
第４回　欧州統合の史的概観
第５回　欧州統合の史的概観
第６回　欧州統合の史的概観
第７回　欧州統合の史的概観
第８回　欧州統合の史的概観
第９回　EUの主要な構成機関とその役割
第10回　EUの主要な構成機関とその役割
第11回　EUの主要な構成機関とその役割
第12回　EUの主要な構成機関とその役割
第13回　フランスから見た欧州統合　上記の期間を通

して、参加ゼミ生の発表時期を適宜組み入れ
る。

第14回　フランスから見た欧州統合　上記の期間を通
して、参加ゼミ生の発表時期を適宜組み入れ
る。

第15回　フランスから見た欧州統合　上記の期間を通
して、参加ゼミ生の発表時期を適宜組み入れ
る。

６．留意事項
　演習の性格上、各ゼミ生の積極的参加が求められます。

28011471
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 280114

科 目 名 国際政策論演習
担 当 者 野田　四郎
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

参考文献

『ヨーロッパ統合史』遠藤　乾編，名古屋大
学出版会，2008

『ヨーロッパ統合の国際関係』坂井一成編，
芦書房，2004

『ＥＵは国家を超えられるか』平島健司，岩
波書店，2006

備 考 選択必修　

１．科目の研究目標
　本演習で扱うテーマは欧州統合である。戦後から1980
年代末まで続いた冷戦時代は、ベルリンの壁崩壊（1989
年）、それに次ぐ1991年のソ連邦解体により終わりを告げ
た。そして、世界はグローバリゼーションのリーダーた
るアメリカによる一極支配の時代を迎えたかに見えた。
しかし、2007年夏、アメリカで表面化するサブプライム・
ローン問題に端を発して、2008年9月に発生するアメリ
カの金融危機が引き金となり勃発する深刻な世界経済危
機は、アメリカの提唱する経済発展モデルの破綻を露呈
すると同時に、世界の多極化が21世紀の抗い難い流れで
ある事を世界の首脳陣に見せつけた。そうした極の一つ
として重要な役割を担っているのが欧州連合（EU）で
ある。脆弱化する米ドルに対して、国際通貨として影響
力を増す欧州の単一通貨ユーロは、その象徴とも言えよ
う。こうして多極化する世界で、日本は国家としてどの
ように自らを位置づけ、いかなる社会を目差すのか、と
いった視点から欧州統合運動について考察するのが本演
習の目的である。

２．教育・研究の個別課題
１）欧州石炭鉄鋼共同体の創設を定めるパリ条約（1951
年）から、1993年11月欧州連合条約（マーストリヒ
ト条約）発効による欧州連合（EU）の創設、そして
1999年1月、欧州単一通貨ユーロの誕生に至るまでの
ヨーロッパにおける統合の歴史を概観。

２）EUは本当に国民国家を超えられるのか。
３）組織としてのEU－主要な構成機関
４）フランスから見た欧州統合

３．教育・研究の方法
　上掲の参考文献を土台として、授業を組み立てる。演
習であることから、講義形式だけではなく、ゼミ生によ
る発表を通して考察を深めたい。

28011471
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 280116

科 目 名 インターネット文化論演習
担 当 者 吉田　智子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

備 考 選択必修　

１．科目の研究目標
　修士論文の作成に向けて研究テーマを選択し、研究の
方向性を見つけ、その研究を深める。

２．教育・研究の個別課題
　研究テーマに関する理解を深めると同時に、問題意識
を高める。関連する文献の読解に関しては、批判的視点
を持って読むように心がける。

３．教育・研究の方法
　個別指導を行う。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度（40％）とレポート～論文の原案～（60％）
により、評価する。

５．授業予定
第１回　各種の研究方法について
第２回　自分の研究テーマと研究方法の関係について
第３回　自分の研究テーマに関する資料の収集（1）
第４回　自分の研究テーマに関する資料の収集（2）
第５回　集めた資料の読解と批判的閲覧（1）
第６回　集めた資料の読解と批判的閲覧（2）
第７回　研究方法の決定と先行研究との差別化
第８回　研究計画の作成と研究活動の実施（1）
第９回　研究計画の作成と研究活動の実施（2）
第10回　研究計画の作成と研究活動の実施（3）
第11回　研究計画の作成と研究活動の実施（4）
第12回　論文の作成とレビュー（1）
第13回　論文の作成とレビュー（2）
第14回　論文の作成とレビュー（3）
第15回　論文の作成とレビュー（4）

28011671
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 280115

科 目 名 日本語学演習
国語史の諸問題

担 当 者 堀　勝博
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト プリントを使用する

参考文献
『日本語の歴史』山口明穂　他，東京大学出
版会，1997，4-13-082004-4
授業中にその都度指示する

備 考 選択必修　

１．科目の研究目標
　さまざまな文献を読み、国語史の諸問題について、探
求する。

２．教育・研究の個別課題
１．国語史を概観し、各時代ごとの問題点を整理する
２．テキストを読み、そこからさまざまな研究課題を見

出す
３．関連する資料や論文を読み、理解・研究を深める

３．教育・研究の方法
１．文献を講読する 　
２．文献に記載されている出典や用例について、解釈を

行う

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度および取り組み姿勢40％、レポートまたは
定期試験の成績60％で評価する。

５．授業予定
第１回　導入
第２回　奈良時代の音韻
第３回　奈良時代の文字
第４回　奈良時代の語法
第５回　奈良時代の語彙
第６回　平安時代の文字
第７回　平安時代の音韻
第８回　平安時代の語法
第９回　平安時代の漢文訓読語
第10回　鎌倉・室町時代の音韻・文字
第11回　鎌倉・室町時代の語彙・語法
第12回　江戸時代前期
第13回　江戸時代後期
第14回　明治時代以降
第15回　総括

６．留意事項
　受講生の専攻分野や関心領域を考慮し、授業予定は変
更する場合がある

28011571
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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題（２）　ファミリーリテラシープログラム
第７回　米国における読書支援プログラムの現状と課

題（３）　NCLB法との関わり
第８回　米国における読書支援プログラムの現状と課

題（４）　発表・問題提起
第９回　英国における読書支援プログラムの現状と課

題（１）　行政施策
第10回　英国における読書支援プログラムの現状と課

題（２）　ブックスタート
第11回　英国における読書支援プログラムの現状と課

題（３）　学力向上政策との関わり
第12回　英国における読書支援プログラムの現状と課

題（４）　発表・問題提起
第13回　図書館における読書支援プログラムの現状と

課題
第14回　国語科教育と読書支援の関連とその課題
第15回　まとめ

28011771
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 280117

科 目 名 読書支援プログラム演習
読書プログラムの現状と課題

担 当 者 岩崎　れい
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト プリントを配布
参考文献 授業中に紹介
備 考 選択必修　

１．科目の研究目標
　この演習では、子どもたちに対する読書支援として、
どのようなプログラムが実施されているかを知り、その
特徴や課題について考察することを目標とする。

２．教育・研究の個別課題
１．日本・米国・英国を中心に、子どもへの読書支援の
ために現在実施されている国の施策や民間の取組に
ついて学ぶ。

２．図書館を中心に行われている子どもたちへの読書支
援のプログラムについて学ぶ。

３．国語科教育と読書支援との関連性について学び、考
察する。

４．子どもたちへの読書支援の取組が、現在抱えている
課題について考察する。

３．教育・研究の方法
１．基本的な事項や事例を文献等で学ぶ。
２．各自が関心を持った読書支援プログラムについて、
法律・施策・取組事例及びその研究について調べ、
その特徴と課題について考察する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　平常点及び授業中の課題発表50％、学期末レポート50％
で評価する。

５．授業予定
第１回　日本における読書支援プログラムの現状と課

題（１）　行政施策
第２回　日本における読書支援プログラムの現状と課

題（２）　学校での取り組み
第３回　日本における読書支援プログラムの現状と課

題（３）　社会の取り組み
第４回　日本における読書支援プログラムの現状と課

題（４）　発表・問題提起
第５回　米国における読書支援プログラムの現状と課

題（１）　行政施策
第６回　米国における読書支援プログラムの現状と課

28011771
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 280119

科 目 名 日中言語交流史演習
担 当 者 朱 鳳
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト 授業毎にプリントを配布する。

参考文献

『近代日中学術用語の形成と伝播　地理学用
語を中心に』荒川清秀，白帝社，1997年

『近代日中新語の創出と交流』朱京偉，白帝
社，2003年

『モリソンの「華英・英華字典」と東西文化
交流』朱鳳，白帝社，2009年

備 考 選択必修　

１．科目の研究目標
　中国では宣教師たちの尽力によって、早くから辞書の
編纂と聖書の翻訳が手がけられた。これらの成果は当然
日本の英学及び西洋知識の学習に影響を与えた。この科
目は幕末と明治初期の和英字典と翻訳書つくりにおける
英華字典の影響について研究し、異文化理解における漢
語と漢字の重要性を明らかにしたい。
２．教育・研究の個別課題
１）和英字典と英華字典の語彙比較
２）和製漢語作りにおける日本人の漢語力
３．教育・研究の方法
　資料の講読を中心とするが、受講生の発表も重視する。
４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は、授業参加度（30％）、レポートと発表（70％）
に基づいて総合的に行う。欠席回数が３分の１を超過し
た場合は、原則として単位を与えない。
５．授業予定
第１回　日中言語交流における宣教師の役割
第２回　宣教師の翻訳と漢語の役割
第３回	 	ロバート・モリソン（Robert	 Morrison）と

「華英・英華字典」（1815-1823）
第４回	 	モリソン「華英・英華字典」の日本への影響

（1）
第５回	 	モリソン「華英・英華字典」の日本への影響

（2）
第６回	 	ロブシャイト（W.	Lobscheid）と『英華字典』

（1866-1869）
第７回　発表（1）
第８回　福沢諭吉の『増訂華英通話』（1860）
第９回　堀達之助と『英和対訳袖珍辞書』（1862）
第10回　中村敬宇と『英華和訳字典』（1879）
第11回　発表（2）
第12回　英華字典、英和字典を通して、日中共通語彙

について考察（1）
第13回　英華字典、英和字典を通して、日中共通語彙

について考察（2））
第14回　発表（3）
第15回　まとめ

28011971
科目コード：

1	ページ目
（全	1	ページ）

科目コード 280118

科 目 名 アラブ・イスラーム文化史演習
担 当 者 鷲見  朗子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト 授業で必要な資料を配布する。
参考文献 参考文献は適宜、授業で提示する。
備 考 選択必修　

１．科目の研究目標
　今年度はイスラームの聖典コーランについての理解を
深めることを目標とする。コーランは神が西暦７世紀に
アラビア語で人類に下した啓示をそのまま書きとめたも
のであると信じられている。また、現在私たちの手元に
あるコーランは、預言者ムハンマドが受けた啓示が人々
によって記憶され、後に第3代カリフ、ウスマーンのとき
に集録されたものである。関連文献資料を参考にしなが
ら、コーランの幾章かを日本語訳で読み解いていく。そ
れらによって、ムスリムの生活と思考の根幹となってい
るコーラン的規範を探求する。

２．教育・研究の個別課題
１．歴史的背景 
２．コーランの構成 
３．コーランの内容

３．教育・研究の方法
１．テクスト読解 
２．文献読解（日本語・英語） 
３．発表と討論

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度10％、発表30％、学期末レポート60％によ
り評価する。

５．授業予定
第１回　イントロダクション
第２回　時代背景
第３回　預言者ムハンマド
第４回　コーランの構成
第５回　神観念
第６回　神の唯一性
第７回　天地創造
第８回　アダムの創造と楽園追放
第９回　人類の歴史と神の支配
第10回　終末
第11回　天国と地獄
第12回　礼拝・断食
第13回　巡礼・タブー
第14回　婚姻・離婚
第15回　相続・売買

28011871
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 280121

科 目 名 西洋音楽思想演習
担 当 者 小川　光
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

参考文献

『ルネサンスからロマン主義へ』フレデリッ
ク・アーツ，音楽之友社

『音楽史の哲学』ウォレン・D・アレン，音
楽之友社

備 考 選択必修　

１．科目の研究目標
　西洋音楽はグレゴリオ聖歌に起源を持ち、ヨーロッパ
の歴史・文化における進展の過程において、キリスト教
だけではなく他の様々な要素を吸収して今日の形をとる
に至った。現代においては、西洋音楽を芸術とすること
に疑問が呈されることはほとんどないが、本演習では、
西洋音楽がその歴史において芸術と見做されるまでの過
程を作曲家と「作品」における「個」の表出の諸相を中
心に、音楽・芸術思想のみならず、各時代の思潮との関
連において研究する。

２．教育・研究の個別課題
１．西洋音楽史概観
２．西洋音楽とキリスト教 
３．ルネサンスにおける音楽 
４．バロック音楽の背景 
５．音楽における古典主義とは何か 
６．音楽における感情表現あるいは個の表出 
７．近代音楽思想のまとめ

３．教育・研究の方法
　上記の研究目標の遂行を修士論文のテーマ選択に収斂
させ、研究の方向性を設定するために、学生と担当者の
双方向の徹底した討論を中心としたゼミ形式で行う。ま
た、ドイツ語および英語による文献資料を読むので、こ
れらの言語の知識が必要である。

４．成績評価の基準及び評価方法
　徹底したゼミ形式による討論を中心にした演習である
ので、学生の自己の研究に対する積極性が評価の大きな
判断要素となる。これを評価の50％とし、それに加えて
演習におけるテーマの理解度が験される論述形式の試験
を課してその成績を50％の評価とする。

５．授業予定
第１回　西洋音楽史概観：古代ギリシアの音楽
第２回　西洋音楽史概観：中世～ルネサンスの音楽
第３回　西洋音楽史概観：バロック～ロマン派の音楽

28012171
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 280120

科 目 名 日本文学演習
担 当 者 長沼　光彦
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト プリント配布

参考文献
『読むための理論』石原千秋・他，世織書房
『岩波講座文学』小森陽一・他，岩波書店
『小説の方法』真銅正宏，萌書房

備 考 選択必修　

１．科目の研究目標
　日本文学には様々な研究方法がある。その全てを自分
の研究に応用する必要はないが、研究の前提として知っ
ておかなければならない。それらの方法論の可能性と限
界を知ったうえで、自分の研究方法を選びべきである。
　小説であるにせよ詩であるにせよ、まずは本文の表現
に対する精細な分析と、読解を成り立たせる語彙や文化
背景への理解が必要となる。これらを身につけるための
基礎的な能力の養成が本科目の目標である。
　また研究する上では、人が本を読む行為の意味を考え
る必要がある。一冊の本を読むためにも人は、語彙力、
文化的な知識、文脈理解、虚構世界の再構成など、様々
な能力を発揮している。文学とは、そのような人間の総
合的な活動により享受されるものであることも見直して
もらいたい。
２．教育・研究の個別課題
・日本文学研究の方法論への理解
・テキストの精細な分析力の養成
・語彙や文化など基礎的知識の習得
・読書行為と作品との関連への理解
３．教育・研究の方法
　テキストや資料を配付し解説も行うが、主として演習
形式で進める。
　受講者が発表する場合は、自ら資料を収集し準備する
必要がある。
４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は、授業参加度（30％）、ゼミでの質疑応答（20％）、
ゼミ発表（20％）、学期末のレポート（30％）により行
う。研究能力を養うためのゼミであるため、出席するこ
とを重視する。
５．授業予定
第１回　日本文学研究のための基礎的な手順
第２回　論文、文献、基礎資料の調査
第３回　本文校訂
第４回　テクスト論
第５回　作者とテクスト
第６回　語り手論
第７回　テクストの多声的特徴
第８回　テクストの構造
第９回　読者論
第10回　読書行為の分析
第11回　比較文学論
第12回　文化記号論とテクスト
第13回　文化交流と文学
第14回　文学と様々な文脈
第15回　まとめ

28012071
科目コード：

1 ページ目
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科目コード 280123

科 目 名 日本伝統文化演習
担 当 者 鳥居本  幸代
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

参考文献

『平安朝のファッション文化』鳥居本幸代，
春秋社，2003年

『精進料理と日本人』鳥居本幸代，春秋社，
2006年

備 考 選択必修　

１．科目の研究目標
　衣、食、住の視点から、京都をキーワードにした日本の
伝統文化について探求する。衣の視点では大袖が発達し
た平安朝から、小袖中心と変貌した江戸時代にいたる変
遷をたどる。食の視点からは、現代の和食が確立した江
戸時代の食生活までの経緯を探る。住の視点おいては、
平安朝から町屋が確立した江戸時代の住生活までを概観
し、衣との関わりについても明らかにする。これらを通
して、修士論文のテーマを選択する方向へ、研究を深め
る。

２．教育・研究の個別課題
１　時代背景の理解
２　文献資料および、絵画資料による理解
３　体験による理解

３．教育・研究の方法
　講義形式とゼミ形式を併用し、フィールドワークを実
施することもある。

４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は授業参加度（30％）、授業内での発表（20％）、
学期末レポート（50％）に基づいて総合的に行う。

５．授業予定
第１回　日本の伝統文化について、総合的に考えてみ

る
第２回　平安朝ファッションと有職故実
第３回　平安朝ファッションと有職文様
第４回　小袖の発達と染織文化
第５回　小袖雛型本にみる流行の発信
第６回　衣にまつわる伝統行事
第７回　食文化の変遷を概観する
第８回　精進料理とは
第９回　京料理の発達と京都の食文化
第10回　茶懐石について
第11回　食にまつわる伝統行事
第12回　寝殿造にみる平安朝の住環境
第13回　茶室建築と茶の湯
第14回　名物裂について
第15回　住環境の変化とインテリア

28012371
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

第４回　西洋音楽とキリスト教：グレゴリオ聖歌の音
楽上の意義

第５回　西洋音楽とキリスト教：ノートルダム楽派の
オルガヌム

第６回　ルネサンス音楽：人文主義との関連
第７回　ルネサンス音楽：聖から俗への移行
第８回　バロック音楽の背景：宇宙観との関連
第９回　バロック音楽の背景：自然科学的論理性の影

響
第10回　バロック音楽の背景：機能和声の確立
第11回　音楽における古典主義：グルックのオペラ改

革
第12回　音楽における古典主義：音楽上の「古典」の

意義
第13回　音楽におけるロマン主義：音楽における感情

表現
第14回　音楽におけるロマン主義：音楽における個の

表出
第15回　近代音楽思想のまとめ

６．留意事項
　音楽とその背景にある思想の様々な事項に関して、常
に学生一人ひとりの見解が求められる。また、修士論文
作成に向けて、奨励されるべき適切な引用と単なる剽窃
を峻別することを徹底的に指導する。これを適切に実行
できることが、修士論文作成の最低限の条件であること
に留意すること。なお、ドイツ語および英語による文献
資料を読むので、これらの言語の知識は必須である。

28012171
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 280130

科 目 名 芸術史学特別演習
美術史の一次資料を読む

担 当 者 吉田　朋子
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M2

テキスト 適宜指示します。
参考文献 適宜指示します。
備 考 選択必修　平成23年度以前入学者に適用　

１．科目の研究目標
　修士論文執筆に必要な一次資料を収集し、読解できる
ようになること。

２．教育・研究の個別課題
・文献の検索、入手に熟達すること。
・資料を緻密に読むことに慣れること。

３．教育・研究の方法
１．受講生自らが自分にとって必要な一次資料をリスト
アップ、入手する

２．参加者で詳細に資料を読解する
３．一次資料の歴史的・社会的な背景についても調査し
発表する

４．成績評価の基準及び評価方法
　毎回の発表内容によって評価します。

５．授業予定
第１回　イントロダクション
第２回　資料のリストアップ
第３回　資料の検索・入手
第４回　資料読解（１）
第５回　資料読解（２）
第６回　資料読解（３）
第７回　資料読解（４）
第８回　資料読解（５）
第９回　資料読解（６）
第10回　資料読解（７）
第11回　資料読解（８）
第12回　資料読解（９）
第13回　資料読解（１０）
第14回　資料読解（１１）
第15回　まとめ

28013071
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 280153

科 目 名 スピーチ･コミュニケーション演習
日本語の話しことば教育

担 当 者 平野　美保
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト 『現代日本のコミュニケーション研究』日本
コミュニケーション学会，三修社，2011

参考文献

『教育工学研究の方法』清水康敬他編著教
育工学会監修，ミネルヴァ書房，2012，
978-4-623-06363-5

『プロセス・エジュケーション』津村俊充，
金子書房，2012

備 考 選択必修　

１．科目の研究目標
　日本語の話しことば教育（支援）に関する内容と研究
方法について把握する。
２．教育・研究の個別課題
　話しことばに関する教育について把握するとともに、
研究方法について理解し、研究の方向性を固める。
３．教育・研究の方法
・前半は、話しことば教育に関する内容（学校教育、生
涯学習、一般書）についてまとめ、話しことば教育の
内容を把握するとともに、問題点を検討する。
・後半は、話しことば教育に関する研究に参考になる教
育工学における研究方法について把握する。
４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は、授業参加度（50％）、発表（50％）に基づき、
総合的に行う。
５．授業予定
第１回　イントロダクション
第２回　学校教育における話しことば教育：総合的な

学習
第３回　学校教育における話しことば教育：指導と言

語環境
第４回　話しことばに関する生涯学習：情報収集と分

類
第５回　話しことばに関する生涯学習：課題の検討と

企画
第６回　話しことばに関する一般書の検討：情報収集

と分類
第７回　話しことばに関する一般書の検討：討議
第８回　話しことば教育に関する研究方法：実践とし

ての教育工学の方法論
第９回　話しことば教育に関する研究方法：教育工学

における研究方法の分類
第10回　話しことば教育に関する研究方法：測定の方

法
第11回　話しことば教育に関する研究方法：調査研究

の方法
第12回　話しことば教育に関する研究方法：質的調査

法
第13回　話しことば教育に関する研究方法：教授法の

開発に関する研究方法
第14回　話しことば教育に関する研究方法：これから

期待される教育工学研究
第15回　まとめ

28015371
科目コード：
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科目コード 280064

科 目 名 特別研究
担 当 者 吉田　朋子
単 位 数 6 期 間 前期集中
配当学年 M2

テキスト 担当の教員の指示による。
参考文献 授業の中で随時紹介する。
備 考 必修　平成23年度以前入学者に適用

１．科目の研究目標
　「特別研究」では主指導教員による修士論文作成指導
が行われる。「研究方法論」や「専門演習」「特別専門演
習」クラスによって、修士論文作成のための方法論や論
文の構成、文献資料の収集や解読などを学ぶことになる
が、この「特別研究」クラスでは諸君の研究を最終的に
まとめ上げ、論文として完成させるための指導を行って
いく。指導の内容については、論文を書き上げ、審査を
うける上で是非解決しておくべき課題、あるいは習熟し
ておくべき方法などとして下記の「個別課題」に具体的
に示されている。指導教員の指導のもと、着実に努力を
持続させ研鑚を積むことを求められる。
２．教育・研究の個別課題
　次の諸点に習熟する。
１　論文作成の手順
２　論文の構成方法
３　先行研究の文献収集と整理
４　先行研究の分析と論文のモチーフ確認
５　論証の方法
６　客観的論述あるいは論述方法
７　書誌情報の整理方法
８　論文のフォーマット
３．教育・研究の方法
　各指導教員から個別に指導を受ける。
４．成績評価の基準及び評価方法
　提出された論文に対し、主査および副査の計３名によ
る口頭試問を実施し、副査の評価をもとに主査が判定し
最終評価を専攻会議で行なう。
５．授業予定
第１回　修士論文の意義：卒業論文の発展形として
第２回　論文テーマの設定
第３回　論文作成の手順と論文構成の確認
第４回　先行研究の文献資料収集と分析・整理
第５回　先行研究と論文テーマとの関連の確認
第６回　論文の論述方法と内容の確認
第７回　論文の論述方法と内容の確認
第８回　論文の論述方法と内容の確認
第９回　論文の論述方法と内容の確認
第10回　論文の論述方法と内容の確認
第11回　論文の論述方法と内容の確認
第12回　論文の論述方法と内容の確認
第13回　論文の論述方法と内容の確認
第14回　書誌情報の整理と論文フォーマットの適正化
第15回　論文完成

28006473
科目コード：
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科目コード 280061

科 目 名 インターンシップ
担 当 者 岩崎　れい・吉田　朋子・堀　勝博
単 位 数 2 期 間 通年集中
配当学年 M12

テキスト 教員が用意する
参考文献 授業の中で紹介する

１．科目の研究目標
　国際組織や国際ビジネスにおいて活躍を志す学生にとっ
て、また文化機関での仕事に従事したいと考えている学
生にとって、現場で一定期間を過ごしてみることは何に
ものにも換えがたい経験になる。このインターンシップ
は、それらの仕事の一部分を体験することで、その仕事
の概容を知ること、また他の職種をふくめたさまざまな
ビジネスシーンや文化活動を理解するため、開講される。
２．教育・研究の個別課題
　たとえば、多国籍企業や外資系企業などに特有の文化
に接し、国際組織での公用文書の作成の実態に触れたり
すること。そうした仕事についての認識を確かなものと
すること。
　図書館や美術館といった文化機関の所蔵資料・文物を
十全に理解すること。それら資料・文物を利用して、閲
覧者や観覧者に対し、資料提供や展観のための技術に触
れてみること。
３．教育・研究の方法
　インターンシップの実施先としては、ユネスコのアジ
ア太平洋地域事務所や国連広報センター、大阪府立図書
館などの文化機関を予定している。
４．成績評価の基準及び評価方法
　インターシップ先の評価および体験したインターシッ
プについてのレポートによって評価する。
５．授業予定
第１回　事前学習１（インターンシップ先の仕事概容

の説明）
第２回　事前学習２（インターンシップ先に関する情

報の把握）
第３回　事前学習３（インターンシップ先における仕

事内容に関する学習１）
第４回　事前学習４（インターンシップ先における仕

事内容に関する学習２）
第５回　インターンシップ
第６回　同
第７回　同
第８回　同
第９回　同
第10回　同
第11回　同
第12回　同
第13回　同
第14回　同
第15回　インターンシップのまとめ

28006173
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 280162

科 目 名 特別研究Ⅱ
研究の構想を決定する

担 当 者 専任教員
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M1

テキスト 担当の教員の指示による。
参考文献 授業の中で随時紹介する。
備 考 必修　平成24年度以降入学者に適用　

１．科目の研究目標
　研究計画に従って先行研究にあたり、設定したテーマ
に関する研究の到達水準を把握し、自身の研究が担うべ
き課題を明らかにする。

２．教育・研究の個別課題
１．先行研究についてまとめる
２．データや情報を収集する
３．論文の構想を決定する
４．論文のフォーマットについて把握する

３．教育・研究の方法
　各指導教員から個別に指導を受ける。

４．成績評価の基準及び評価方法
　研究計画の達成状況および学期末に提出する研究経過
報告書（Ａ４、900字×5枚）によって評価する。

５．授業予定
第１回　論文テーマと論文作成の手順について
第２回　論文作成の手順と論文の構成方法
第３回　論文作成の手順と論文の構成方法
第４回　論文作成の手順と論文の構成方法
第５回　先行研究についてまとめる
第６回　先行研究についてまとめる
第７回　先行研究についてまとめる
第８回　先行研究についてまとめる
第９回　先行研究についてまとめる
第10回　論述方法について
第11回　論述方法について
第12回　論文の構成とフォーマット
第13回　論文の構成とフォーマット
第14回　論文の構成とフォーマット
第15回　修士論文作成に向けた論文構成法のまとめ

28016271
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 280161

科 目 名 特別研究Ⅰ
研究テーマ・研究計画を決定する

担 当 者 専任教員
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M1

テキスト 担当の教員の指示による。
参考文献 授業の中で随時紹介する。
備 考 必修　平成24年度以降入学者に適用　

１．科目の研究目標
　修士論文作成のために必要な基本的事項を理解し、研
究課題・計画を早期に策定する。

２．教育・研究の個別課題
１．修士論文の意義について理解する
２．修士論文のテーマを決定する
３．研究方法を決定する
４．研究倫理について理解する
５．研究計画を策定する

３．教育・研究の方法
　各指導教員から個別に指導を受ける。

４．成績評価の基準及び評価方法
　５月末に提出する研究計画書とその達成状況により、
評価する。

５．授業予定
第１回　研究事始め：大学院における研究とは
第２回　修士論文の意義：卒業論文の発展形として
第３回　修士論文の意義：大学院での研究の収斂とし

て
第４回　修士論文における論文テーマのあり方
第５回　修士論文における論文テーマのあり方
第６回　研究の方法について
第７回　研究の方法について
第８回　文献調査・情報収集の方法
第９回　文献調査・情報収集の方法
第10回　文献調査・情報収集の方法
第11回　先行研究を知ることの意義
第12回　先行研究と論文テーマとの関連を知る
第13回　先行研究の論文のモチーフへの応用について
第14回　よい論文のための適切な引用のあり方
第15回　研究倫理について－剽窃のことなど

28016171
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 280164

科 目 名 特別研究Ⅳ
修士論文を完成する

担 当 者 専任教員
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M2

テキスト 担当の教員の指示による。
参考文献 授業の中で随時紹介する。
備 考 必修　平成24年度以降入学者に適用　

１．科目の研究目標
　修士論文を完成し、成果発表を行う。

２．教育・研究の個別課題
１．フォーマット、字句、章段構成、引用方法、書誌情
報、図表・数値のデータ等、形式面の遺漏がないか
留意する

２．剽窃等、研究倫理上の問題がないか確認する
３．修士論文を完成し、成果発表を行う

３．教育・研究の方法
　各指導教員から個別に指導を受ける。

４．成績評価の基準及び評価方法
　提出された論文に対し、主査および副査の計３名によ
る口頭試問を実施し、その判定をもとに、専攻会議にて
最終評価を行なう。

５．授業予定
第１回	 	修士論文作成に向けて「特別研究Ⅰ～Ⅲ」の

学習内容を振り返る
第２回　論文テーマとこれまでの論術内容の確認
第３回　先行研究と論文テーマとの関連の再確認
第４回　論文の論述方法と内容の確認
第５回　論文の論述方法と内容の確認
第６回　論文の論述方法と内容の確認
第７回　論文の論述方法と内容の確認
第８回　論文の論述方法と内容の確認
第９回　論文の論述方法と内容の確認
第10回　論文の論述方法と内容の確認
第11回　論文の論述方法と内容の確認
第12回　論文の論述方法と内容の確認
第13回　論文の論述方法と内容の確認
第14回　書誌情報の整理と論文フォーマットの適正化
第15回　論文を完成する

28016471
科目コード：

1	ページ目
（全	1	ページ）

科目コード 280163

科 目 名 特別研究Ⅲ
修士論文を作成する

担 当 者 専任教員
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M2

テキスト 担当の教員の指示による。
参考文献 授業の中で随時紹介する。
備 考 必修　平成24年度以降入学者に適用　

１．科目の研究目標
　修士論文の執筆を進め、必要な情報やデータをまとめ
て、中間発表を行う。

２．教育・研究の個別課題
１．論文の章段構成を決定し、執筆を開始する
２．文献引用、フィールドワーク、インタビュー調査な
どについて計画する

３．中間発表を行い、残された期間の研究計画について
再確認する

３．教育・研究の方法
　各指導教員から個別に指導を受ける。

４．成績評価の基準及び評価方法
　研究計画の達成状況および学期末に実施する中間発表
（30分…口頭発表25分＋質疑５分）の成績によって評価す
る。

５．授業予定
第１回	 	修士論文作成事始め：「特別研究Ⅰ～Ⅱ」の学

習内容を振り返る
第２回　論文テーマの明確な設定
第３回　論文作成の手順と論文構成の確認
第４回　論文作成の手順と論文構成の確認
第５回　先行研究の文献資料収集：先行研究と論文テー

マの関連の確認
第６回　先行研究の文献資料収集：先行研究と論文テー

マの関連の確認
第７回　書誌情報の分析・整理について
第８回　書誌情報の分析・整理について
第９回　論文テーマに適合した論述方法とは：客観的

論述を考える
第10回　論証の方法としての客観的論述
第11回　論証の方法としての客観的論述
第12回　論証の方法としての客観的論述
第13回　論証の方法としての客観的論述
第14回　論証の方法としての客観的論述
第15回　自己の修士論文の客観的論証方法を振り返る

28016371
科目コード：

1	ページ目
（全	1	ページ）
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科目コード 270012

科 目 名 認知機構特論
担 当 者 古賀　一男
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト 講義時間中に資料を配布する

参考文献

『知覚の正体』古賀一男，河出書房新社，
2011，978-4-309-62432-7
Vinocukar Vision and Stereopsis I.P. 
Howard and B.J. Rogersm
Oxford Psychology No. 29

備 考 隔年開講2

平成24年度以前入学者必修　

１．科目の研究目標
　【認知】という言葉はいくつかの異なった分野で使用
されている．心理学に関連した領域だけでも【認知心理
学】，【認知科学】，【情報科学】，【脳科学】，【神経科学】，
【生理学】，【臨床医学】等の多岐にわたる分野で使用され
ており，それぞれの分野では少しずつ異なった意味で用
いられている．これら多くの分野に共通な定義としては
【人間が外界の物理的刺激を知覚し，それを中枢神経機
能によって理解し，解釈し，判断し，記憶し，忘却し，
更には運動機能としての末梢器官を制御する機能全体を
指す】ということになる．また人間を含めた生物には生
から死に至る【発達】というプロセスがあり，この過程
において認知の働きは大きく変化することが知られてい
る．特に乳幼児の行動における臨界期についての研究は
最近の認知科学によって多くの新しい知見が知られて来
た．この講義においては認知機能について，基礎的な知
覚のメカニズムとその神経科学的な意味，それらの発達
過程における様々な変化や障害について広汎な立場から
解説を行う．
２．教育・研究の個別課題
　特に視覚と視覚に関する中枢のメカニズムについて解
説をおこないながら今日的な問題を展開する．
３．教育・研究の方法
　講義による事例の提示と古今の主要な文献を紹介する．
４．成績評価の基準及び評価方法
　レポートの作成を課す．
５．授業予定
第１回　認知科学概論①
第２回　認知科学概論②
第３回　視覚の生理学的基盤①
第４回　視覚実験方概論
第５回　眼球運動計測法①
第６回　眼球運動計測法②
第７回　眼球運動計測法③
第８回　眼球運動と認知機能①
第９回　眼球運動と認知機能②
第10回　眼球運動と幼児の発達①
第11回　眼球運動と幼児の発達②
第12回　眼球運動と重力・微小重力①
第13回　眼球運動と重力・微小重力②
第14回　宇宙における知覚と重力①
第15回　宇宙における知覚と重力②

27001271
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 270011

科 目 名 行動科学特論
担 当 者 廣瀬　直哉
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

備 考 隔年開講1

平成24年度以前入学者必修　

１．科目の研究目標
　行動科学とは、人間や動物の行動を科学的に分析し、
行動の諸現象を理解し、行動の諸問題を解決することを
目指した科学である。したがって、行動科学は、心理学
のみならず、社会学、文化人類学、人間工学、生物学な
ど幅広い学問を含む学際的な領域である。本特論では、
主に心理学以外の領域における行動の研究について理解
を深め、人間の行動を幅広く総合的に捉える視点を養い
たい。
２．教育・研究の個別課題
１．行動の研究方法の理解
２．行動の測定および解析法の理解
３．行動のモデルの理解
４．行動についての理論の理解
３．教育・研究の方法
　講義および演習形式で授業を進める。受講生は、行動
科学に関連したテーマの英語・日本語文献を読み、テー
マに関する発表を行ってもらう予定である。
４．成績評価の基準及び評価方法
　テストは実施せず、授業への参加度（100％）により評
価を行う。
５．授業予定
第１回　イントロダクション
第２回　行動科学の概要
第３回　人間工学
（第３−14回の内容は受講生の関心に応じて変更するた
め、参考として、昨年度までの例を挙げた）
第４回　神経科学
第５回　社会病理学
第６回　神話学
第７回　環境学
第８回　食行動
第９回　遺伝学
第10回　行動経済学
第11回　メディア学
第12回　文化人類学
第13回　非線形力学
第14回　情報科学
第15回　まとめ
６．留意事項
　受講生の人数や関心により、授業や課題の内容を変更
することがある。
　授業時間は18:30～20:00の予定である。

27001171
科目コード：

1 ページ目
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科目コード 270014

科 目 名 心理統計学特論（少数例統計）
担 当 者 森下 正修
単 位 数 2 期 間 前期集中
配当学年 M12

１．科目の研究目標
　現代の多くの心理学研究は数量的研究です。研究テー
マに沿った実験や調査を実おこない、得られたデータを
分析して、自説を検討するための材料を得ます。した
がって、研究者は自分のデータにふさわしい統計手法を
選び、使用できなければなりません。これは、心理学の
研究者だけでなく、実証データをカウンセリングに生か
そうという臨床家や、生徒のデータなどから適切な教育
評価をしようという教育者にとっても欠かせないスキル
といえます。
　本講義では、こうした統計手法の理論的背景を学ぶとと
もに、心理・教育分野のデータに対して実際にコンピュー
タで分析をおこないます。こうした実習を通じて、分析
の手順や留意点に関して体験的に理解することをめざし
ます。
２．教育・研究の個別課題
　教育や臨床などあらゆる心理学分野で必要とされる記
述統計全般と、無相関検定、t検定、分散分析、カイ二乗
検定といった推測統計について、理論的枠組を理解しコ
ンピュータ上で実施する際の手順を身につけること。
３．教育・研究の方法
　独自に作成した講義プリントを配布します。また、サ
ンプルデータを配布し、その分析手順を実演するととも
に、受講生にも自分でコンピュータ上での分析を実習し
てもらいます。
４．成績評価の基準及び評価方法
　講義内容を踏まえ、自分の研究計画に基づくデータに
ついての統計処理を実施した期末レポートを提出しても
らいます。評価は授業参加度（30%）、レポート（70%）
の比率とします。
５．授業予定
第１回　ガイダンス、イントロダクション
第２回　記述統計①　度数分布、ヒストグラム
第３回　記述統計②　代表値、散布度
第４回　記述統計③　データの変換、標準化
第５回　相関分析①　散布図、ピアソンの積率相関係

数
第６回　相関分析②　無相関検定
第７回　相関分析③　偏相関、順位相関係数
第８回　t検定①　t検定（対応のある場合）
第９回　t検定②　t検定（対応のない場合）、1サンプ

ルのt検定
第10回　分散分析①　１要因分散分析（対応のない場

合）
第11回　分散分析②　１要因分散分析（対応のある場

合）
第12回　分散分析③　２要因分散分析（分析の流れ）
第13回　分散分析④　２要因分散分析（実施手順）
第14回　分散分析⑤　３要因分散分析
第15回　名義尺度データの分析　

27001471
科目コード：

1 ページ目
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科目コード 270013

科 目 名 心理統計学特論（多変量解析）
担 当 者 藤島　寛
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

参考文献

『新版要説心理統計法』山上暁・倉智佐一，
北大路書房，2003，4-7628-2295-7

『多変量データ解析法』足立浩平，ナカニシ
ヤ出版，2006，4-7795-0052-2

『因子分析法第２版』芝祐順，東京大学出版
会，1995

『共分散構造分析［Amos編］』豊田秀樹，
東京図書，2007，4-489-02008-7

１．科目の研究目標
　心理学における研究対象の中から、多様で多くの変量
（変数）を含むデータの統計的解析法である多変量解析に
ついて、その技法の基本的理論と応用的実践的技法を習
得する。
２．教育・研究の個別課題
　本特論では、多変量解析の基本としてデータ構造とその
表現について習得するとともに、主要な変数を抽出する
為の方法として主成分分析、因子分析、クラスタ分析、
及び変数間の因果関係を検討する為の方法として重回帰
分析、共分散構造分析を習得する。
３．教育・研究の方法
　多変量解析の基本的理論に関する講義とともに、質問
紙によって得られたデータを用いた因子分析による質問
紙の洗練化、及び変数間の因果関係の分析を実習する。
使用ソフトは、主にSPSS、AMOSを使用する。
４．成績評価の基準及び評価方法
　講義時に行われる実習の理解内容に基づいた平常点
（100％）により評価する。
５．授業予定
第１回　質的研究と量的研究
第２回　多変量解析概説、データの構造化・縮約化
第３回　基礎的線形代数―ベクトルと行列、行列式
第４回　主成分分析
第５回　因子分析、判別分析、クラスタ分析
第６回　因子分析の基本
第７回　直交回転
第８回　斜交回転
第９回　主因子法と最尤法
第10回　因子分析による質問紙の洗練化
第11回　研究デザインと因子分析方法の選択との関係
第12回　相関に基づく因果関係の推定
第13回　重回帰分析
第14回　パス解析
第15回　共分散構造分析
６．留意事項
　講義には、行列式などの数学的知識やSPSSなどの統計
ソフトの使用方法を前もって理解しておく必要はありま
せん。
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授業参加度（30%）、レポート発表（70%）です。

５．授業予定
第１回　ガイダンス、イントロダクション
第２回　心理学研究における科学性と倫理
第３回　研究計画の基礎①　独立変数と従属変数
第４回　研究計画の基礎②　参加者間計画と参加者内

計画
第５回　研究計画の基礎③　統制（参加者間計画）
第６回　研究計画の基礎④　統制（参加者内計画）
第７回　研究・統計の批判的検討①　欠陥・不備の指

摘
第８回　研究・統計の批判的検討②　構成要素の置換、

新規要素の追加
第９回　クリティカル・リーディング
第10回　論文の執筆
第11回　研究実践①　実験法
第12回　研究実践②　質問紙調査法
第13回　研究実践③　質的研究法
第14回　レポート発表①　先行研究に対する批判的検

討の報告
第15回　レポート発表②　先行研究に対する批判的検

討についての評価

27001571
科目コード：

2 ページ目
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科目コード 270015

科 目 名 心理学研究法特論
適切な研究計画をたてるために

担 当 者 森下 正修
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

１．科目の研究目標
　現在、心理学の研究法には、実験、調査、検査や面接
などがあります。手法は様々ですが、多くの研究に共通
しているのは、科学的な態度です。実証性や客観性をで
きる限りそなえ、過去の知見を整合的に説明し、なおか
つ新しい成果を得ようとしています。
　そうした研究を自分で行うためには、事前計画の段階
で、自説の論理構成を検討することと、データの収集方法
を最適化することが大事になります。たとえば実験室実
験において、妨害となる要素を可能な限り排除し、適切
な実験方法を考えるにはどうすればよいか。学校・教育
現場において子どもたちを対象とした調査を行う場合、
研究者や教師の主観的な評価のみによらず、妥当性と信
頼性のあるデータをどのように集めればよいか。臨床場
面においてクライエントを対象とした研究を行う際に、
研究計画や倫理の面でどのようなことに気をつけなけれ
ばいけないか。事前計画の段階でいろいろなことに気を
配らねばなりません。
　さらに、データを得た後では、自説と照らし合わせて
検証を行い、論文等にまとめることも必要です。論理的
で説得的な実証研究論文を執筆するには、どういった点
に留意すべきでしょうか。
　本講義では、これらの問題に共通する理論的、実践的
なポイントについて、子どもから成人まで幅広いサンプ
ルを対象とした研究例をもとに解説してゆきます。

２．教育・研究の個別課題
　心理学研究における実験・調査に必要な基礎的知識とス
キルを身につけ、実験室での実験や、学校・教育現場、
臨床場面での調査において活用できる研究計画を立てら
れるようになること。

３．教育・研究の方法
　独自に作成した講義プリントを配布します。実際の論文
の読み方・まとめ方を指導するクリティカル・リーディ
ングなどの実習も行います。
　受講生の皆さんと対話しながら授業を進めていきます。

４．成績評価の基準及び評価方法
　講義内容を踏まえ、先行研究に対して批判的検討を加
えたレポート発表を行ってもらいます。評価の比率は、
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するアプローチ−
第６回　発達支援の理論と実際②−社会性の発達を支

援するアプローチ−
第７回　乳幼児期におけるフィールドの中での発達−

家庭での子育てをどう支援するか−
第８回　児童期におけるフィールドの中での発達−学

校現場での問題をどう支援するか−
第９回　発達の障害とアセスメント；自閉症およびそ

の周辺の障害
第10回　発達の障害とアセスメント；精神発達遅滞と

ダウン症候群
第11回   発達の障害とアセスメント；ADHDおよび学

習障害
第12回　現代社会における諸問題（虐待など）と精神

保健・問題の予防
第13回　最近の発達研究の紹介①（文献講読）
第14回　最近の発達研究の紹介②（文献講読）
第15回　まとめ

６．留意事項
　順番は変わることがある。

27003271
科目コード：

2 ページ目
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科目コード 270032

科 目 名 発達心理学特論
担 当 者 高井　直美
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

参考文献 授業中に指示する。
備 考 発達・学校心理学専攻は必修　

１．科目の研究目標
　ピアジェ、ヴィゴツキーなどの発達の基本的理論、お
よび昨今の重要な研究について理解する。さらに、発達
に問題が生じている子ども、障害を持っている子どもの
発達過程や個人差について理解し、教育現場等でどのよ
うな支援を行うことができるか、さまざまな観点から考
察する。
　なお、本科目は「DP科目」の「臨床発達心理学の基礎
に関する科目」（以下「基礎」と略す）の１−１～２−２
を含む。

２．教育・研究の個別課題
　以下に示す個別課題をふまえて授業を進める。
・健常の幼児・児童の発達を支援する教員の役割
・発達に問題がある幼児・児童に対しての、教員による
支援的関わり
・発達の理論を教職場面に適用する意義等

３．教育・研究の方法
　発達心理学の基本的理論、およびいくつかの重要な研
究について、文献講読も行いながら、詳細に理解する。
発達に問題が生じている子ども、さらに障害を持ってい
る子どもの発達について学び、問題や障害の支援の仕方
について、事例を通して具体的に学ぶ。さらには、臨床
発達の現場、教育現場等で行われている支援のさまざま
な実践について理解する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業中の文献発表や出席状況を30％、レポートを70％
として、総合的に評価する。

５．授業予定
第１回　発達理論の歴史的変遷①−認知発達の理論を

中心に−
第２回　発達理論の歴史的変遷②−社会性の発達の理

論を中心に−
第３回　乳幼児期の重要な発達研究の紹介（文献講読）
第４回　児童期青年期の重要な発達研究の紹介（文献

講読）
第５回　発達支援の理論と実際①−行動の変容に関係

27003271
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５．授業予定
第１回　乳幼児心理学、発達心理学に関する概要、基

礎理論
第２回　胎児・乳児の認知能力
第３回　視覚の発達
第４回　音声知覚の発達
第５回　愛着理論と愛着にかかわる諸問題
第６回　情動の発達
第７回　個性と気質
第８回　意味世界と象徴機能
第９回　幼児期の認知的世界
第10回　記憶の発達、心の理論、自己と他者の理解
第11回　幼児期の発達の諸問題、発達の障害（１）
第12回　幼児期の発達の諸問題、発達の障害（２）事

例を中心に
第13回　個人発表
第14回　個人発表
第15回　個人発表、全体的まとめ

27003371
科目コード：
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科目コード 270033

科 目 名 乳幼児心理学特論
人の一生:　乳幼児期の発達と臨床的課題

担 当 者 礒部　美也子
単 位 数 2 期 間 前期集中
配当学年 M12

テキスト 集中講義の前に別途指示します

参考文献

『対話で学ぶ発達心理学』塩見邦雄編，ナカ
ニシヤ出版，2004

『乳幼児の心理―コミュニケーションと自
我の発達（コンパクト新心理学ライブラ
リ）』麻生武，サイエンス社

『よくわかる乳幼児心理学（やわらかアカデ
ミズム・わかるシリーズ）』内田伸子，ミ
ネルヴァ書房，2008

テーマに応じて適宜紹介します。
備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　乳幼児心理学特論は、乳幼児の発達理解を中心に、さ
らに生涯にわたる人間の身体的・生物学的･認知的発達
研究の最新の情報を共有するとともに具体的な幼児期の
発達に関する理解を深めていく。特に現場における諸問
題、たとえば乳幼児期の発達障害、特に自閉症や分離不
安、ADHD、その後の発達に見られる諸問題を幼児教育・
発達心理学の観点から事例等を示しながら具体化し、保
育・教育現場に応用可能な状態を目指すことを到達目標
とする。
　理論と実践の両面から、乳幼児の発達の様相とその課
題を論じることができ、現在の臨床的課題を理解する。

２．教育・研究の個別課題
１．発達心理学の最新情報をテキストと種々の文献から
まとめ、講義との関連を深める。

２．発達理論を整理し、互いにどのような関係にあるの
かを考える。

３．発達研究における方法論を明確にし、具体的な形で
方法論を展開する。

４．発達臨床の視点から、乳幼児期にみられる臨床的課
題や障害の問題を理解する

５．言語の発達的な意味を文化的かつ進化論的に捉える。

３．教育・研究の方法
　講義と授業の中でのディスカッションや関連事項の個
別プレゼンテーション、先行論文の発表などの実施であ
る。適宜個別に小課題を出す。

４．成績評価の基準及び評価方法
　課題のプレゼンテーション（30％）、最終レポート
（30％）、小テスト（40％）

27003371
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科目コード 270035

科 目 名 老年心理学特論
担 当 者 伊藤　一美
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

参考文献

『成人発達とエイジング』シャイエ/ウィリ
ス，ブレーン出版，2006，4892428345

『高齢期の心理と臨床心理学』下仲順子，培
風館，2007，4563057061 

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　生涯発達の後半部にあたる中年期から老年期について、
身体機能面の変化、認知・学習・記憶といった精神機能
面の変化、パーソナリティや対人関係などの心理社会的
変化を捉える。そのうえで、人生の統合期にある主体的
存在としての高齢者について、老いへの適応と人生の再
構築について、体験的に学ぶ。

２．教育・研究の個別課題
（1）中年期から老年期にかけての心理的変化に関して、

諸研究の知見を踏まえながら概観を捉える。
（2）老年期の心理アセスメントについての理論と技術を

学び、あわせて、認知症などに関連する神経心理学
的検査を学ぶ。

（3）人生の終末期について実践的・体験的に学び、心理
療法の可能性を探る。

（4）異世代との交流や若年層での老いや死の教育の問題
にも視野を広げ、自己のライフパースペクティブと
しての老いについて検討する。

３．教育・研究の方法
・生涯発達的観点からの中年期・老年期に関する文献を
取り上げ、代表的な知見に触れる。
・老年期における回想法などの心理療法や心理アセスメ
ントを実習形式で学び、現場での老年者理解につなげ
る。
・体験的な学習を通じて、自身のライフパースペクティ
ブについて考察する。
・これらについて、適宜、文献の講読や受講者の発表と
討論、実習課題などを通じて、体験的に学ぶ。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加態度（出席を含む）（20％）、授業中の発表
および実習ワークと小レポート（50％）、期末レポート
（30％）に基づき、総合的に評価する。

５．授業予定
第１回　生涯発達心理学の概論

27003571
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科目コード 270034

科 目 名 青年心理学特論
担 当 者 上田　恵津子
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

１．科目の研究目標
　青年期は、子どもから大人への移行期である。第二の
誕生の時期ともいわれ、心身の両面において重要な変容
を遂げる。
　本科目では、青年期における身体と心の発達の諸相、
発達課題、自己の形成と確立、対人関係（友人関係・恋
愛関係）、適応・不適応、進路選択・進路意識などについ
て論じる。青年期は、自己が質的に変化し再構成される
時期であり、自分自身が一つの課題となる時期であるの
で、自己に関わる諸問題についても考察する。

２．教育・研究の個別課題
１．青年期の発達の諸相について理解を深める。
２．青年期に生じる諸問題を考察する。
３．青年期に関する各自の問題意識を啓発する。

３．教育・研究の方法
１．	主として講義形式によるが、演習形式も取り入れる。
２．講義では、教科書は使用せず、必要に応じてプリン
トを配布する。各自ノートをとること。

３．演習では、受講者各自が専門論文を講読し、概要と
考察を発表して討論を行う。

４．ただ知識を得るだけでなく、自分なりに問題意識を
もって考察を深め、研究を発展させる態度が望まれ
る。

４．成績評価の基準及び評価方法
　レポート（30％）、発表と討論参加（50％）、授業態度
（20％）を総合して評価する。欠席は減点対象となる。

５．授業予定
第１回　青年期
第２回　身体の発達
第３回　性役割の獲得
第４回　自我の発達
第５回　思考の発達
第６回　友人関係
第７回　恋愛関係
第８回　進路選択
第９回　不適応（１）
第10回　不適応（２）
第11回　青年期と日本的自己
第12回　論文講読発表と討論（１）
第13回　論文講読発表と討論（２）
第14回　論文講読発表と討論（３）
第15回　論文講読発表と討論（４）
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科目コード 270051

科 目 名 学校心理学特論Ⅰ（学習心理）
担 当 者 廣瀬　直哉
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

備 考 発達・学校心理学専攻は必修　

１．科目の研究目標
　学習は、心理学において古くから取り上げられてきた
古典的なテーマの一つである。また、近年の学習科学な
どの新たな領域においても、学習は中心的な概念として
取り上げられている。心理学における学習の研究は、知
覚=運動学習、概念学習、社会的学習など幅広い分野で
行われているが、本特論では、主に学校教育における学
習の過程に焦点を当てる。そして、学習に関する心理学
分野での最近の文献をもとにして、学習を支援する学校
教育の役割について考察を深めて行きたい。
２．教育・研究の個別課題
１．学習に対する心理学的アプローチの理解
２．様々な知識の獲得過程についての理解
３．学習における協調と学習環境についての理解 
４．学習における動機づけと学習指導についての理解
３．教育・研究の方法
　講義および演習形式で授業を進める。受講生にあらか
じめ決められたテーマに関する文献を読み、発表を行っ
てもらう
４．成績評価の基準及び評価方法
　テストは実施せず、授業への参加度（100％）により評
価を行う。
５．授業予定

第１回　学習についての心理学
第２回　学習の理論
第３回　記憶と知識獲得
第４回　言語的知識の獲得
第５回　数学的知識の獲得
第６回　科学的知識の獲得
第７回　問題解決と理解
第８回　内発的動機づけ
第９回　達成目標理論
第10回　個人差と学習
第11回　学級集団
第12回　教師の役割
第13回　状況的学習
第14回　学習環境のデザイン
第15回　まとめ
６．留意事項
　受講生の人数や関心により、授業や課題の内容を変更
することがある。

27005171
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

第２回　生涯発達における中年期・老年期
第３回　老年期における身体的変化
第４回　老年期における認知的変化（１）
第５回　老年期における認知的変化（２）
第６回　老年期における心理アセスメント（１）
第７回　老年期における心理アセスメント（２）
第８回　老年期における心理社会的変化（１）
第９回　老年期における心理社会的変化（２）
第10回　老年期における自己の再構築－アイデンティ

ティについて－
第11回　老年期における自己の再構築－語りと回想－
第12回　人生の終末期を考える（１）
第13回　人生の終末期を考える（２）
第14回　人生の終末期を考える（３）
第15回　まとめ

27003571
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 270053

科 目 名
教育方法学特論
様々な教育の方法について科学的に理解す
る

担 当 者 工藤　哲夫
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト
『教育の方法』井上智義他，樹村房
『ファシリテーション・グラフィック』堀公
俊他，日本経済新聞

１．科目の研究目標
　言語活動と各教科の教育方法の関係について理解を進
め，思考力と表現力と対話力の育成を考えた教育の方法
について理解する。情報機器の活用を含めた，主体的な
学習の方法について，学習者の立場から研究する。
２．教育・研究の個別課題
・	教育方法学についてその研究の方法と意義を理解する。
・各教科における言語活動の位置を整理する。
・コミュニケーションの方法について理解をすすめる。
・情報の活用について，その学習効果を心理統計を交え
ながら研究する。
３．教育・研究の方法
　土曜日の全日を使って，数回にわたり教育方法の実践
の現場に見学・参加し，それをもとに，ディスカッショ
ン中心のゼミ形式で行う。
４．成績評価の基準及び評価方法
　自ら課題を設定し，その課題に対してどの程度学習で
きたかを，自己評価する。
　また，教育方法の実践の現場で新たな発見ができたか
を，自己評価する。
５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　各教科における言語活動
第３回　各教科に共通に役立つ言語活動
第４回　教育現場での教育方法①
第５回　教育現場での教育方法②
第６回　教育現場での教育方法③
第７回　企業研修における教育方法①
第８回　企業研修における教育方法②
第９回　企業研修における教育方法③
第10回　ファシリテーションと話し合いの方法
第11回　ワールドカフェと話し合いの方法
第12回　チ－ムビルディングの方法
第13回　ワークショップデザインの方法
第14回　情報を活用した教育方法に関する文献の講読
第15回　自己評価
６．留意事項
　フィールドワークを行う。そのための参加費用が数千
円程度かかる。参考文献は，その都度紹介する。文献等
は自分で検索し，積極的に教員に質問するなど，自ら学
ぶ姿勢が必要である。

27005371
科目コード：

1	ページ目
（全	1	ページ）

科目コード 270052

科 目 名
学校心理学特論Ⅱ（教育理論）
スクールカウンセラーの役割と教育理論を
知る

担 当 者 神月　紀輔
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト

『学校心理学ガイドブック 第3版』学校心
理士資格認定委員会，風間書房，2012，
978-4759919172

『状況に埋め込まれた学習―正統的周辺参
加』Jean Lave・Etienne Wenger 著，佐
伯　胖 訳，産業図書，1993，4-7828-0084-
3

参考文献

『学校心理士の実践:幼稚園・小学校編（講
座「学校心理士－理論と実践」）』「学校心
理士」認定運営機構，北大路書房，2004，
978-4762823770

１．科目の研究目標
　教育および学校心理学の基礎理論を学び，スクールカ
ウンセラーの役割を知る
２．教育・研究の個別課題
　スクールカウンセラーの実情を知る。
　教育理論の実践的展開の方法を知る
３．教育・研究の方法
　毎回，輪番による発表を行う。ディスカッションを中
心に据え，各自の研究テーマと課題との接点を探る。
４．成績評価の基準及び評価方法
レポート（50%）：期間中に３回程度
発表，および授業に参加する態度（50%）：発表の内容，
および授業時の参加意欲を自己評価し点数化する。
５．授業予定
第１回　イントロダクション
第２回　教育とは，学校心理学とは
第３回　学校心理学の基礎理論
第４回　初等中等教育現場で起こっている問題（1）
第５回　初等中等教育現場で起こっている問題（2）
第６回　初等中等教育現場で起こっている問題（3）
第７回　学校心理士の活動（1）
第８回　学校心理士の活動（2）
第９回　学校心理士の活動（3）
第10回　教師保護者と学校心理士の連携（1）
第11回　教師保護者と学校心理士の連携（2）
第12回　教師保護者と学校心理士の連携（3）
第13回　学校心理士の倫理（1）
第14回　学校心理士の倫理（2）
第15回　まとめ
６．留意事項
　基本的に出席を重視します。
　個々の研究課題における教育理論に関する論文等の文
献は積極的に持ち寄ってください。
　上記，授業計画は，受講生の状況によって柔軟に対応
する予定です。

27005271
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 270101

科 目 名 心身医学特論
心と身体の対話

担 当 者 神原　憲治
単 位 数 2 期 間 後期集中
配当学年 M12

テキスト
『バイオフィードバックとリラクセーション
法』竹林直紀、神原憲治、志田有子，金芳
堂，2011

参考文献 『心身医学標準テキスト 第3版』久保千春，
医学書院，2009

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　心身医学は心身相関を基本概念とした医学であり、臨
床に適用したものが心療内科学である。病院各科はもち
ろんのこと、心理臨床の現場においても心身症や身体症
状に関連した事例は増加しており、心身医学の基本的な
知識は必須のものとなっている。社会的にも心身症関連
の疾患は増加の傾向にあり、今後も重要性を増していく
と思われる。 本科目では、心身医学に関する基本概念、
主に心理臨床、病院臨床の現場において必要な基礎及び
臨床的内容について理解し、論じることを目標とする。
また、臨床応用としての心療内科について理解し、どの
ような疾患に対してどのようなアプローチがなされてお
り、それが、心理療法とどのように関連・連携しているの
かについて概説する。また、精神生理学（バイオフィー
ドバック）、行動科学の実習を通して、心身相関、ストレ
スと身体の関係、心身の気づきについての実践的な理解
を深めることを目標とする。

２．教育・研究の個別課題
・心身医学の背景について理解する
・心身医学の基礎を学習する
・心身症の定義、代表的な心身症について理解する
・心身症の病態、及び心身相関について理解する 
・心身症の治療的アプローチを概観する 
・ストレスと疾患の関係について、実習を通して理解を

深める 
・応用精神生理学、バイオフィードバックとストレスア

セスメントについて体験的に理解する
・心療内科臨床の実際について理解する
・心身医学と心理療法の関係を理解する

３．教育・研究の方法
　講義はプリントとスライドを用いて行う。実習はバイ
オフィードバックシステムを用いて行う。講義、実習で
は、適宜グループディスカッションも取り入れる。

27010171
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 270054

科 目 名 教育・心理検査特論
担 当 者 松島　るみ
単 位 数 2 期 間 前期集中
配当学年 M12

１．科目の研究目標
　本科目では､ 心理教育的アセスメントについて理解を
深め､ 多様なアセスメントの方法を学ぶのと同時に､ 心
理検査についての実施や採点､ 解釈の方法について学ぶ
ことを目的とする。
　心理検査は、人間の心的諸側面の個人差を測定するた
めに作成された心理学的手法を用いた測定手段である。
検査者は、心理検査を活用する明確な目的を持ち、使用
する検査の実施方法や理論的な背景等を習得することが
必要である。心理検査の中には、幼児・児童・生徒の理
解や学級づくり、教育相談等、教育活動を効果的に行う
ことを目的に開発されたものもある。この科目において
は、心理検査や教育評価の理解を深めるとともに、学校
教育場面で使用される心理検査の理解と基本的な技術の
習得を目指す。
２．教育・研究の個別課題
・心理・教育的アセスメントの目的や方法について理解
すること。
・教育・心理検査や教育評価に関する基礎的な知識を習
得すること。
・教育・心理検査の基本的な技術を習得すること。
３．教育・研究の方法
　受講生による発表とディスカッション､ 心理検査の実
習を中心に授業を進める。
４．成績評価の基準及び評価方法
　発表やディスカッションへの参加状況から総合的に評
価する。
５．授業予定
第１回　心理・教育的アセスメントとは
第２回　心理・教育的アセスメントの方法
第３回　心理検査の活用
第４回　学級・学校のアセスメント
第５回　教育評価
第６回　個別知能検査（ウェクスラー式知能検査：

WAISを中心に）の概要
第７回　言語性検査の実施
第８回　言語性検査の採点演習
第９回　言語性検査の結果解釈
第10回　動作性検査の実施
第11回　動作性検査の採点演習
第12回　動作性検査の結果解釈
第13回　プロフィール分析
第14回　検査結果による指導計画への発展
第15回　その他の個別知能検査概要

27005471
科目コード：

1 ページ目
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科目コード 270102

科 目 名 大脳生理学特論
担 当 者 佐々木　博
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

参考文献 『脳とニューロンの科学』新井康充著，掌華
房

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　大脳の機能局在は、近年の脳科学の発展に伴い、急速
に明らかになってきた。本講座では主として光トポグラ
フィーやfunctional MRIをはじめとする最新の機能的画
像診断法から得られた知見を論じ、“こころ”の座の最新
の研究を紹介する。また、シナプス形成のメカニズムと
認知発達の関係や脳の性差、再生医療と中枢神経系との
関わりなどについても論じる。
　なおこの科目は「DP科目」の「認知」の２−１～３−
９をふくむ。

２．教育・研究の個別課題
①脳科学における最新の画像診断法の理解
②自然科学的な観点から論文を評価、理解する
③脳機能研究分野における分子生物学的知識の獲得

３．教育・研究の方法
　主としてスライドを用いて授業を進める。プリント資
料も配布するので、授業内容の確認に役立てる。
参考書： “脳とニューロンの科学”　新井康充著　（掌華

房）

４．成績評価の基準及び評価方法
　出席状況、提出課題（期末試験）で評価する。

５．授業予定
第１回　心の座と脳機能研究の歴史
第２回　脳機能研究法の基礎知識
第３回　脳の発達と環境
第４回　脳の発達と環境
第５回　ニューロン，シナプス
第６回　脳の左右差
第７回　脳の性差
第８回　ホルモンと脳
第９回　情動と脳
第10回　ストレスと脳
第11回　睡眠と概日リズム
第12回　記憶（1）：記憶形成のメカニズム
第13回  記憶（2）：記憶の保持，固定化に関する最新

の知見
第14回　老化と脳
第15回　再生医療と中枢神経

27010271
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は、授業参加度（30%）、小レポート（30%）、期
末レポート（40%）に基づいて総合的に行う。

５．授業予定
第１回　・ 心身医学序論：心身医学、心身症、心療内

科とは
第２回　・ 心身医学の基礎：心身相関と自律神経系
第３回　・ 病態論：アレキシサイミア（失感情症）、情

動とストレス
第４回　・ 心身医学とストレス・プロファイル（実習）
第５回　・ 心身症各論：代表的な心身症（1）、消化器

心身症
第６回　・ 心身症各論：代表的な心身症（2）、機能性

身体疾患
第７回　・ 心身医学と応用精神生理学
第８回　・ 心身症とバイオフィードバック（実習）
第９回　・ 心身医学の研究と心身相関
第10回　・心身医学とストレス学、ストレスと疾患
第11回　・心療内科学： 心身症の病態と対応
第12回　・心療内科学： 心身医学的治療と症例
第13回　・身体論、心身への気づきと心身医学
第14回　・ソマグラム、心と身体の対話（実習）
第15回　・心身医学と心療内科のまとめ

27010171
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2 ページ目
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科目コード 270106

科 目 名 障害児心理学特論
担 当 者 片岡　基明
単 位 数 2 期 間 前期集中
配当学年 M12

テキスト 『（増補版）障害臨床学』中村義行・大石史
博　編，ナカニシヤ出版，2005年

参考文献 適宜指示する
備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　発達の障害や適応上の問題がある子どもの心理を理解
し、それらの障害や問題をもつ子どもが、豊かな生活を
すごしていくための支援の方法を学ぶ。そのために、発
達を支援する現場で行われる発達的アセスメントの考え
方、方法を学ぶ。そして障害児と健常児の統合保育の現
場や障害児療育の現場における保育者や保護者への支援
の内容と具体的流れについて理解する。さらには子ども
を支援する地域社会のネットワークの現状を知り、望ま
しい関係を探る。
　なおこの科目は、「DP科目」の「育児保育」の１−１
～５−５および７−１～７−７を含む。
２．教育・研究の個別課題
　「障害」の理解
　ダウン症の理解と療育
　自閉症の理解と療育 
　保護者理解
　障害児保育
３．教育・研究の方法
　講義とディスカッション
４．成績評価の基準及び評価方法
　授業での発言、取り組みとレポート
５．授業予定

第１回　オリエンテーション：障害とは何か？出生前
診断をめぐって

第２回　ダウン症の理解（１）
第３回　ダウン症の理解（２）
第４回　ダウン症児の療育
第５回　「障害」とはなにか
第６回　自閉症スペクトラム障害の理解（１）
第７回　自閉症スペクトラム障害の理解（２）
第８回　自閉症スペクトラム障害児の療育（１）
第９回　自閉症スペクトラム障害児の療育（２）
第10回　障害幼児の療育システム
第11回　障害幼児の保護者の理解
第12回　障害のアセスメント（１）WISC検査
第13回　障害のアセスメント（２）新版Ｋ式発達検査
第14回　障害児保育
第15回　まとめ

27010671
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 270103

科 目 名 児童精神医学特論
担 当 者 久保田　泰考
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

１．科目の研究目標
　児童精神医学領域で扱われる精神疾患について学ぶ。
発達も含めた多様な観点から精神障害を理解することを
目標とし、思春期・成人の精神病理についても広く学習
する。さらに中枢神経系の発達に関して神経科学の知識
を深める。
２．教育・研究の個別課題
古典的な精神病理学：神経症・精神病概念の整理
神経症概念のその後：不安性障害、PTSDにおける心因
論モデル

脳の発達と精神障害：OCD、ADHD、トゥレット障害の
神経学的基盤

広汎性発達障害：自閉症、アスペルガー障害
こどもの精神療法総論：精神分析モデル、心的外傷、無
意識の概念化

３．教育・研究の方法
　講義形式中心で毎回資料を配布。学生側の要望に応じ
て講義内容を柔軟に調整。症例検討や映像資料の供覧も
必要に応じて行う。
４．成績評価の基準及び評価方法
　出席、授業への参加度（30％）、レポート（70％）に基
づいて総合的に行う。
５．授業予定
第１回　オリエンテーション：児童精神医学とはどん

な学問か
第２回　神経症１：古典的な神経症論、精神病圏との

病態水準の違い、今日の診断基準について
第３回　神経症２：恐怖症、ヒステリー、精神分析理

論の発展について
第４回　精神病１：統合失調症の精神病理
第５回　精神病２：精神病症状とその神経基盤
第６回　広汎性発達障害１：自閉症の概念、自閉症ス

ペクトラムについて
第７回	 	広汎性発達障害２：アスペルガー症候群、PDD

－NOS（特定不能型広汎性発達障害）につい
て

第８回　感情障害：うつ病、躁うつ病、児童における
特性

第９回	 	PTSD：心的外傷論、PTSDの精神療法につい
て

第10回	 	強迫性障害：強迫性障害、トゥレット症候群、
その他児童における関連障害について

第11回　境界型パーソナリティー障害：ボーダーライ
ンの概念、治療について

第12回　臨床精神薬理：児童精神医学における薬物療
法の理論・実際

第13回	 	臨床心理学（４）学校における児童生徒の問
題

第14回	 	臨床心理学（５）心理臨床などの専門家と専
門機関

第15回　ケース検討

27010371
科目コード：

1	ページ目
（全	1	ページ）
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科目コード 270110

科 目 名 精神医学特論
事例の見たてと対応を学ぶ

担 当 者 河瀬 雅紀
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

参考文献

『うつ病　知る・治す・防ぐ』福居顯二，金
芳堂

『DSM-Ⅳ-TR　精神疾患の診断・統計マニュ
アル』高橋三郎他（訳），医学書院

『医療心理学』忠井俊明，星和書店
『僕のこころを病名で呼ばないで』青木省
三，ちくま文庫

『若者の「うつ」』傳田健三，ちくまプリマー
新書

１．科目の研究目標
　心理臨床の現場では、クライエントや患者が示すさま
ざまな心と行動の問題に直面することになる。そこで本
科目では、
①精神医学的な診断の枠組みを事例の見立てに応用す
ることができる
②臨床心理学的問題を抱える事例を読み取り、援助の
具体的プランを立てることができる
③種々の臨床心理学的介入法から事例に適したものを
選択し、具体的な援助プランを立てることができる
④他職種との連携、社会資源の活用のあり方を説明す
ることができる
⑤薬物療法の基本的な事項について説明できる
ことを目標とする。事例を見たて、具体的な支援へと結
びつける力は、臨床心理の実習を進めていく上で必須の
能力であり、本科目では、仮想事例を通してその実際を
学び、臨床心理実践に欠くことの出来ない技能を身につ
ける。

２．教育・研究の個別課題
（1）抑うつ状態の主な病態を挙げ、それぞれの特徴を説

明することができる
（2）抑うつ状態の主な病態について、各種心理療法を事

例に適用する際の留意点を説明することができる
（3）抑うつ状態の主な病態について、事例に適した臨床

心理学的介入法を選択し、具体的な援助プランを立
てることができる

（4）思春期・青年期の特徴的な事例について、各種心理
療法を事例に適用する際の留意点を説明することが
できる

（5）思春期・青年期の特徴的な事例について、適した臨
床心理学的介入法を選択し、具体的な援助プランを
立てることができる

27011071
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 270109

科 目 名 社会心理学特論
対人行動について学ぶ

担 当 者 田尾　雅夫
単 位 数 2 期 間 後期集中
配当学年 M12

１．科目の研究目標
　研究テーマの多い社会心理学分野の中で、日本社会心
理学会の研究発表の内容等をヒントとして、対人認知と
印象形成、メディアと個人の関係、自己評価と他者評価
の関係、マイノリティと社会の関係、ソーシャルサポー
トと個人、等の最近の研究成果を紹介し、それらに関連
する基礎事項を説明し、さらにどのような研究法や研究
上の問題があるのか、等を講じる。
　詳細については開講時に示したい。

２．教育・研究の個別課題
　社会心理学の基礎的な知識を理解して、その延長線で、
この社会をどのようにみることができるか、応用的な視
点を修得してほしい。とくに、少子化および超高齢社会
が迫っている今、どのようにこの社会と向き合うかにつ
いて社会心理学が提供するのは、もっとも重要ともいう
べき知識である。

３．教育・研究の方法
　詳細については開講時に示す。

４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は発表とレポートによる。

５．授業予定
第１回　社会心理学とは何か
第２回　超高齢社会とは
第３回　社会の中の個人
第４回　社会的認知
第５回　社会的態度
第６回　コミュニケーション
第７回　対人関係
第８回　集合行動
第９回　リーダーシップ（教師または学級におけるリー

ダーシップ）
第10回　援助行動、攻撃行動
第11回　学級集団における対人関係
第12回　政治と経済の社会心理学
第13回　文化の社会心理学
第14回　大衆現象の社会心理学
第15回　まとめ

27010971
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 270114

科 目 名 心理関係法規特論
担 当 者 藤川 洋子
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

１．科目の研究目標
　現在、臨床心理士は、教育、医療、福祉、司法、産業
などさまざまな領域や職場で働いている。所属する機関
によって、臨床心理士の遵守すべき規範（ルール）は異
なるが、すべてに通低する倫理次元の問題を深く理解す
るとともに、それぞれの職域がどのような法律に立脚し
ているかを理解する。また、心理支援の対象者には、精
神障害者、発達障害者、知的障害者らが含まれるが、そ
れぞれについて支援法などが制定されている。具体的な
事例をもとに、法に基づく施策を知り、どのようなアド
バイスや支援が可能かを学ぶ。
２．教育・研究の個別課題
（1）インフォームド・コンセントなど、倫理次元の問題
の重要性について理解する。（2）刑法、民法の基本性質
を学び、各職域において、どのような法的問題が起こり
うるかを知る。（3）犯罪事例など具体例を通して、その
法的な意味、心理学的な意味を考える。
３．教育・研究の方法
　基本的には講義形式をとる。関連する重要論文や司法
鑑定の事例を分担して要約、発表するなどして理解を深
める。
４．成績評価の基準及び評価方法
　授業への参加態度、出席、レポート
５．授業予定
第１回　臨床心理士の職業倫理について理解する①
第２回　臨床心理士の職業倫理について理解する②
第３回　憲法、刑法、刑事訴訟法と心理職の関係につ

いて理解する
第４回　民法、民事訴訟法と心理職との関係について

理解する
第５回　子どもの行為をめぐる法律、親の責任につい

て理解する
第６回　家庭内の紛争や職業場面で必要な法律を理解

する
第７回　責任能力をめぐる法律を理解する
第８回　社会福祉制度と関連する法律を理解する
第９回　古今東西の事例をめぐる社会背景と法、倫理

のあり方を理解する①
第10回　古今東西の事例をめぐる社会背景と法、倫理

のあり方を理解する②
第11回　古今東西の事例をめぐる社会背景と法、倫理

のあり方を理解する③
第12回　教育領域の事例と関連法規（ケース・スタ

ディ）
第13回　司法領域の事例と関連法規（ケース・スタ

ディ）
第14回　臨床心理士と諸機関との連携のあり方（ディ

スカッション）
第15回　まとめ

27011471
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

３．教育・研究の方法
　参考図書、プリント資料、スライドなどを用いて、質
疑・討論を行い、理解を深める。

４．成績評価の基準及び評価方法
　質疑・討議の参加状況などを総合し評価を行う。

５．授業予定
第１回　事例に対する臨床心理学的アセスメントの基

本的事項について
第２回　臨床心理学的介入についての考え方
第３回　うつを理解する
第４回　事例①（うつ）の理解と発展学習
第５回　事例②（うつ）の理解と発展学習
第６回　事例③（うつ）の理解と発展学習
第７回　精神療法的アプローチの実際①
第８回　精神療法的アプローチの実際②
第９回　精神科薬物療法の理解①
第10回　精神科薬物療法の理解②
第11回　事例④（思春期青年期のケース－その１）に

ついて
第12回　事例④（思春期青年期のケース－その１）の

解説と発展学習
第13回　事例⑤（思春期青年期のケース－その２）に

ついて
第14回　事例⑤（思春期青年期のケース－その２）の

解説と発展学習
第15回　精神療法的アプローチの実際③

６．留意事項
　学部で学習した精神医学の基礎を身につけていること
を前提に講義は進められる。そのため、受講にあたって
は精神医学の基礎知識の再確認をしておくこと。

27011071
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 270057

科 目 名
学校臨床心理学実習
子どもの発達理解に基づく心理教育的援助
技法の習得

担 当 者 薦田　未央
単 位 数 1 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト 授業中に配布する資料の他は、適宜指示す
る。

参考文献

『実践グループカウンセリング－子どもが
育ちあう学級集団づくりー』田上不二夫
（編著），金子書房，2010

『学童期の支援ー特別支援教育をふまえてー』
長崎勤・藤野博（編著），ミネルヴァ書
房，2011

『軽度発達障害のある子のライフサイクルに
合わせた理解と対応』田中康雄，学習研
究社，2006

『カウンセリングとは何か』平木典子，朝日
選書，1997

１．科目の研究目標
　子どもの心身の発達過程を理解し、それに基づき特に児
童・生徒で発達支援を必要とする対象者のライフステー
ジに合わせた問題の理解を深める。
　また、児童・生徒への直接的支援方法であるカウンセ
リングやグループカウンセリングの理論や技術を習得す
る。加えて、問題を抱える子どもに関わる保護者や教師
へのコンサルテーションやコーディネートについての知
識と技術も実践的に習得することを目標とする。

２．教育・研究の個別課題
①子どものライフステージに合わせた心身発達の過程を
理解する。
②子どもへの直接的支援方法（グループ支援、個別支援）
を実践的に理解する。
③カウンセリング等、支援技法の習得
④保護者、教師等の心理状態を理解し、組織との関係性
について理解を深める
⑤保護者、教師等へのコンサルテーション、コーディネー
トを実践的に理解する。

３．教育・研究の方法
　児童・生徒の心理、保護者、教師の心理についての理
解と支援技法の理論を基礎として、仮想事例の見立てや
面接のロールプレイを中心とした実習により実践的に発
達的・教育的支援方法を習得する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度・実習への取り組み態度（45％）、ディス
カッション（30％）、課題作成（25％）を評価対象とす
る。

27005771
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 270122

科 目 名 人間関係発達特論
担 当 者 高井　直美
単 位 数 2 期 間 前期集中
配当学年 M12

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　社会・情動発達の基本的理論、および昨今の重要な研
究について理解する。さらに、社会・情動発達に問題が
生じている子ども、障害を持っている子どもの発達につ
いて理解し、教育現場等でどのような支援を行うことが
できるか、さまざまな観点から考察する。
　なおこの科目は、「DP科目」の「社会情動」の１－１
から１－７を含む。
２．教育・研究の個別課題
　社会・情動発達の基本的理論、およびいくつかの重要
な研究について、文献講読も行いながら、詳細に理解す
る。さらに、いじめや不登校など社会・情動発達に問題
が生じている子ども、さらに自閉症やADHDなど障害を
持っている子どもの発達について学び、問題や障害のア
セスメントの方法について、実践的に学ぶ。さらには、
臨床発達の現場、教育現場等で行われている支援の仕方
について理解する。
３．教育・研究の方法
　講義、受講生による文献発表、発達検査の実習など、
さまざまな方法を用いる。
４．成績評価の基準及び評価方法
　授業中の文献発表、実習における取り組み方などを参
考にし、レポートと合わせて総合的に評価する。
５．授業予定
第１回　社会・情動発達の理論と臨床的意味
第２回　社会・情動発達の基本的理解（文献講読）
第３回　情動発達の個人差と文化差（文献講読）
第４回　胎児期から新生児期にみられる情動と関係の

障害
第５回　乳幼児期にみられる情動と関係の障害（文献

講読）
第６回　幼稚園や小学校の集団参入における自己と関

係の障害
第７回　社会・情動発達の問題の理解（幼児期と児童

期を中心に）
第８回　発達検査の歴史
第９回　さまざまな検査の特徴
第10回　発達検査または知能検査を使った実習①
第11回　発達検査または知能検査を使った実習②
第12回　発達検査または知能検査を使った実習③
第13回　個別支援計画の立て方
第14回　臨床発達の現場での支援
第15回　まとめ
６．留意事項
　順番は変わることがある。

27012271
科目コード：

1 ページ目
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科目コード 270058

科 目 名 特別支援アセスメント実習
発達支援の理論と方法に関する実践力養成

担 当 者 薦田　未央
単 位 数 1 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト 適宜、参考資料を配布する。また、使用す
る検査用具・マニュアル等も貸出とする。

参考文献

『発達障害とその周辺の問題』宮本信也　
他，中山書店，2008

『新版Ｋ式発達検査にもとづく発達研究の方
法』中瀬惇，ナカニシヤ出版，2005

『認知発達とその支援』田島信元　他　，ミ
ネルヴァ書房，2002

『学童期の支援ー特別支援教育をふまえてー』
長崎勤・藤野博編著，ミネルヴァ書房，
2011

その他は授業中に紹介する。

１．科目の研究目標
　乳幼児および就学後の児童・生徒で発達支援を必要とす
る対象者への理解と支援技術を習得する。特に、療育、
保育、教育（特別支援教育）の現場で必要とされる専門
知識や教育支援、発達支援に関する理論やアセスメント
方法など専門的技術の習得を目標とする。

２．教育・研究の個別課題
①就学前後における、気になる子どもの困りや障害特性、
問題実態を理解する。
②特別支援教育における理念と意義を理解し、その教育
ニーズへの理解を深める。
③子どもの状態を把握するアセスメント方法（発達検査、
知能検査等）の習得。
④アセスメント結果の解釈と個別の支援計画の作成を行
う。
⑤教育機関、発達支援機関との協働・連携についての理
解と方法を学ぶ。

３．教育・研究の方法
　理論の理解を基礎として、ロールプレイや提示事例の
解釈等を実習し、実践的に発達的支援・教育的支援方法
を習得する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度・実習への取り組み態度（30％）、課題作成
（40％）、ディスカッション（30％）を評価対象とする。

５．授業予定
第１回　発達臨床とは
第２回　障害の概念と障害特性について
第３回　発達支援ニーズと実態について

27005871
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

５．授業予定
第１回　学校における相談支援について
第２回　幼児・児童・生徒における心理的問題の把握
第３回　人間関係形成に関するグループ実習（技法の

理解と実際）
第４回　人間関係形成に関するグループ実習（評価）
第５回　子どもへの直接支援実習（カウンセリングに

おける態度と技法）
第６回   子どもへの直接支援実習（RP：子どもの立場）
第７回   子どもへの直接支援実習（RP：支援者の立場）
第８回　子どもへの直接支援実習（RPの総合評価）
第９回   保護者への直接支援実習（RP：保護者の立場）
第10回　保護者への直接支援実習（RP：評価）
第11回   教師へのコンサルテーションについての実習

（RP：教師の立場）
第12回   教師へのコンサルテーションについての実習

（RPの評価）
第13回　校内連携に関するグループ実習（模擬カンファ

レンス）
第14回　校内連携に関するグループ実習（評価）
第15回   カウンセリング・コンサルテーションの実際、

まとめ

６．留意事項
　実習授業という性質上、実際に授業で取り組む課題から
実践的、体験的に理論や方法を学ぶことが重要であり、
それらが評価対象となることを認識しておくこと。
　また、臨床発達心理士受験資格条件となる「臨床実習」
（合計200時間）の一部および、学校心理士資格取得に関
する実習２「学校カウンセリング・コンサルテーション
基礎実習」の科目に該当する。

27005771
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 270060

科 目 名 生徒指導・キャリア教育特論
担 当 者 尾崎  仁美
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　本特論では、生徒指導や教育相談、キャリア教育の定
義と内容、および意義について理解するとともに、キャ
リア意識や自己の発達をめぐる諸問題の考察を通して、
一人ひとりの内面を理解し、個に応じた指導や援助を行
うために必要な視点を培う。
　また、具体的なキャリア教育実践の検討を通して、児
童生徒の人間的成長を導く生徒指導・キャリア教育のあ
り方を考察する。

２．教育・研究の個別課題
１．生徒指導および教育相談、キャリア教育の意義と内
容を理解する。

２．キャリア発達に関する理論を学ぶ。
３．キャリア意識と自己の発達をめぐる諸問題について
考察する。

４．具体的なキャリア教育実践の検討を通して、児童生
徒に対するキャリア形成の支援のあり方を考察する

３．教育・研究の方法
　講義と、受講生による発表とディスカッションの両方
式を併用して行う。文献は、授業中に指示する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業への出席、発表、ディスカッションへの参加状況、
レポートなどから総合的に評価する。

５．授業予定
第１回　生徒指導とは
第２回　生徒指導の体制と諸問題
第３回　教育相談の意義と内容
第４回　キャリア教育の意義と内容
第５回　キャリア発達理論①個人―環境適合理論
第６回　キャリア発達理論②自己理論
第７回　キャリア発達理論③社会的認知理論
第８回　キャリア発達の促進要因
第９回　キャリア意識をめぐる諸問題
第10回　キャリア意識と自己概念の発達
第11回　キャリア意識とジェンダーの問題
第12回　キャリア教育の具体的な展開①小学校低学年

のキャリア教育
第13回　キャリア教育の具体的な展開②小学校高学年

のキャリア教育
第14回　キャリア教育実践の検討
第15回　まとめ

27006071
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

第４回　実態把握の方法（アセスメント方法の概説）
第５回　乳幼児アセスメント実習（保育所・幼稚園・

療育機関等でのアセスメントの概説）
第６回　乳幼児アセスメント実習（発達検査の実施）
第７回　乳幼児アセスメント実習（発達検査結果の解

釈と所見のまとめ方）
第８回　乳幼児に関する個別の指導計画と教育支援計

画の作成
第９回　児童・生徒アセスメント実習（学校・教育相

談機関等でのアセスメントの概説）
第10回　児童・生徒アセスメント実習（知能検査の実

施）
第11回　児童・生徒アセスメント実習（知能検査結果

の解釈と所見のまとめ方）
第12回　児童生徒に関する個別の指導計画と教育支援

計画の作成
第13回　療育、就学、教育相談等における保護者支援、

コンサルテーション
第14回　療育、保育、教育現場における実際の支援体

制と連携について
第15回　発達支援における専門性と役割

６．留意事項
　実習授業という性質上、実際に授業で取り組む課題から
実践的、体験的に理論や方法を学ぶことが重要であり、
それらが評価対象となることを認識しておくこと。
　また、臨床発達心理士受験資格条件となる「臨床実習」
（合計200時間）の一部および、学校心理士資格取得に関
する７「特別支援教育」の科目に該当する。

27005871
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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第５回　子育て支援プログラム（前期）の実施
第６回　子育て支援プログラム（前期）の実施
第７回　ケース検討会；前期①（日程は変わることも

ある）
第８回　子育て支援プログラム（前期）の実施
第９回　子育て支援プログラム（前期）の実施
第10回　子育て支援プログラム（前期）の実施
第11回　ケース検討会；前期②（日程は変わることも

ある）
第12回　子育て支援プログラム（前期）の実施
第13回　子育て支援プログラム（前期）の実施
第14回　子育て支援プログラム（前期）の実施
第15回　前期の支援の振り返り
第16回　後期の支援の計画
第17回　子育て支援プログラム（後期）の実施
第18回　子育て支援プログラム（後期）の実施
第19回　子育て支援プログラム（後期）の実施
第20回　ケース検討会；後期①（日程は変わることも

ある）
第21回　子育て支援プログラム（後期）の実施
第22回　子育て支援プログラム（後期）の実施
第23回　子育て支援プログラム（後期）の実施
第24回　ケース検討会；後期②（日程は変わることも

ある）
第25回　子育て支援プログラム（後期）の実施
第26回　子育て支援プログラム（後期）の実施
第27回　子育て支援プログラム（後期）の実施
第28回　ケース検討会；後期③（日程は変わることも

ある）
第29回　子育て支援プログラム（後期）の実施
第30回　１年間の支援のまとめ

６．留意事項
　ここで行う子育て支援プログラムは、学外から対象者
が来訪する対外的なプログラムである。したがって、臨
床発達の専門家を目指すものとしての自覚と責任感を持
ち、倫理的配慮を行うことが必要とされる。

27011571
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 270115

科 目 名
臨床発達心理学実習Ⅰ
乳幼児と親のための子育て支援教室「こが
もクラブ」での実践

担 当 者 高井　直美・薦田　未央
単 位 数 4 期 間 通年
配当学年 M1

テキスト 用いない。
参考文献 授業中に紹介する。
備 考 連続２コマ　

１．科目の研究目標
　子どもの精神発達の援助、および親への育児支援に関
して、学内で実施する子育て支援プログラムの場で実習
する。
　なおこの科目の内容は、臨床発達心理士の受験資格条
件となる「臨床実習」（合計200時間）の一部に充てられ
るものとして選定される予定である。

２．教育・研究の個別課題
　通年で、特定かつ複数の子どもと関わることを通して、
乳幼児期の精神発達の過程を理解し、発達を支える方法
や対人関係のありかたを探っていく。また教員の指導の
もとで、子育て支援プログラムの立案や、親への援助活
動も行っていく。 　

３．教育・研究の方法
　子育て支援プログラムでは、院生はスタッフの１人と
して、主に遊びを通して子どもと関わりながら、遊びの
プログラムの立案にも関わる。そして、ケースカンファ
レンス（プログラム直後に行う報告会）やケース検討会

（子育て支援プログラムが休みの日に行う）で、自分が関
わっている個別事例や子ども同士の関わりについて経過
報告を行いながら、自らの関わりを振り返り、よりよい
支援のありかたを探っていく。 　

４．成績評価の基準及び評価方法
　子育て支援プログラムにおける諸活動（プログラムの
進行への関与のあり方、担当の子どもとの関わり、個別
事例の報告など）を評価する。遅刻・欠席については厳
しく減点する。  　 　

５．授業予定
第１回　臨床発達心理学の基礎
第２回　臨床発達心理士に必要な倫理
第３回　子育て支援プログラム「こがもクラブ」の準

備
第４回　子育て支援プログラム（前期）の実施

27011571
科目コード：
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第４回　臨床発達に関する実習③
第５回　ケースカンファレンス①
第６回　臨床発達に関する実習④
第７回　臨床発達に関する実習⑤
第８回　臨床発達に関する実習⑥
第９回　臨床発達に関する実習⑦
第10回　ケースカンファレンス②
第11回　臨床発達に関する実習⑧
第12回　臨床発達に関する実習⑨
第13回　臨床発達に関する実習⑩
第14回　ケースカンファレンス③
第15回　前期のまとめ
第16回　後期実習のガイダンス
第17回　臨床発達に関する実習⑪
第18回　臨床発達に関する実習⑫
第19回　臨床発達に関する実習⑬
第20回　ケースカンファレンス④
第21回　臨床発達に関する実習⑭
第22回　臨床発達に関する実習⑮
第23回　臨床発達に関する実習⑯
第24回　臨床発達に関する実習⑰
第25回　ケースカンファレンス⑤
第26回　臨床発達に関する実習⑱
第27回　臨床発達に関する実習⑲
第28回　臨床発達に関する実習⑳
第29回　ケースカンファレンス⑥
第30回　１年のまとめ

６．留意事項
　外部での実習は、その機関の年間予定に合わせて行わ
れるため、長期休暇中にも行われる。また外部実習先に
応じて、実習に関する費用が徴収される。
　30回の内容は、実習先によって変化する可能性がある。

27011671
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 270116

科 目 名 臨床発達心理学実習Ⅱ
発達支援の専門家を目指す

担 当 者 高井　直美・薦田　未央
単 位 数 4 期 間 通年集中
配当学年 M2

１．科目の研究目標
　臨床発達心理学実習Ⅰで学んだ子どもの発達援助およ
び親の育児支援に関して、さらに実践を積んで学ぶこと
を通して、臨床発達の専門性を身につけていくことを目
指す。なおこの科目の内容は、臨床発達心理士の資格条
件となる「臨床実習」（合計200時間）の一部に充てられ
るものとして選定される予定である。

２．教育・研究の個別課題
　受講生の目指す進路やその資質に応じて、①外部実習
を行うか、②学内実習を行うか、そのどちらかに分けら
れる。
　いずれにおいても、臨床発達の専門家としてふさわし
い力量がつくように、複数のケースの観察による発達ア
セスメントおよび発達援助方法について、継続的に学ん
でいく。

３．教育・研究の方法
　①外部実習の場合；発達支援の専門機関に実習生とし
て参加し、発達上の問題や障がいを持つ子どもとその親
を支援する現場を体験する。スタッフの一人として子ど
もと関わること、およびケースカンファレンスでケース
の報告を行うことを通して、発達の問題・障がいを理解
し、必要な発達援助について、考えていく。
　②内部実習の場合；１年次に引き続き、学内での子育
て支援のプログラムのスタッフの一人として活動する。
特定の担当ケースへの関わりだけでなく、集団全体の力
学的変化にも着目し、支援プログラム全体の立案や構成
についても、主体的に関わることが要求される。

４．成績評価の基準及び評価方法
　実習を通して、臨床発達心理士として必要な力量を獲
得しているかが、評価のポイントになる。具体的には、
対象児の観察によるアセスメントのしかた、対象児との
関わり、ケース報告の文書、ケースカンファレンスでの
発表などが総合的に評価される。

５．授業予定
第１回　前期実習のガイダンス
第２回　臨床発達に関する実習①
第３回　臨床発達に関する実習②

27011671
科目コード：
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科目コード 270108

科 目 名
臨床心理学特論Ⅱ
臨床心理学的アセスメントに対応する面接
理論の実際

担 当 者 藤川 洋子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト 『子どもの面接ガイドブック－虐待を聞く技
術』W・ボーグら，日本評論社，2003

参考文献 『非行と広汎性発達障害』藤川洋子，日本評
論社，2010

１．科目の研究目標
　臨床心理学にはさまざまな立場と理論があり、事例を
見立てるにあたってそれらを理解したうえで、個々の事
例の分析とアプローチを工夫することが必要とされる。
育児、教育、就労など、さまざまな分野で臨床心理学的
な手法が活用されるようになっているが、生物・医学的
要因への配慮とスキルは欠かせない。本科目では、アセ
スメントから治療的面接までをバランスよく取り上げ、
病態に合った治療法や支援のあり方を学ぶ。
２．教育・研究の個別課題
　この科目では、精神障害、発達障害の基本特性を十分
に理解した上で、臨床心理学的なアセスメントのあり方
を学ぶ。さらに、それに基づいた面接の構造、設定、質
問の仕方、終わり方を理解する。共感・支持的な面接ば
かりでなく、事実を明らかにする面接のスキルを身につ
け、さまざまなニーズに適合した面接テクニックを知り、
クライアントの置かれた客観的、主観的状況を明らかに
することによって、初心者が陥りがちな「早分かり」を
防ぐ。
３．教育・研究の方法
　テキストの熟読、DVDの視聴とその解説、および事例
についてのディスカッションを行う。
４．成績評価の基準及び評価方法
　授業への参加態度、出席、レポート
５．授業予定
第１回　臨床心理学的アセスメントのあり方－何をど

のように明らかにするか
第２回　臨床心理学的アセスメントの重要性①事実を

聞く面接
第３回　臨床心理学的アセスメントの重要性②面接と

心理検査
第４回　生物－心理－社会的要因という視点
第５回　事例の紹介と検討①
第６回　事例の紹介と検討②
第７回　精神障害、発達障害に対する理解と支援のあ

り方
第８回　種々の臨床心理的課題に対する理解と支援の

あり方
第９回　事例の紹介と検討③
第10回　事例の紹介と検討④
第11回　治療面接の理論と実際①
第12回　治療面接の理論と実際②
第13回　治療面接の理論と実際③
第14回　医療・福祉・司法・教育との効果的な連携
第15回　まとめ

27010871
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 270072

科 目 名 臨床心理学特論Ⅰ
担 当 者 田中　誉樹
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト 授業中に指示する。
参考文献 授業中に指示する。

１．科目の研究目標
　この講義は、臨床心理学の諸理論について、できるだ
け幅広く、偏りなく概観することによって、基本的な知
識を習得し、尚且つ、心理臨床家として他者を理解し、
援助するための基本的な態度、方法、倫理などについて
も学ぶことを目的としている。
２．教育・研究の個別課題
①心理療法を行うために必要とされる臨床心理学的な知
識、態度を文献や議論を通して身につけていく。
②クライエントとセラピストの関係性（治療関係、転移、
逆転移など）の問題について、文献や事例などを通し
て、様々な角度から検討、考察していく。
③リストカットやオーバードーズ、摂食障害、ボーダー
ラインなど、現代の青年に多く見られる心理的問題に
ついて、適宜、臨床心理学的観点から考察する。
３．教育・研究の方法
　学生による発表と討論、教員による解説を基本とする。
４．成績評価の基準及び評価方法
　出席を含めた平常点30％、レポート70％
５．授業予定
第１回　オリエンテーション（臨床心理学とは、どう

いう学問か）
第２回　精神分析（フロイト）
第３回　分析心理学（ユング）
第４回　対象関係論
第５回　認知行動療法
第６回　家族療法（システム理論）
第７回　来談者中心療法（ロジャーズ）
第８回　ゲシュタルト療法（パールズ）
第９回　論理情動療法（エリス）
第10回　子どもの臨床1（児童分析　A・フロイト）
第11回　子どもの臨床2（遊戯療法　アクスライン）
第12回　臨床心理学と医療
第13回　臨床心理学と福祉
第14回　臨床心理学と教育
第15回　臨床心理学と倫理
６．留意事項
　学生には、積極的な授業参加（自発的な発言、文献資
料への取り組み）が求められる。参考文献は授業中に適
宜指示する。

27007271
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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内容について改めて検討する（セラピスト）、役作
りの過程も含めた体験内容を振り返り文章にまとめ
る（クライエント役）、ロールプレイに臨席して感
じたこと・考えたことを文章にまとめる（オブザー
バー）等、それぞれの課題にそってレポートを作成
する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　課題への取り組み（30％）、ロールプレイ・模擬実習・
ディスカッションへの参加態度（40％）、レポートの内容
（30％）から、総合的に評価する。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　相談申込への対応について（１）
第３回　相談申込への対応について（２）
第４回　インテーク面接への陪席について（１）
第５回　インテーク面接への陪席について（２）
第６回　面接に関わる文献講読（１）
第７回　ロールプレイと振り返り（１）
第８回　面接に関わる文献講読（２）
第９回　ロールプレイと振り返り（２）
第10回　面接に関わる文献講読（３）
第11回　ロールプレイと振り返り（３）
第12回　面接に関わる文献講読（４）
第13回　ロールプレイと振り返り（４）
第14回　心理面接での倫理的配慮について
第15回　まとめ

６．留意事項
・主に実習形式で行うため、出席が重視される。
・受講者同士のロールプレイや模擬実習には、他の受講
生や自らの体験を丁寧に扱う心構えで臨んでいただき
たい。

27007471
科目コード：

2	ページ目
（全	2	ページ）

科目コード 270074

科 目 名 臨床心理面接特論Ⅰ
担 当 者 伊藤　一美
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

参考文献 授業中に指示する。

１．科目の研究目標
　心理臨床実践は理論のみでは成り立たず、対人援助にお
ける実際的な関わりの姿勢や技術を身につけてゆくこと
が求められる。そして、これらを身につけてゆく過程で
は、自分自身のもののとらえ方、感じ方、反応の仕方等
について、できるだけ理解をすること、そして、それぞ
れに異なる特性を備えた個々が、自らの実感をさぐり、
それと慎重に照らし合わせながら、自らに適した「いま
ここ」における関わりのあり方を模索してゆくことが大
切である。
　「臨床心理面接特論I」では、まず、文献の講読やディス
カッションを通して、臨床心理面接における基本姿勢や
枠の意味などについて理解してゆく。その上で、ロール
プレイとその振り返り、そのほか模擬実習等を通して、
対人援助における関わりの姿勢と技術の基礎を身につけ
ることを目的とする。この他、臨床心理面接に携わるう
えで不可欠な倫理的配慮についても取り上げていく。

２．教育・研究の個別課題
（1）	事例論文や面接技法について述べた文献を講読し、そ

れについてディスカッションを行うことを通して、
臨床心理面接における基本姿勢や枠の意味などにつ
いて学ぶ。

（2）	心理臨床センター心理相談室におけるインテーク陪
席・電話受付に際しての留意点について学び、これ
らの実習に備える。

（3）	ロールプレイとその振り返りを行い、（1）について
理解を深めるとともに、個々の特性にふさわしい関
わりのあり方を模索する。

（4）	臨床心理面接に携わるうえで不可欠である、基本的
な倫理的感覚を養う。

３．教育・研究の方法
（1）	事例論文・文献の購読については、各自指定の文献

を事前に熟読の上、ディスカッションを行う。
（2）	心理臨床センター心理相談室におけるインテーク陪

席・電話受付に関して、概要と留意点について説明
した後、模擬実習にて練習を行う。

（3）	ロールプレイについては、受講者同士でセラピスト
とクライエント役を交代で担当し、その後、受講者
全員で振り返りを行う。実習後は、逐語録を作成し

27007471
科目コード：

1	ページ目
（全	2	ページ）
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５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　臨床心理面接に関する文献講読とロールプレ

イ実習Ａ①
第３回　臨床心理面接に関する文献講読とロールプレ

イ実習Ａ②
第４回　臨床心理面接に関する文献講読とロールプレ

イ実習Ａ③
第５回　臨床心理面接に関する文献講読とロールプレ

イ実習Ｂ①
第６回　臨床心理面接に関する文献講読とロールプレ

イ実習Ｂ②
第７回　臨床心理面接に関する文献講読とロールプレ

イ実習Ｂ③
第８回　臨床心理面接に関する文献講読とロールプレ

イ実習Ｂ④
第９回　イメージを媒介にした技法の実習Ａ①
第10回　イメージを媒介にした技法の実習Ａ②
第11回　イメージを媒介にした技法の実習Ａ③
第12回　イメージを媒介にした技法の実習Ｂ①
第13回　イメージを媒介にした技法の実習Ｂ②
第14回　イメージを媒介にした技法の実習Ｂ③
第15回　まとめ

27007571
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 270075

科 目 名 臨床心理面接特論Ⅱ
担 当 者 三好 智子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

１．科目の研究目標
　臨床心理面接は理論を学ぶだけでは成り立たず、体験を
通して実際的関わりの姿勢を身につけることが求められ
る。しかも、単に基本姿勢を身につけるだけでなく、こ
れらを踏まえつつ、個々が自らの実感をさぐり、それと
慎重に照らし合わせながら、自らの持ち味に適した「い
まここ」における関わりのあり方を模索してゆくことが
大切である。
　臨床心理面接特論Ⅱでは、まず、文献を購読してディ
スカッションを行い、臨床心理面接を担当するにあたっ
て必要な事柄を学ぶ。さらに、傾聴や共感的理解といっ
た臨床心理面接における基本姿勢やクライエントと治療
者の関係生成のあり方について、実習を通して体験的理
解を深めてゆく。また、イメージを媒介にした技法につ
いても、体験的に学ぶ。この他、臨床心理面接に携わる
うえで不可欠な倫理的配慮についても、取り上げていく
予定である。

２．教育・研究の個別課題
（1）文献の購読を通して、臨床心理面接の基礎を学ぶ。
（2）傾聴や共感的理解といった臨床心理面接における基

本姿勢やクライエントと治療者の関係生成のあり方
について、体験的理解を深める。

（3）イメージを媒介にした技法について、体験を通して
学ぶ。

（4）臨床心理面接に携わるうえで不可欠な、基本的な倫
理的感覚を養う。

３．教育・研究の方法
　事例論文や文献の購読については、各自指定の文献を
事前に熟読の上、ディスカッションを行う（使用する文
献については、授業時間中に指示する）。臨床心理面接お
よびイメージを媒介にした技法の実習では、体験の後、
ディスカッションを行い、その後、各自振り返りのレポー
トを作成する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　体験実習や発表、ディスカッションにおける準備や取
り組みの姿勢（70％）、レポートの内容（30％）から、総
合的に評価される。

27007571
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

─ 168 ─



第６回　知能検査（３）
第７回　知能検査（４）
第８回　知能検査（５）
第９回　発達検査（１）
第10回　発達検査（２）
第11回　神経心理学的検査（１）
第12回　神経心理学的検査（２）
第13回　神経心理学的検査（３）
第14回　アセスメントにおける倫理
第15回　アセスメント結果の活用

６．留意事項
　受講生の知識や理解度に応じて、実習の順序を調整する
ことがある。本演習で取り上げる心理検査以外にも、多
くの検査が開発されている。様々な心理検査について、
受講生による自主的な学習が期待される。

27011371
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 270113

科 目 名 臨床心理査定演習Ⅰ
担 当 者 向山　泰代
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

１．科目の研究目標
　本演習では、心理臨床の現場で活用されている代表的
な心理検査について、アセスメント理論と技能を学ぶ。
授業では個別式の知能検査等の実習を通じて、主として
人の認知的側面のアセスメントについて学ぶが、その他
の心理検査についても、実施例等を素材としてスコアリ
ング実習等を行う。加えて、テスト・バッテリーの組み
方、実施にあたっての倫理的配慮、結果の有効な活用に
関する学習を通じて、心理アセスメントについての実践
的な知識と技能の修得を目指す。

２．教育・研究の個別課題
（1）心理アセスメントの理論と技法を実践的に学ぶ。
（2）各種の心理検査の有効性と限界について知る。
（3）検査者としての基本的態度と倫理を学ぶ。
（4）有用な記録の取り方や結果のまとめ方、所見の書き

方について学ぶ。
（5）検査結果をいかに個人の統合的理解に結びつけてゆ

くかを考える。

３．教育・研究の方法
　受講生が互いに検査者と被検査者となって心理検査を
体験したり、心理検査の実施例のスコアリングや結果に
ついての検討を行う。これら実習と並行して、受講生は
各検査が開発された背景や依拠する理論や特徴について
まとめ、発表する。個々の心理検査についての理解を深
めた後には、複数のテストによりバッテリーを組み、検
査結果の所見を報告書の形でまとめる。

４．成績評価の基準及び評価方法
（1）各種の心理検査についてのまとめと発表。
（2）テスト・バッテリーを組み、所見を報告書としてま

とめる期末リポート。
（3）授業参加度、課題への取り組み等の学習態度。
以上の３点から総合的に評価する。

５．授業予定
第１回　心理アセスメント概説
第２回　性格検査（質問紙法）（１）
第３回　性格検査（質問紙法）（２）
第４回　知能検査（１）
第５回　知能検査（２）

27011371
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 270133

科 目 名 臨床心理基礎実習Ⅰ

担 当 者

伊藤　一美・河瀬　雅紀・
佐藤　睦子・田中　誉樹・
藤川　洋子・三好　智子・
向山　泰代

単 位 数 1 期 間 前期
配当学年 M1

備 考 （週4時間＋外部実習）　

１．科目の研究目標
　心理臨床の場で来談者に接する際、状態像を把握してそ
の病態水準を推測し、その上で予後を見通し、どのよう
な援助が可能であるか検討することが必要である。受講
生は、本学付設の心理臨床センター心理相談室において
教員が行うインテーク面接に陪席して記録を担当し、初
回面接のあり方について学ぶ。また、ケースカンファレ
ンスに参加することによって、情報の検討方法や相談方
針の確立など、事例を扱っていく上での基本的な事柄に
ついて学んでいく。これらの体験学習を積んだうえで、
本学付設の心理臨床センター心理相談室において電話受
付を行ったり、実際の事例を担当してゆくことになる。

２．教育・研究の個別課題
（1）インテーク面接の陪席とその記録を担当することを

通して、初回面接のあり方や見立て・面接方針の立
て方について学ぶ。 

（2）ケース検討会と小グループでの討論、小レポート作
成などの実習を通して、情報の検討や相談方針の確
立、面接技法の理解など、事例を扱っていく上での
基本的な事柄について学ぶ。 

（3）本学付設の心理臨床センター心理相談室において、
さまざまな臨床経験を積み、実践的な感覚を養う。

（4）期末におけるまとめの試験において、自分の学んだ
ことをまとめる力を培う。

３．教育・研究の方法
　本学付設の心理臨床センター心理相談室において、イ
ンテーク面接の陪席とその記録を行ったり、実際の事例
を担当してその経過をまとめ、ケースカンファレンスで
発表する。また、電話受付などの相談室の周辺業務につ
いても学ぶ。週4時間の授業時間には、これらインテーク
ケース、継続ケースについてのカンファレンスを行い、
内容について報告・検討を行う。

４．成績評価の基準及び評価方法
　ケース検討会への出席・発表・討論・小レポート作成、
期末に行われる記述式の試験およびインテーク陪席とそ
の記録、電話受付における取り組みから、総合的に評価

27013371
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 270120

科 目 名 臨床心理査定演習Ⅱ
担 当 者 佐藤　睦子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

備 考 隔週２コマ連続　

１．科目の研究目標
　本演習では、主に臨床心理士の知識として求められる
投影法について実践的に学んでいく。また、投影法検査
を実際に施行し、その分析や解釈をおこなうことを通し
て、心理査定の実際的な適用法を身につける。精神医学
的な鑑別診断等も含め、医療や教育をはじめ、さまざま
な領域で活用しうる知識・技能の習得を目指す。

２．教育・研究の個別課題
　臨床心理査定演習Iを受け、その発展的展開を目指す。
・投影法全般についてどのようなものかを学ぶ
・投影法の実践を行なう
・実際の事例をもとに討論する
・臨床心理士としての所見の書き方について学ぶ
・現在、臨床現場で行われている査定について学ぶ

３．教育・研究の方法
　投影法には、実際の経験が欠かせないため、まず受講
者間で施行する。その後、投影法全般について、ディス
カッションなどを通じて理解を深める。事例提示を元に、
解釈・所見をレポートにしてまとめる力を養う。

４．成績評価の基準及び評価方法
　検査所見の内容を中心に評価を行なう。さらに、授業
への出席、討論への参加態度も評価に加える。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　自分の投影法データを得る
第３回　自分以外の投影法データを取る
第４回　投影法全般について学ぶ
第５回　心理査定における所見作成のしかたについて
第６回　臨床事例①の分析
第７回　臨床事例①の解釈
第８回　臨床事例①の所見作成
第９回　臨床事例②の分析
第10回　臨床事例②の解釈
第11回　臨床事例②の所見作成
第12回　臨床現場で行われている検査を学ぶ（神経心

理学的査定）
第13回　臨床現場で行われている検査を学ぶ（発達心

理学的査定）
第14回　臨床現場で行われている検査を学ぶ（その他

の査定）
第15回　まとめ

27012071
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

─ 170 ─



科目コード 270134

科 目 名 臨床心理基礎実習Ⅱ

担 当 者

伊藤　一美・河瀬　雅紀・
佐藤　睦子・田中　誉樹・
藤川　洋子・三好　智子・
向山　泰代

単 位 数 1 期 間 後期
配当学年 M1

備 考 （週4時間＋外部実習）　

１．科目の研究目標
　心理臨床の場で来談者に接する際、状態像を把握してそ
の病態水準を推測し、その上で予後を見通し、どのよう
な援助が可能であるか検討することが必要である。受講
生は、本学付設の心理臨床センター心理相談室において
教員が行うインテーク面接に陪席して記録を担当し、初
回面接のあり方について学ぶ。また、ケースカンファレ
ンスに参加することによって、情報の検討方法や相談方
針の確立など、事例を扱っていく上での基本的な事柄に
ついて学んでいく。これらの体験学習を積んだうえで、
本学付設の心理臨床センター心理相談室において電話受
付を行ったり、実際の事例を担当してゆくことになる。
これら経験に加えて、本科目では、学外施設での実習を
通じて実際の現場において実践的な心理臨床的関わりや
援助について経験的に学ぶ。

２．教育・研究の個別課題
（1）インテーク面接の陪席とその記録を担当することを

通して、初回面接のあり方や見立て・面接方針の立
て方について学ぶ。 

（2）ケース検討会と小グループでの討論、小レポート作
成などの実習を通して、情報の検討や相談方針の確
立、面接技法の理解など、事例を扱っていく上での
基本的な事柄について学ぶ。 

（3）本学付設の心理臨床センター心理相談室、学外の実
習先においてさまざまな臨床経験を積み、実践的な
感覚を養う。

（4）期末におけるまとめの試験において、自分の学んだ
ことをまとめる力を培う。

３．教育・研究の方法
　学内実習では、本学付設の心理臨床センター心理相談
室において、インテーク面接の陪席とその記録を行った
り、実際の事例を担当してその経過をまとめ、ケースカ
ンファレンスで発表する。電話受付などの相談室の周辺
業務についても学ぶ。週4時間の授業時間には、これらイ
ンテークケース、継続ケースについてのカンファレンス
を行い、内容について報告・検討を行う。学外での実習
は、教育機関と医療機関で行われるが、それぞれの機関
における対象者への関わりを通じて、心理臨床的援助の

27013471
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する。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（１）
第３回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（２）
第４回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（３）
第５回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（４）
第６回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（５）
第７回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（６）
第８回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（７）
第９回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（８）
第10回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（９）
第11回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（10）
第12回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（11）
第13回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（12）
第14回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（13）
第15回　期末試験

６．留意事項
　本学付設の心理臨床センター心理相談室における実習
とケースカンファレンスは授業期間に限らず、心理相談
室の開室期間内であれば長期休暇中にも適宜行われる。
受講者は各自、心理専門職を目指すものとしての自覚と
責任をもって臨むこと。

27013371
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科目コード 270135

科 目 名 臨床心理実習Ⅰ

担 当 者

三好　智子・伊藤　一美・
河瀬　雅紀・佐藤　睦子・
田中　誉樹・藤川　洋子・
向山　泰代

単 位 数 1 期 間 前期
配当学年 M2

備 考 （週4時間＋外部実習）「臨床心理基礎実習
Ⅰ」を修得済みであること。　

１．科目の研究目標
　本科目は、「臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ」（１年次配当）
での体験学習の上に成り立っている。学内実習では、本
学心理臨床センター心理相談室でケースを担当し、カウ
ンセリング、心理療法、心理検査、心理臨床家としての
基本的態度や倫理などについて体験的に学び、ケース検
討会で指導を受ける。また本科目では、一年次後期に引
き続き学外実習を実施する。学外実習では、心理臨床に
関わるさまざまな専門機関で実習を行い、心理臨床家と
しての基本的な視点について、現場での体験を通して学
ぶ。また、現場での自分自身の体験を記述し実習記録と
してまとめ、その記録に基づいて実習担当者から個別に
指導を受ける。さらに、各相談機関の運営、業務内容等
についても、現場で体験を通して学ぶ。

２．教育・研究の個別課題
（1）学内実習においては、本学心理臨床センター心理相

談室でケースを担当することによって、臨床家とし
ての責任ある関わり方、態度、倫理について体験的
に学ぶ。

（2）センターにおいて、電話受付等、相談室の周辺業務
についても学ぶ。

（3）学内実習では、心理療法の技法について学ぶ。
（4）学内実習では、心理検査の施行や解釈について体験

的に学ぶ。
（5）事例検討会を通して、自分や他の実習者のケースの

流れの見方、治療関係の見方などについて学ぶ。
（6）学外実習では、医療や教育の専門機関が持つ機能と、

その中での臨床心理士の視点、役割等について学ぶ。
（7）学外実習では、各機関において、他の専門職との連

携、協調、臨床心理士の専門性の特徴などについて
考えていく。

（8）実習記録の書き方について学ぶ。
（9）実習で困ったこと、悩んだことなどについて個別に

学内の担当教員とともに考える時間を持ち、指導を
受けることで実習での経験を意味のあるものにする。

27013571
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意義や他業種との連携について学ぶ。また、毎回、実習
記録を作成することによって実習内容の検討を行う。

４．成績評価の基準及び評価方法
　学内実習については、ケース検討会への出席・発表・
討論・小レポート作成・期末試験、およびインテーク陪
席とその記録、電話受付の実習態度によって評価する。
学外実習については、実習への参加状況と毎回の実習記
録により評価する。これらの学内実習・学外実習におけ
る取り組みから、総合的に評価する。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（１）
第３回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（２）
第４回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（３）
第５回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（４）
第６回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（５）
第７回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（６）
第８回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（７）
第９回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（８）
第10回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（９）
第11回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（10）
第12回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（11）
第13回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（12）
第14回　インテークカンファレンスと担当者の決定。

担当事例のカンファレンス（13）
第15回　期末試験

６．留意事項
　学内での実習とケースカンファレンスは授業期間に限
らず、心理相談室の開室期間内であれば長期休暇中にも
適宜行われる。学外での実習は、原則として週一日（終
日）に実施されるが、実習先の状況に応じて長期休暇中
にも実施されることがある。以上のように、実習は長期
休暇中も継続して行なわれるため、受講者は各自、心理
専門職を目指すものとしての自覚と責任をもって臨むこ
と。

27013471
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科目コード 270136

科 目 名 臨床心理実習Ⅱ

担 当 者

三好　智子・伊藤　一美・
河瀬　雅紀・佐藤　睦子・
田中　誉樹・藤川　洋子・
向山　泰代

単 位 数 1 期 間 後期
配当学年 M2

備 考 （週4時間＋外部実習）「臨床心理基礎実習
Ⅱ」を修得済みであること。　

１．科目の研究目標
　本科目は、「臨床心理実習Ⅰ」ならびに「臨床心理基礎
実習Ⅰ・Ⅱ」での体験学習の上に成り立っており、大学
院での専門的学習のまとめの意味も持つ。
　「臨床心理実習Ⅰ」に続いて行われる学内実習では、担
当する事例について責任をもってその運営に当たりなが
ら、カンファレンスを通じて、さまざまな事例について
の対応や、相談機関の運営について学ぶ。

２．教育・研究の個別課題
（1）事例の見立てとそれに基づく面接計画を考え、クラ

イエントにとって最も良い心理療法的アプローチを
探る。

（2）心理面接における技法を習得しつつ、個々の担当事
例に関するケース検討会と小グループでの討論など
の実習を通じて、問題点を振り返りながら今後の見
通しを立てていけるような臨床的視点を養う。

（3）担当事例はもちろん、他の受講生の事例報告も含め、
さまざまな事例を経験する中で、臨床実践のための
理論と方法を学ぶ。

３．教育・研究の方法
　学内実習においては、本学心理臨床センター心理相談
室における事例を担当し、ケース検討会においてその発
表を行う。電話受付などの相談室の周辺業務についても
学ぶ。
　また、学内心理臨床センター心理相談室におけるイン
テークケース、継続ケースについてのカンファレンスを
行い、内容について報告・検討する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　学内実習については、カンファレンスでの発表・討論
などを含む参加態度、担当事例の実施状況の報告内容、
電話受付態度などによって評価される。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　学内実習または事例検討会①

27013671
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３．教育・研究の方法
　学内実習では、本学付設の心理臨床センター心理相談
室において、実際の事例を担当する。電話受付などの相
談室の周辺業務についても学ぶ。週4時間の授業時間に
は、担当ケースについてのカンファレンスを行い、内容
について報告・検討を行う。学外実習は、教育機関と医
療機関で行われるが、それぞれの機関における対象者へ
の関わりを通じて、心理臨床的援助の意義や他業種との
連携について学ぶ。また、毎回、実習記録を作成するこ
とによって実習内容の検討を行うほか、各機関での実習
内容について全体での報告会を行う。

４．成績評価の基準及び評価方法
　学内実習については、ケース検討会への発表、討論な
どへの参加、担当事例の報告、電話受付などによって評
価される。学外実習については、実習への参加状況、参
加態度、実習記録の内容などによって評価される。さら
に学期末に試験を行い、それらをもって総合的に評価す
る。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　学外実習 学内実習または事例検討会①
第３回　学外実習 学内実習または事例検討会②
第４回　学外実習 学内実習または事例検討会③
第５回　学外実習 学内実習または事例検討会④
第６回　学外実習 学内実習または事例検討会⑤
第７回　学外実習 学内実習または事例検討会⑥
第８回　学外実習 学内実習または事例検討会⑦
第９回　学外実習 学内実習または事例検討会⑧
第10回　学外実習 学内実習または事例検討会⑨
第11回　学外実習 学内実習または事例検討会⑩
第12回　学外実習 学内実習または事例検討会⑪
第13回　学外実習 学内実習または事例検討会⑫
第14回　学外実習報告会
第15回　期末試験

６．留意事項
　学内実習におけるケース担当（およびカンファレン
ス）は、基本的に長期休暇にかかわらず継続して行われ
る。ケースを担当するということについての、臨床家と
して自覚が求められる。学外実習は、週１日実施される
が、実習先の状況に応じて長期休暇中も行われることが
ある。そのため実習生は、外部機関に身を置いて勉強し
ていることを自覚して、社会人として、また実習生とし
て責任ある行動をとることが求められる。
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科目コード 270200

科 目 名 臨床心理事例研究法演習Ⅰ

担 当 者
伊藤　一美・佐藤　睦子・
田中　誉樹・藤川　洋子・
三好　智子・向山　泰代

単 位 数 2 期 間 前期集中
配当学年 M2

１．科目の研究目標
　受講者は、学内実習施設である心理臨床センター心理
相談室での事例担当と並行して、スーパービジョンを受
ける。事例担当者は心理相談や心理検査等を実習するに
あたって、来談者の抱える問題を把握することをはじ
め、来談者と担当者との間に信頼関係ができているか、
どのように面接を展開するとよいか等を心理相談の経過
に沿って全体的に捉える必要がある。毎回の面接につい
てまとめたり、振り返ったりする作業を通じて治療過程
についての理解とこれを表現する力を養う。さらにスー
パービジョンを受けることにより、事例についての一層
の理解と面接や検査等に関する知識や技能を高める。

２．教育・研究の個別課題
（1）実習事例を丁寧にまとめ、スーパービジョンを担当

する教員に詳しく報告する。
（2）教員への報告を通じて自分自身の面接を冷静に振り

返る。
（3）個別スーパービジョンあるいは少人数での集団スー

パービジョンを経験し、事例の理解と面接技能を高
め、実践力を養う。

（4）	スーパービジョンでの経験をケース検討会での発表、
事例研究論文執筆に活かし、来談者への心理臨床実
践に還元する。

３．教育・研究の方法
　本科目では、定期的に事例の経過をスーパービジョン
担当教員に報告し、事例の理解や心理相談の進め方など
に関して指導を受ける。また、前期終了時に、それまで
に区切りのついている事例については、ブリーフレポー
トにまとめておく。Ⅱ（後期）では、心理相談に関する
先行文献も参照しながら、自身の実践についての研究論
文執筆に取り組む。

４．成績評価の基準及び評価方法
　臨床心理事例研究法Ⅰ（前期）では、スーパービジョ
ンでの報告内容や事例運営おける意欲が評価の対象とな
る。臨床心理事例研究法Ⅱ（後期）では、スーパービジョ
ンでの報告内容と事例運営の意欲に加え、全担当事例に
ついてのブリーフレポートと学内実習施設での担当事例

27020071
科目コード：

1	ページ目
（全	2	ページ）

第３回　学内実習または事例検討会②
第４回　学内実習または事例検討会③
第５回　学内実習または事例検討会④
第６回　学内実習または事例検討会⑤
第７回　学内実習または事例検討会⑥
第８回　学内実習または事例検討会⑦
第９回　学内実習または事例検討会⑧
第10回　学内実習または事例検討会⑨
第11回　学内実習または事例検討会⑩
第12回　学内実習または事例検討会⑪
第13回　学内実習または事例検討会⑫
第14回　学内実習または事例検討会⑬
第15回　期末試験

６．留意事項
　実習ではあっても、心理臨床家としての自覚を持ち、
責任を持って取り組むこと。

27013671
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 270201

科 目 名 臨床心理事例研究法演習Ⅱ

担 当 者
伊藤　一美・佐藤　睦子・
田中　誉樹・藤川　洋子・
三好　智子・向山　泰代

単 位 数 2 期 間 後期集中
配当学年 M2

１．科目の研究目標
　受講者は、学内実習施設である心理臨床センター心理
相談室での事例担当と並行して、スーパービジョンを受
ける。事例担当者は心理相談や心理検査等を実習するに
あたって、来談者の抱える問題を把握することをはじ
め、来談者と担当者との間に信頼関係ができているか、
どのように面接を展開するとよいか等を心理相談の経過
に沿って全体的に捉える必要がある。毎回の面接につい
てまとめたり、振り返ったりする作業を通じて治療過程
についての理解とこれを表現する力を養う。さらにスー
パービジョンを受けることにより、事例についての一層
の理解と面接や検査等に関する知識や技能を高める。

２．教育・研究の個別課題
（1）実習事例を丁寧にまとめ、スーパービジョンを担当

する教員に詳しく報告する。
（2）教員への報告を通じて自分自身の面接を冷静に振り

返る。
（3）個別スーパービジョンあるいは少人数での集団スー

パービジョンを経験し、事例の理解と面接技能を高
め、実践力を養う。

（4）スーパービジョンでの経験をケース検討会での発表、
事例研究論文執筆に活かし、来談者への心理臨床実
践に還元する。

３．教育・研究の方法
　本科目では、定期的に事例の経過をスーパービジョン
担当教員に報告し、事例の理解や心理相談の進め方など
に関して指導を受ける。また、前期終了時に、それまで
に区切りのついている事例については、ブリーフレポー
トにまとめておく。Ⅱ（後期）では、心理相談に関する
先行文献も参照しながら、自身の実践についての研究論
文執筆に取り組む。

４．成績評価の基準及び評価方法
　臨床心理事例研究法Ⅰ（前期）では、スーパービジョ
ンでの報告内容や事例運営おける意欲が評価の対象とな
る。臨床心理事例研究法Ⅱ（後期）では、スーパービジョ
ンでの報告内容と事例運営の意欲に加え、全担当事例に
ついてのブリーフレポートと学内実習施設での担当事例

27020171
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

に関する事例研究論文等が評価の対象となる。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　担当事例のスーパービジョン（1）
第３回　担当事例のスーパービジョン（2）
第４回　担当事例のスーパービジョン（3）
第５回　担当事例のスーパービジョン（4）
第６回　担当事例のスーパービジョン（5）
第７回　担当事例のスーパービジョン（6）
第８回　担当事例のスーパービジョン（7）
第９回　担当事例のスーパービジョン（8）
第10回　担当事例のスーパービジョン（9）
第11回　担当事例のスーパービジョン（10）
第12回　担当事例のスーパービジョン（11）
第13回　担当事例のスーパービジョン（12）
第14回　担当事例のスーパービジョン（13）
第15回　担当事例のスーパービジョン（14）

６．留意事項
＊定期的かつ事例の実情に応じて、随時、事例運営につ
いてのスーパービジョンを受ける。学内心理臨床セン
ター心理相談室での実習は長期休暇中にも行われるた
め、それに応じてスーパービジョンも適宜行われる。
＊担当事例についてのブリーフレポートは継続、終結、
中断等の全ての担当事例について提出を求める。事例
研究論文はスーパービジョン担当教員の指導のもとで
作成し、臨床心理学専攻専任教員による倫理面での
チェックを受けたのち、提出すること。

27020071
科目コード：

2	ページ目
（全	2	ページ）
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心理学研究科 発達・学校心理学専攻 博士前期課程・臨床心理学専攻 博士前期課程



科目コード 270131

科 目 名
学校カウンセリング特論
学校におけるカウンセリングが果たす意義
の理解

担 当 者 薦田　未央
単 位 数 2 期 間 後期集中
配当学年 M12

参考文献

『教師とカウンセラーのための学校心理臨床
講座』定森恭司（編），昭和堂，2005

『スクールカウンセリング　モデル100例』か
しまえりこ・神田橋條治，創元社，2006

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　児童・生徒の成長の場である学校現場において、その
成長・発達を支援する方法についての理解を深める。特
に、幼児・児童・生徒の成長の場である学校ではそれぞ
れの発達課題に由来する困難さが多く見られ、教師には
対応が求められている。特に、いじめ、不登校、発達障
害に起因する教育上の困難さについては具体的な対応が
求められている。この様な問題について学び、当事者で
ある子ども自身や関係する教師、保護者の理解を深め、
その援助についての専門性を探究する。また、援助を直
接行うことのできる技量を持つ教師の養成を行う。

２．教育・研究の個別課題
１．幼児・児童・生徒の抱える発達課題と困難性につい
ての理解

２．学校臨床に求められる知見と技術の理解
３．学校現場で用いるカウンセリングの基礎についての
理解

４．教職員と学校臨床のコラボレーションのあり方につ
いて

５．学校で生じる諸問題への検討力と対処力の養成

３．教育・研究の方法
　テキストや授業で配布する資料を中心に、学校教育に
見られる問題を取りあげ整理する。それに基づき教育と
スクールカウンセラーなどの臨床心理学的な視点がどの
ように補い合うのかを検討する。また、事例を通して個
別の問題と共通の課題を理解し、アプローチの方法を検
討、議論する。講義とディスカッションを中心に進める。

４．成績評価の基準及び評価方法
　ディスカッション等の授業参加度（30％）、授業中に課
する提出課題（40％）、期末レポート（30％）の総合評
価。

27013171
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

に関する事例研究論文等が評価の対象となる。

５．授業予定
第１回　担当事例のスーパービジョン（1）
第２回　担当事例のスーパービジョン（2）
第３回　担当事例のスーパービジョン（3）
第４回　担当事例のスーパービジョン（4）
第５回　担当事例のスーパービジョン（5）
第６回　担当事例のスーパービジョン（6）
第７回　担当事例のスーパービジョン（7）
第８回　担当事例のスーパービジョン（8）
第９回　担当事例のスーパービジョン（9）
第10回　担当事例のスーパービジョン（10）
第11回　担当事例のスーパービジョン（11）
第12回　担当事例のスーパービジョン（12）
第13回　担当事例のスーパービジョン（13）
第14回　担当事例のスーパービジョン（14）
第15回　担当事例の振り返り

６．留意事項
＊定期的かつ事例の実情に応じて、随時、事例運営につ
いてのスーパービジョンを受ける。学内心理臨床セン
ター心理相談室での実習は長期休暇中にも行われるた
め、それに応じてスーパービジョンも適宜行われる。
＊担当事例についてのブリーフレポートは継続、終結、
中断等の全ての担当事例について提出を求める。事例
研究論文はスーパービジョン担当教員の指導のもとで
作成し、臨床心理学専攻専任教員による倫理面での
チェックを受けたのち、提出すること。

27020171
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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【関連科目】（発達・学校心理学専攻）



科目コード 270140

科 目 名 理科教育特論
教材化のための植物学

担 当 者 菅井 啓之
単 位 数 2 期 間 前期集中
配当学年 M12

参考文献 『図説植物用語事典』清水建美，八坂書房，
2001

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　理科の生物分野の中で取り扱われる植物教材は多種多様
の渡る上、探求活動を進めるに辺り植物学的な専門知識
が求められることも多い。この授業では理科教材として
使われる植物を主として実践的に植物学的知見を学び、
より深い見方に立った指導ができることを目標とする。
２．教育・研究の個別課題
・身近な植物についての知見を広げる。
・植物形態学を主とする植物の見方を身につける。
・植物学の一般的な知識体系を学ぶ。
・理科教材としての植物について深く探求する。
３．教育・研究の方法
　身近な自然に見られる植物、つまり校庭や公園、花壇
や道端などの植物についての知識を実践的に学び、教材
化していく基礎力を身につける。さらには植物学的知見
から身近な植物の形態を深く観察する。
４．成績評価の基準及び評価方法
　植物学的知見を実践的に身につけることができたかを、
実際の植物を使って試験（30％）を実施すると共に、植
物の教材化の実践的な力をレポート（40％）として提出
する。また、出席（30％）も重視する。（実習を基本にす
る関係上、出席がなければ本当に実践的に身につけるこ
とができないため）
５．授業予定
第１回　植物教材の見通し
第２回　植物形態学の概論
第３回　種子の観察（実践的観察と野外実習）
第４回　発芽の構造（実践的観察と野外実習）
第５回　茎の観察（実践的観察と野外実習）
第６回　葉の観察（実践的観察と野外実習）
第７回　根の観察（実践的観察と野外実習）
第８回　花の観察（実践的観察と野外実習）
第９回　果実の形態（実践的観察と野外実習）
第10回　種子散布（実践的観察と野外実習）
第11回　植物の教材化の研究（１）
第12回　植物の教材化の研究（２）
第13回　植物の教材化の研究（３）
第14回　植物の教材化の研究（４）
第15回　形態学から生態学へ
６．留意事項
　実習に野外に出ることも多いので、服装や靴、帽子な
どの準備が必要。

27014071
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

５．授業予定
第１回　学校臨床とは
第２回　カウンセリングの技法
第３回　学校におけるカウンセリングの役割
第４回　学校教育と心理臨床のコラボレーション
第５回　児童期・思春期の自我発達
第６回　学校における見たてとアセスメント
第７回　アセスメントの技法と所見
第８回　相談の実際（事例に学ぶ）①不登校
第９回　相談の実際（事例に学ぶ）②いじめ
第10回　相談の実際（事例に学ぶ）③発達障害
第11回　学校現場でのコンサルテーション
第12回　保護者へのコンサルテーション
第13回　スクールカウンセラーの役割
第14回　専門機関との連携
第15回　まとめ　学校臨床に求められるもの

６．留意事項
　授業予定は、順序が入れ替わることがある。この科目
は学校心理士資格取得に関する６「学校カウンセリング・
コンサルテーション」の科目に該当する。

27013171
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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心理学研究科 発達・学校心理学専攻 博士前期課程・臨床心理学専攻 博士前期課程



科目コード 270142

科 目 名 体育教育特論
担 当 者 内田 和寿
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

参考文献

体育科教育学入門：高橋健夫・岡出美則・友
添秀則・岩田靖編著．大修館書店．2010．
幼児体育理論と実践：日本幼児教育学会編．
大学教育出版．2006．

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　本科目は、小学校における体育科の授業および、幼稚
園における運動活動、遊びの場面において、子どもたち
がより運動に関心・意欲を高めることが出来るような指
導についての知識・理解を深め、体育科に関する総合的
な教育理論を身につけることを目的とする。

２．教育・研究の個別課題
　体育の目標・内容について学び、「目標と指導と評価の
一体化」を具現化した指導内容を理解する。またスポー
ツとの違いや、遊びと体育の違い等を正しく理解し、体
育の授業の特性を理解する。

３．教育・研究の方法
　基礎理論の講義を元に、各自で研究テーマを絞り、運
動の指導及び、授業の組み立てについてディスカッショ
ンを行う。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業分析に関するレポート30％・教材開発の内容50%・
授業への取り組み意欲、発言内容20%

５．授業予定
第１回　教科としての体育、体育の目標・内容（体育

の意義、何を学ぶ科目であるのか）
第２回　スポーツ・体育・運動・レクリエーション（用

語の正しい理解、それぞれの特性理解）
第３回　学習主体について（現代の子どもの変容、体

力・運動能力の発達、運動への興味関心）
第４回　体育に関する基礎理論（生理学・運動学・栄

養学・心理学等との関連）
第５回　学習者の発達段階の違いと体育授業
第６回　体育の教材・教具、学習環境（学習者に応じ

た教材の工夫、意欲を高める場の設定）
第７回　運動の特性を理解した授業の組み立てⅠ（体

つくり運動の授業づくり）
第８回　運動の特性を理解した授業の組み立てⅡ（器

械運動、陸上運動、表現運動の授業づくり）

27014271
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 270141

科 目 名 音楽教育特論
担 当 者 小林 多津子
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 M12

テキスト 適宜、指示する
備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　我が国及び諸外国の音楽教育の歴史・目的（内容を含
む）について比較・考察し、音楽教育のあり方について
研究し、音楽教育の今日的課題を明確にし、その解決に
向けて望ましい教育方法を考案する。

２．教育・研究の個別課題
・我が国及び諸外国の音楽教育の歴史・目的について理
解する。
今日的課題を明らかにし、その解決方法を編み出す。

３．教育・研究の方法
文献講読
専攻研究をもとに、望ましい音楽教育の在り方を研究す
る

４．成績評価の基準及び評価方法
　研究に対する積極的な姿勢、レポートや文献講読によ
るディスカッションをもとに総合的に判断して評価する。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　音楽教育の理念と目的
第３回　我が国及び諸外国の音楽教育の歴史
第４回　我が国と諸外国の音楽教育比較
第５回　教授・学習過程の検証①　学習内容
第６回　教授・学習過程の検証②　指導方法
第７回　歌唱指導の今日的課題
第８回　器楽指導の今日的課題
第９回　創作指導の今日的課題
第10回　鑑賞指導の今日的課題
第11回　音楽教育の存在意義
第12回　音楽教育の在り方①　教育内容
第13回　音楽教育の在り方②　教育方法
第14回　音楽教育の必要性と教師に求められる実践力
第15回　まとめ

27014171
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 270144

科 目 名 教育実践特別演習
専修免許教員としての実力をつけよう

担 当 者 神月　紀輔
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

参考文献 参考文献はその都度提示する。
備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　専修免許を取得するものとして修了後，実践的課題に即
時対応できるようにするため，現場実習などのインター
ンシップを含めた，実践による教員としての演習を行う。
　教育現場で起こりうる課題を解決するための方法や手
段を学ぶ。

２．教育・研究の個別課題
　基本的な授業の方法や，心理学的な学習理論を応用し
た学習デザインを立案し，実践現場にて実習を行う。
　実践研究から学習者間のディスカッションを行い，授
業や課外活動においての教育実践の方法を習得する。
　実践的課題から演習のトピックは変更されることがあ
る。

３．教育・研究の方法
　教育効果や評価は，単に直観的なものではなく，デー
タをとり，そのデータと向き合い，客観的に見ることが
できるようにする。
　そのため，心理統計は多く用いることになる。
　また，テキスト分析や質的なデータの分析法としての
グラウンディッドセオリー・アプローチなどを用いる場
合もある。

４．成績評価の基準及び評価方法
授業に対する取り組み（40%）
課題レポート（40%）
授業に対する相互評価，自己評価（20%）

５．授業予定
第１回　イントロダクション
第２回　実践演習Ⅰ（黒板，教材教具を用いた授業計

画）
第３回　実践演習Ⅰ（模擬授業または協力校における

授業実践演習）
第４回　実践演習Ⅰ（相互評価，指導助言を受ける）
第５回　実践演習Ⅱ（道徳教育についての授業計画）
第６回　実践演習Ⅱ（模擬授業または協力校における

授業実践演習）

27014471
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

第９回   運動の特性を理解した授業の組み立てⅢ（ボー
ル運動の授業づくり）

第10回　体育理論の授業の組み立て（実技単元に組み
込む内容、独立単元として教室で行う内容）

第11回　保健授業の進め方（授業の進め方、指導上の
留意点）

第12回　体育の学習評価（様々な評価方法、知識・理
解の評価、技能・表現の評価）

第13回　体育の授業評価（児童による態度評価、形成
的評価、授業分析、授業観察法、教師行動）

第14回　教科以外の保健・体育（体力つくり、健康安
全、体育的行事、特別活動、学級活動、部活
動）

第15回　良い体育の授業とは（勢いのある授業、肯定
的な授業の雰囲気、授業のマネージメント）

27014271
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 270147

科 目 名 教科教育演習（理科）
生物教材開発の手法

担 当 者 菅井 啓之
単 位 数 2 期 間 後期集中
配当学年 M12

テキスト 『ものの見方を育む自然観察入門』菅井啓
之，文渓堂，2004

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　理科教育における自然の教材化は、児童生徒の興味関
心を引き出し、問題解決活動へと誘うために大変重要な
教育活動である。教科書に示された教材を使うことのみ
に終始せず、自前の教材開発は授業の活性化と理解力向
上のために教師にとって必須のものである。教材化のた
めの基本的な自然の認識を踏まえた教材作りの工夫の仕
方を具体的に習得することをねらいとする。
２．教育・研究の個別課題
１、身近な自然を教材化することの意義を学ぶ。
２、	教材化するとはどうすることかを具体的に理解する。
３、目の前の自然と教育目標を結ぶつける工夫の仕方を
習得する。

４、身近な自然をよく観察することを体験的に学ぶ。
５、具体的な教材化された学習活動を実際に体験しなが
ら修正を加える。

３．教育・研究の方法
　現在教科書に掲載されている教材がどのように作成さ
れていくのか、その過程を学びながら、教材開発の本筋
を具体的な事例を使って検証し、自力で教材開発するこ
とのできる力を習得する。
４．成績評価の基準及び評価方法
教材開発に関する具体的な演習レポート（50％）
身近な自然への理解度（30％）、出席と授業態度、熱意
（20％）
５．授業予定
第１回　教材開発とは何か
第２回　教科書の成り立ちと構成の考え方
第３回　一単元を例に教材化の仕組みを検証する
第４回　自前の教材化の具体例を学ぶ
第５回　理科教育における教材開発理論
第６回　教材開発のプロセス
第７回　校庭の生物を活用した教材化
第８回　校区・地域の教材化の掘り起し
第９回　教材開発の実践演習
第10回　現場から学ぶ理論の具体化へのヒント
第11回　教材開発の問題点
第12回　生物教材の研究法
第13回　教材開発と環境教育
第14回　教材開発と公共施設との連携
第15回　自然教育思想から教材開発を見直す

27014771
科目コード：

1	ページ目
（全	1	ページ）

第７回　実践演習Ⅱ（相互評価，指導助言を受ける）
第８回　観察実習Ⅰ①（協力校において半日の観察実

習）
第９回　観察実習Ⅰ②（協力校において半日の観察実

習）
第10回　実践演習Ⅲ（特別活動・外国語活動について

の授業計画）
第11回　実践演習Ⅲ（模擬授業または協力校における

授業実践演習）
第12回　実践演習Ⅲ（相互評価，指導助言を受ける）
第13回　観察実習Ⅱ①（協力校において半日の観察実

習）
第14回　観察実習Ⅱ②（協力校において半日の観察実

習）
第15回　自己評価，相互評価，まとめ

６．留意事項
　演習であるので，主体的に学ぶ姿勢が必要である。
　実習・演習後は，レポートの提出を毎回求める。
　実践演習を学会等の参加に置き換えることもある。

27014471
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 270149

科 目 名 教科教育演習（体育）
担 当 者 内田 和寿
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

参考文献

体育科教育学入門：高橋健夫・岡出美則・友
添秀則・岩田靖編著．大修館書店．2010．
幼児体育理論と実践：日本幼児教育学会編．
大学教育出版．2006．

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　本科目は、小学校における体育科の授業および、幼稚
園における運動活動、遊びの場面において、子どもたち
が、より運動に関心・意欲を高めることが出来るような
教材についての開発を行う能力を身につけることを目的
とする。そのために、体育の基礎・運動の特性・運動指
導の方法・教材開発の事例研究等について理解を深めた
のち、履修者同士で実際に教材開発を行い、相互に評価
し合う内容とする。

２．教育・研究の個別課題
　体育の基礎理論や運動の特性を理解し、自ら様々な運
動遊びや運動種目について工夫した教材を考案する。

３．教育・研究の方法
　教材開発をするための基礎的な知識を学んだ後、実際
に様々な運動遊びや運動種目についての教材開発を行う。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業見学に関するレポート30％・教材開発の内容50%・
授業への取り組み意欲、発言内容20%

５．授業予定
第１回　オリエンテーション・教材開発の意義につて
第２回　教材開発の事例について（教材の特徴を理解

する）
第３回　教材開発の仕方について（教材開発の手順に

ついて理解する）
第４回　体育科の教材に着目した授業観察の方法につ

いて
第５回　授業見学（小学校又は幼稚園の実際の授業を

見学・４コマ分の集中授業で行う）
第６回　授業見学（小学校又は幼稚園の実際の授業を

見学・４コマ分の集中授業で行う）
第７回　授業見学（小学校又は幼稚園の実際の授業を

見学・４コマ分の集中授業で行う）
第８回　授業見学（小学校又は幼稚園の実際の授業を

見学・４コマ分の集中授業で行う）

27014971
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 270148

科 目 名 教科教育演習（音楽）
担 当 者 小林 多津子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 M12

テキスト 適宜、指示する。
備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　音楽の学習指導についての教材の位置づけ及び取り扱
いの問題点などを通して、音楽教材の吟味と楽曲分析を
行い、学習指導に適切な教材の教材集を作る。

２．教育・研究の個別課題
・音楽の教科書に示されている教材を分析する。
・教材の実践的活用の方法を探る。
・音楽科教育における理想的な音楽教材を具体化する。

３．教育・研究の方法
　教科書に掲載されている教材の楽曲分析をする。
　望ましい教材の在り方を構築する。
　教材を作成する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　研究に対する積極的姿勢と教材開発への創造性やオリ
ジナリティ、及び音楽科教育に対する視野の拡大と研究
の深化を総合的に評価する。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション　我が国の音楽教育の現

状
第２回　学習指導要領と教科書との関係及び教材開発

の視点
第３回　現行教科書の分析①　歌唱領域を中心として
第４回　現行教科書の分析②　器楽領域を中心として
第５回　現行教科書の分析③　鑑賞領域を中心として
第６回　歌唱活動教材の開発
第７回　器楽活動教材の開発
第８回　創作活動教材の開発
第９回　鑑賞活動教材の開発
第10回　学習プログラム作成　表現領域を中心として
第11回　学習プログラム作成　鑑賞領域を中心として
第12回　音楽教育の展開と音楽活動
第13回　教授・学習過程の検証と考察①　楽曲分析と

活用方法
第14回　教授・学習過程の検証と考察②　教材選択と

設定
第15回　まとめ

27014871
科目コード：
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科目コード 270073

科 目 名 心理療法特論
統合的アプローチを学ぶ

担 当 者 杉原　保史
単 位 数 2 期 間 前期集中
配当学年 M12

テキスト 『技芸としてのカウンセリング入門』杉原保
史，創元社，2012，4422115464

参考文献

『心理療法の統合を求めて』ワクテルＰ，金
剛出版，2002，477240726X

『心理療法家の言葉の技術』ワクテルＰ，金
剛出版，2004，4772408290

『説得と治療』フランクとフランク，金剛出
版，2007，4772409912

『統合的アプローチによる心理援助』杉原保
史，金剛出版，2009，4772410694

１．科目の研究目標
　心理療法の入門書は、主要な学派の概要のバラバラで並
列的な記述であるか、いずれか１つの学派についての体系
的な記述であるか、そのいずれかであることが多い。そ
こでは入門者はいずれか１つの学派を選択し、もっぱら
排他的にその学派を学んでいくことが暗黙の前提となっ
ている。この講義は、この前提に挑戦するものである。
受講学生が、異なる様々の学派間の隠れた共通性や両立
可能性についての認識を深めること、ならびに、実践の
中で複数の学派の知恵を調和的に活用できるための準備
性を整えること、を目標とする。

２．教育・研究の個別課題
　心理療法が多くの学派によって成り立っていることを理
解し考察する／学派というものが持つ機能や性質につい
て検討する／学派についての自らの姿勢を振り返る／心
理療法の主要学派の特徴を理解する／統合的なアプロー
チについて理論的に学ぶ／統合的なアプローチによる実
践の報告に触れる／ロールプレイなどの実習を行い体験
的に学ぶ

３．教育・研究の方法
　講義、論文やテキストの講読、質疑、討議、実習。

４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は、質疑や討議や実習への参加の様子を50％、レ
ポートを50％として行う。

５．授業予定
第１回　統合的アプローチとは
第２回　学派とは何か／学派との関わり方の検討
第３回　ロールプレイ／デモンストレーション
第４回　ロールプレイ／体験学習と振り返り
第５回　あらゆる学派に共通の基礎：傾聴スキル１

27007371
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）

第９回　授業見学のまとめ・授業観察シートに基づく
授業分析

第10回　教材の試作・開発①（受講者自らが教材開発
に取り組む）

第11回　教材の試作・開発②（受講者自らが教材開発
に取り組む、他者からの評価も含む）

第12回　教材開発の実践①（受講者に教材を体験して
もらい、内容について議論する）

第13回　教材開発の実践②（受講者に教材を体験して
もらい、内容について議論する）

第14回　教材開発のまとめ（実践で行った内容につて
自己評価を行い、発表する）

第15回　まとめ・子どもの学習に効果的な教材につい
て

27014971
科目コード：
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科目コード 270132

科 目 名 臨床心理地域援助特論
担 当 者 佐藤  純・河瀬 雅紀
単 位 数 2 期 間 前期集中
配当学年 M12

テキスト 特になし

参考文献

『臨床心理地域援助研究セミナー』野島一彦
編，至文堂

『コミュニティ心理学』山本和郎，東京大学
出版会

『がん患者　グループ療法の実際』河瀬雅
紀，金芳堂

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　臨床心理地域援助特論では、個人を対象とした心理療
法だけでなく、学校や職場、地域社会の人々に働きかけ
適切な心理援助ができるように、予防、危機介入、ソー
シャル・サポート、グループアプローチ、コンサルテー
ションなどの基礎概念とその方法論を学んでいく。その
ため、保健・医療・福祉・教育現場と密接に関連づけな
がら援助の実際も学んでいく。この講義を通して、地域
における臨床心理士の役割を理解し、さらに、他職種と
連携する上での倫理的問題についても理解する。

２．教育・研究の個別課題
【1】臨床心理地域援助の概念を理解する
【2】臨床心理地域援助の方法論を理解する
【3】臨床心理地域援助における倫理的問題を理解する
【4】保健・医療・福祉・教育領域で必要とされる技法を

理解し、実践する力を身につける

３．教育・研究の方法
　講義及び演習

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度50点、レポート50点で評価する

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　集団精神療法の位置づけ
第３回　精神保健福祉領域におけるグループアプロー

チの実際
第４回	 	心理教育、問題解決技法によるミーティング、

Social	Skills	Training
第５回	 	心理教育、問題解決技法によるミーティング、

Social	Skills	Training
第６回	 	心理教育、問題解決技法によるミーティング、

Social	Skills	Training

27013271
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第６回　あらゆる学派に共通の基礎：傾聴スキル２
第７回　カウンセリング評価尺度１
第８回　カウンセリング評価尺度２
第９回　受容・傾聴的なアプローチと認知行動療法の

統合１
第10回　受容・傾聴的なアプローチと認知行動療法の

統合２
第11回　２人カウンセラーによるカウンセリング実習

１
第12回　２人カウンセラーによるカウンセリング実習

２
第13回　ロールプレイ／体験学習と振り返り
第14回　カウンセラーの言葉の技術１
第15回　カウンセラーの言葉の技術２

27007371
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 270153

科 目 名 特別研究
担 当 者 専任教員
単 位 数 4 期 間 通年集中
配当学年 M2

備 考 必修

１．科目の研究目標
　修士論文作成のための指導科目である。「専門演習」と
の対応を図りつつ、指導教員の個別指導を中心とする。
指導担当者は、院生の研究テーマに応じて定められる。

２．教育・研究の個別課題
　修士論文は以下の観点を中心とした指導を行っていく。
①研究の枠組みの妥当性：目的と方法の対応、仮説の適
否
②文献収集の実績：新しい文献や最新の議論を把握して
いること
③データ処理の適否
④解釈と構成：データの意味の解釈の適否、表現の適否
⑤独創性：独創的なアイデアや指摘が含まれていること

３．教育・研究の方法
　院生の研究テーマに基づき、主指導教員１名と副指導
教員２名による個別指導を行う。また、指導の過程で討
議された内容は、「専門演習」において発表され、それは
さらに個別指導に生かされることになる。

４．成績評価の基準及び評価方法
　修士論文への取り組み方、修士論文発表会でのフロアー
評価、および完成された修士論文をもとに、総合的に評
価する。

５．留意事項
　具体的な内容と進行および指導方法については、指導
教員によって示される。

27015373
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

第７回　チームアプローチ、ネットワーキング、精神
疾患の早期介入

第８回　チームアプローチ、ネットワーキング、精神
疾患の早期介入

第９回　チームアプローチ、ネットワーキング、精神
疾患の早期介入

第10回　臨床心理地域援助活動の実際（外来講師によ
る特別講義も予定）

第11回　臨床心理地域援助活動の実際（外来講師によ
る特別講義も予定）

第12回　臨床心理地域援助活動の実際（外来講師によ
る特別講義も予定）

第13回　臨床心理地域援助活動の実際（外来講師によ
る特別講義も予定）

第14回　臨床心理地域援助活動の実際（外来講師によ
る特別講義も予定）

第15回　臨床心理地域援助活動の実際（外来講師によ
る特別講義も予定）

27013271
科目コード：

2	ページ目
（全	2	ページ）
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【演習科目】



第９回　合同演習（Ｍ２修士論文中間発表会）
第10回　合同演習（Ｍ２修士論文中間発表会）
第11回　合同演習（Ｍ２修士論文中間発表会）
第12回　合同演習（Ｍ２修士論文中間発表会）
第13回　研究計画および研究経過発表
第14回　研究計画および研究経過発表
第15回　研究計画および研究経過発表
第16回　研究計画および研究経過発表
第17回　研究計画および研究経過発表
第18回　研究計画および研究経過発表
第19回　研究計画および研究経過発表
第20回　研究計画および研究経過発表
第21回　研究計画および研究経過発表
第22回　合同演習（Ｍ１修士論文計画発表会）
第23回　合同演習（Ｍ１修士論文計画発表会）
第24回　合同演習（Ｍ１修士論文計画発表会）
第25回　合同演習（Ｍ１修士論文計画発表会）
第26回　研究計画および研究経過発表
第27回　研究計画および研究経過発表
第28回　合同演習（Ｍ２修士論文発表会）
第29回　合同演習（Ｍ２修士論文発表会）
第30回　合同演習（Ｍ２修士論文発表会）

27023171
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 270231・270232

科 目 名 発達・学校心理学専門演習Ⅰ・Ⅱ

担 当 者

尾崎　仁美・上田　恵津子・
工藤　哲夫・神月　紀輔・
古賀　一男・薦田　未央・
高井　直美・廣瀬　直哉・
松島　るみ

単 位 数 2 期 間 前期Ⅰ　後期Ⅱ
配当学年 M1

備 考 発達・学校心理学専攻必修　

１．科目の研究目標
　博士前期課程の間に、発達・学校心理学に関する様々
な重要テーマを扱った研究を院生が自分で精力的に行っ
ていくことができるように指導する。
　そのために、専攻に属する教員全員で、すべての院生
の発表をしっかりと見守りながら、教員各自の専門性を
生かして総合的に指導していく。

２．教育・研究の個別課題
１．自分の研究テーマを見つけるため、内外の多くの文
献を精読する。

２．文献を整理しながら、オリジナリティのある研究テー
マを考えて研究計画を組み立てていく。

３．他者の研究計画および研究経過発表を聞いて学習し
たことを、自身の研究計画立案に役立てる。

３．教育・研究の方法
　専攻に属する院生と教員の全員が参加し、研究会方式
で進める。院生は各自の研究テーマや研究計画、データ
処理、結果と考察などを段階ごとに報告し、出席者はそ
れに関して意見や質問や情報を提供する。報告担当の院
生は、事前に口頭発表とそのための資料プリントの用意
をする。

４．成績評価の基準及び評価方法
　出席状況、発表のしかた、資料の作り方、質疑応答（他
者が発表している時の質問等も含む）、レポート課題（夏
季休暇などに課せられるもの）などを総合的に評価する。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　研究計画および研究経過発表
第３回　研究計画および研究経過発表
第４回　研究計画および研究経過発表
第５回　英文雑誌論文講読発表
第６回　英文雑誌論文講読発表
第７回　英文雑誌論文講読発表
第８回　合同演習（Ｍ２修士論文中間発表会）

27023171
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）
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【演習科目】（発達・学校心理学専攻）



第10回　合同演習（Ｍ２修士論文中間発表会）
第11回　合同演習（Ｍ２修士論文中間発表会）
第12回　合同演習（Ｍ２修士論文中間発表会）
第13回　研究計画および研究経過発表
第14回　研究計画および研究経過発表
第15回　研究計画および研究経過発表
第16回　研究計画および研究経過発表
第17回　研究計画および研究経過発表
第18回　研究計画および研究経過発表
第19回　研究計画および研究経過発表
第20回　研究計画および研究経過発表
第21回　研究計画および研究経過発表
第22回　合同演習（Ｍ１修士論文計画発表会）
第23回　合同演習（Ｍ１修士論文計画発表会）
第24回　合同演習（Ｍ１修士論文計画発表会）
第25回　合同演習（Ｍ１修士論文計画発表会）
第26回　修士論文経過発表
第27回　修士論文経過発表
第28回　合同演習（Ｍ２修士論文発表会）
第29回　合同演習（Ｍ２修士論文発表会）
第30回　合同演習（Ｍ２修士論文発表会）

27023371
科目コード：
27023371
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 270233・270234

科 目 名 発達・学校心理学専門演習Ⅲ・Ⅳ

担 当 者

尾崎　仁美・上田　恵津子・
工藤　哲夫・神月　紀輔・
古賀　一男・薦田　未央・
高井　直美・廣瀬　直哉・
松島　るみ

単 位 数 2 期 間 前期Ⅲ　後期Ⅳ
配当学年 M2

備 考 発達・学校心理学専攻必修　

１．科目の研究目標
　院生が自らの研究内容と経過を発表することを通して、
研究の問題点を明らかにし、より良い研究論文を作成で
きるように指導する。
　そのために、専攻に属する教員全員で、すべての院生
の発表をしっかりと見守りながら、教員各自の専門性を
生かして総合的に指導していく。

２．教育・研究の個別課題
１．実験・観察・調査を具体的に進めていく中で、生じ
てくる問題点を整理し、意味のある研究論文に仕上
げていく過程を発表する。

２．他者の研究計画および研究経過発表を聞いて学習し
たことを、自身の研究論文作成に役立てる。

３．教育・研究の方法
　専攻に属する院生と教員の全員が参加し、研究会方式
で進める。院生は各自の研究テーマや研究計画、データ
処理、結果と考察などを段階ごとに報告し、出席者はそ
れに関して意見や質問や情報を提供する。報告担当の院
生は、事前に口頭発表とそのための資料プリントの用意
をする。

４．成績評価の基準及び評価方法
　出席状況、発表のしかた、資料の作り方、質疑応答（他
者が発表している時の質問等も含む）、レポート課題など
を総合的に評価する。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　研究計画および研究経過発表
第３回　研究計画および研究経過発表
第４回　研究計画および研究経過発表
第５回　英文雑誌論文講読発表
第６回　英文雑誌論文講読発表
第７回　英文雑誌論文講読発表
第８回　合同演習（Ｍ２修士論文中間発表会）
第９回　合同演習（Ｍ２修士論文中間発表会）

27023371
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）
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第７回　研究計画発表（M１）
第８回　合同演習（M２修士論文中間発表会）
第９回　合同演習（M２修士論文中間発表会）
第10回　合同演習（M２修士論文中間発表会）
第11回　合同演習（M２修士論文中間発表会）
第12回　合同演習（M２修士論文中間発表会）
第13回　修士論文経過発表
第14回　修士論文経過発表
第15回　修士論文経過発表
第16回　研究計画および研究経過発表
第17回　研究計画および研究経過発表
第18回　研究計画および研究経過発表
第19回　研究経過発表
第20回　研究経過発表
第21回　研究経過発表
第22回　合同演習（M１修士論文計画発表会）
第23回　合同演習（M１修士論文計画発表会）
第24回　合同演習（M１修士論文計画発表会）
第25回　合同演習（M１修士論文計画発表会）
第26回　修士論文経過発表
第27回　修士論文経過発表
第28回　合同演習（M２修士論文発表会）
第29回　合同演習（M２修士論文発表会）
第30回　合同演習（M２修士論文発表会）

27023571
科目コード：

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 270235・270236

科 目 名 臨床心理学専門演習Ⅰ・Ⅱ

担 当 者

伊藤　一美・河瀬　雅紀・
佐藤　睦子・田中　誉樹・
藤川　洋子・三好　智子・
向山　泰代

単 位 数 2 期 間 前期Ⅰ　後期Ⅱ
配当学年 M1

備 考 臨床心理学専攻必修　

１．科目の研究目標
　この授業は、学生が研究計画や研究経過を発表・報告
し、教員や他の学生と討議することを通して研究内容や
プレゼンテーションの方法等についての学びを深め、自
らの研究の意義や課題を明確にし、独創性・有用性のあ
る研究論文を作成する力を身につけることを目標する。

２．教育・研究の個別課題
１．各自の問題意識に沿って先行研究を探索・精読し、

臨床心理学的な視点と方法に基づいた研究論文の作
成過程や方法、結果の表現法などを学ぶ。

２．各自の研究の目的・方法・仮説・データ処理の過程・
研究成果などについて論理的にまとめ、分かりやす
く表現する。

３．発表や討議から学んだことを、研究計画の策定に活
かす。

３．教育・研究の方法
　専攻に所属する学生と教員が全員参加し、研究会方式
で進める。学生は各自の研究について、テーマや研究計
画、データ処理法、結果、考察などを段階ごとに報告
し、出席者はそれに関して意見や質問をしたり、情報を
提供したりする。 発表や質疑応答、討議を通じて、互い
の研究への理解を深め、課題や問題意識等を明確にして
ゆく。報告担当の学生は、口頭発表と発表に関する資料
プリントを事前に準備する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度、発表の内容、事前資料の作り方、発表（プ
レゼンテーション）の仕方、発表時の質疑応答、授業態
度などによって総合的に評価する。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　研究計画および研究経過発表
第３回　修士論文経過発表
第４回　修士論文経過発表
第５回　修士論文経過発表
第６回　研究計画発表（M１）

27023571
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）
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【演習科目】（臨床心理学専攻）



第９回　合同演習（M２修士論文中間発表会）
第10回　合同演習（M２修士論文中間発表会）
第11回　合同演習（M２修士論文中間発表会）
第12回　合同演習（M２修士論文中間発表会）
第13回　修士論文経過発表
第14回　修士論文経過発表
第15回　修士論文経過発表
第16回　研究計画および研究経過発表
第17回　研究計画および研究経過発表
第18回　研究計画および研究経過発表
第19回　研究経過発表
第20回　研究経過発表
第21回　研究経過発表
第22回　合同演習（M１修士論文計画発表会）
第23回　合同演習（M１修士論文計画発表会）
第24回　合同演習（M１修士論文計画発表会）
第25回　合同演習（M１修士論文計画発表会）
第26回　修士論文経過発表
第27回　修士論文経過発表
第28回　合同演習（M２修士論文発表会）
第29回　合同演習（M２修士論文発表会）
第30回　合同演習（M２修士論文発表会）

2 ページ目
（全 2 ページ）

科目コード 270237・270238

科 目 名 臨床心理学専門演習Ⅲ・Ⅳ

担 当 者

伊藤　一美・河瀬　雅紀・
佐藤　睦子・田中　誉樹・
藤川　洋子・三好　智子・
向山　泰代

単 位 数 2 期 間 前期Ⅲ　後期Ⅳ
配当学年 M2

備 考 臨床心理学専攻必修　

１．科目の研究目標
　この授業は、学生が研究計画や研究経過を発表・報告
し、教員や他の学生と討議することを通して研究内容や
プレゼンテーションの方法等についての学びを深め、自
らの研究の意義や課題を明確にし、独創性・有用性のあ
る研究論文を作成する力を身につけることを目標する。

２．教育・研究の個別課題
１．各自の研究の目的・方法・仮説・データ処理の過程・

研究成果などについて論理的にまとめ、分かりやす
く表現する。

２．自分の研究上の課題や問題点を明確にする。
３．発表や討議から学んだことを、研究論文作成に活か

す。

３．教育・研究の方法
　専攻に所属する学生と教員が全員参加し、研究会方式
で進める。学生は各自の研究について、テーマや研究計
画、データ処理法、結果、考察などを段階ごとに報告
し、出席者はそれに関して意見や質問をしたり、情報を
提供したりする。 発表や質疑応答、討議を通じて、互い
の研究への理解を深め、課題や問題意識等を明確にして
ゆく。報告担当の学生は、口頭発表と発表に関する資料
プリントを事前に準備する。

４．成績評価の基準及び評価方法
　授業参加度、発表の内容、事前資料の作り方、発表（プ
レゼンテーション）の仕方、発表時の質疑応答、授業態
度などによって総合的に評価する。

５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　研究計画および研究経過発表
第３回　修士論文経過発表
第４回　修士論文経過発表
第５回　修士論文経過発表
第６回　研究計画発表（M１）
第７回　研究計画発表（M１）
第８回　合同演習（M２修士論文中間発表会）

27023771
科目コード：

1 ページ目
（全 2 ページ）
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科目コード 270804

科 目 名 心理学特殊研究Ｄ（教育評価）
担 当 者 尾崎　仁美・松島　るみ
単 位 数 2 期 間 前期
配当学年 D12

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　教育評価に関する基本概念や歴史的展開、教育評価を
めぐる現代的課題について理解を深めるとともに、教育
的決定のための評価資料の収集方法や整理および解釈の
仕方について理解することを目的とする。

２．教育・研究の個別課題
１．教育評価の意義と目的、歴史的展開について理解す
る。
２．さまざまな評価方法の長所と短所を理解する。
３．評価資料の収集方法や解釈の方法を学ぶ。
４．教育評価をめぐる現代的課題について理解を深める。

３．教育・研究の方法
　受講生による発表とディスカッションを中心に進める。
参考資料は、授業中に適宜指示をする。

４．成績評価の基準及び評価方法
　評価は、発表・ディスカッションへの参加状況（70％）、
レポート（30％）により総合的に行う。

５．授業予定
第１回　イントロダクション
第２回　教育評価の基本的概念
第３回　教育評価の意義・目的
第４回　教育評価の歴史的展開
第５回　教育目標と教育評価の関係
第６回　指導に活かす評価のあり方と評価に影響を与

える要因
第７回　教育評価と心理的影響
第８回　教育評価の方法
第９回　評価資料の収集法
第10回　評価資料の解釈と利用
第11回　学校における評価の実際
第12回　授業・教師・学校の評価
第13回　教育評価の現代的課題
第14回　諸外国における教育評価
第15回　まとめ

27080471
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 270802

科 目 名 心理学特殊研究Ｂ（発達心理学）
担 当 者 山形　恭子
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 D12

テキスト 発達心理学関連の論文・著書を受講生の研
究テーマを考慮して選定し、配布します。

参考文献 適宜、授業中に紹介します。
備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　発達心理学研究の最近の動向を、受講生の研究テーマ
を考慮して、内外の最新の論文・著書から選定して読解
し、関連する研究の総覧をおこなうとともに、今後の研究
の方向性を吟味・検討します。また、受講生の研究テー
マを発展させた実証研究を実際におこない、論文作成を
目指します。
２．教育・研究の個別課題
１．発達心理学研究の最近の動向を理解します。
２．発達心理学研究の今後の方向性を探ります。
３．実証研究に関する研究計画を立案して受講生の研究
を発展させます。
４．研究計画を具体的に実施し、結果を分析・検討しま
す。
５．実証研究の結果を論文にまとめます。
３．教育・研究の方法
　受講生の研究テーマに関連した論文・著書を読解し、
これらの文献に関して議論して、考察をおこないます。
また、実証研究を具体的に実施するために、研究計画を
立案して実施し、結果の分析をおこなうとともに論文に
まとめます。
４．成績評価の基準及び評価方法
　発表と議論への参加を含む授業態度（50％）、実証研究
の報告書の作成（50％）を総合して評価します。
５．授業予定
第１回　発達心理学研究の方向と今後の授業計画につ

いて検討する。
第２回　発達心理学文献の購読（１）
第３回　発達心理学文献の購読（２）
第４回　発達心理学文献の購読（３）
第５回　発達心理学文献の購読（４）
第６回　発達心理学文献の購読（５）
第７回　発達心理学文献の購読（６）
第８回　受講生の研究テーマに関する研究計画の検討

（１）
第９回　受講生の研究テーマに関する研究計画の検討

（２）
第10回　受講生の研究テーマに関する研究計画の検討

（３）
第11回　実証研究の実施
第12回　実証研究の結果の分析（１）
第13回　実証研究の結果の分析（２）
第14回　実証研究のまとめ
第15回　実証研究のまとめと報告書の作成
６．留意事項
　受講生の研究テーマを発展させることができるように
熱意をもって授業に参与して下さることを希望します。

27080271
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 270831

科 目 名 心理学特殊演習Ⅰ

担 当 者

河瀬 雅紀・伊藤　一美・
上田　恵津子・尾崎 仁美・
古賀　一男・高井　直美・
田中　誉樹・廣瀬　直哉・
松島　るみ・向山　泰代 

単 位 数 1 期 間 前期
配当学年 D1

１．科目の研究目標
　心理学特殊演習Ⅰは、教育・研究テーマが共通あるい
は近い関係にある複数の院生と教員によって行われる研
究会方式の演習である。
　院生が、自らの研究の途中経過や研究成果を演習で発
表し、さらには他の院生の発表に対して客観的な見方で
意見を述べることなどを通して、自立した研究者になる
にふさわしい研究能力や発表のしかたを身につけていく
ことを目標にする。
２．教育・研究の個別課題
　演習では、科学的心理学の基盤に立つ議論を行うよう
努め、研究の信頼性・妥当性の吟味も十分行っていく。
そして院生が自らの研究テーマを追求し、具体的な研究
の形にしていくように、複数の教員で指導する。
　院生は自身の研究テーマを追求するため、内外の研究論
文を熟読して発表し、複数の教員・院生と共に、綿密な
討論を行うことを通して、自らの研究を展開していく。
そして、博士論文作成の準備を行っていく。
３．教育・研究の方法
　各自の研究テーマに沿った発表を行っていく。
　通常は、専門の近い院生・教員によって演習を行う
が、年に数度、心理学研究科３専攻による合同専門演習
で、幅広い専門性を有する教員や院生と共に発表や討論
を行っていく。
４．成績評価の基準及び評価方法
　演習での発表および発表資料の作り方、演習での議論
への参加などを総合的に評価する。
５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　演習（課題の設定）（１）
第３回　演習（課題の設定）（２）
第４回　演習（課題の設定）（３）
第５回　演習（課題の設定）（４）
第６回　演習（課題の設定）（５）
第７回　演習（課題の設定）（６）
第８回　３専攻による合同演習（１）
第９回　３専攻による合同演習（２）
第10回　３専攻による合同演習（３）
第11回　３専攻による合同演習（４）
第12回　３専攻による合同演習（５）
第13回　経過発表（１）
第14回　経過発表（２）
第15回　経過発表（３）

27083171
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 270806

科 目 名 心理学特殊研究Ｆ
（心理アセスメント）

担 当 者 河瀬　雅紀・向山　泰代
単 位 数 2 期 間 後期
配当学年 D12

備 考 隔年開講2　

１．科目の研究目標
　本科目では、学部・博士前期課程を通して身につけて
きたアセスメント理論と、さまざまな臨床実践での経験
を基に、心理臨床に有用なアセスメント・見立ての研究
をおこなっていく。
２．教育・研究の個別課題
（１）	各派心理療法理論からアセスメントが導き出される

プロセスについて研究する
（２）	各派心理療法理論におけるアセスメントの異同につ

いて研究する
（３）	臨床実践にとってアセスメントをどのように生かし

ていくかを研究する
３．教育・研究の方法
　事例、文献等を用いての討議
４．成績評価の基準及び評価方法
　討議内容、レポートなどを総合し評価を行う。
５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　博士後期課程での研究テーマに関連するアセ

スメント理論について（１）
第３回　博士後期課程での研究テーマに関連するアセ

スメント理論について（２）
第４回　博士後期課程での研究テーマに関連するアセ

スメント理論について（３）
第５回　博士後期課程での研究テーマに関連するアセ

スメント理論について（４）
第６回　博士後期課程での研究テーマに関連するアセ

スメント理論について（５）
第７回　博士後期課程での研究テーマに関連するアセ

スメント理論について（６）
第８回　立脚するアセスメント理論とその他の理論と

の比較（１）
第９回　立脚するアセスメント理論とその他の理論と

の比較（２）
第10回　立脚するアセスメント理論とその他の理論と

の比較（３）
第11回　立脚するアセスメント理論とその他の理論と

の比較（４）
第12回　立脚するアセスメント理論とその他の理論と

の比較（５）
第13回　アセスメントの有効性について（１）
第14回　アセスメントの有効性について（２）
第15回　アセスメントの有効性について（３）

27080671
科目コード：

1	ページ目
（全	1	ページ）
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科目コード 270833

科 目 名 心理学特殊演習Ⅲ
担 当 者 河瀬　雅紀
単 位 数 1 期 間 前期
配当学年 D2

１．科目の研究目標
　心理学特殊演習Ⅲは、教育・研究テーマが共通あるい
は近い関係にある複数の院生と教員によって行われる研
究会方式の演習である。
　院生が、自らの研究の途中経過や研究成果を演習で発
表し、さらには他の院生の発表に対して客観的な見方で
意見を述べることなどを通して、自立した研究者になる
にふさわしい研究能力や発表のしかたを身につけていく
ことを目標にする。
２．教育・研究の個別課題
　演習では、科学的心理学の基盤に立つ議論を行うよう
努め、研究の信頼性・妥当性の吟味も十分行っていく。
そして院生が自らの研究テーマを追求し、具体的な研究
の形にしていくように、複数の教員で指導する。
　院生は自身の研究テーマを追求するため、内外の研究論
文を熟読して発表し、複数の教員・院生と共に、綿密な
討論を行うことを通して、自らの研究を展開していく。
そして、博士論文作成の準備を行っていく。すなわち、
査読つき論文２編以上の投稿を目指す。また、国内外に
おいて学術的な交流が可能になるよう、十分な英語能力
の習得を目指す。
３．教育・研究の方法
　各自の研究テーマに沿った発表を行っていく。
　通常は、専門の近い院生・教員によって演習を行う
が、年に数度、心理学研究科３専攻による合同専門演習
で、幅広い専門性を有する教員や院生と共に発表や討論
を行っていく。
４．成績評価の基準及び評価方法
　演習での発表および発表資料の作り方、演習での議論
への参加などを総合的に評価する。
５．授業予定
第１回　オリエンテーション
第２回　演習（課題の設定）（１）
第３回　演習（課題の設定）（２）
第４回　演習（課題の設定）（３）
第５回　演習（課題の設定）（４）
第６回　演習（課題の設定）（５）
第７回　演習（課題の設定）（６）
第８回　３専攻による合同演習（１）
第９回　３専攻による合同演習（２）
第10回　３専攻による合同演習（３）
第11回　３専攻による合同演習（４）
第12回　３専攻による合同演習（５）
第13回　経過発表（１）
第14回　経過発表（２）
第15回　経過発表（３）

27083371
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 270832

科 目 名 心理学特殊演習Ⅱ

担 当 者

河瀬 雅紀・伊藤　一美・
上田　恵津子・尾崎 仁美・
古賀　一男・高井　直美・
田中　誉樹・廣瀬　直哉・
松島　るみ・向山　泰代 

単 位 数 1 期 間 後期
配当学年 D1

１．科目の研究目標
　心理学特殊演習Ⅱは、教育・研究テーマが共通あるい
は近い関係にある複数の院生と教員によって行われる研
究会方式の演習である。
　院生が、自らの研究の途中経過や研究成果を演習で発
表し、さらには他の院生の発表に対して客観的な見方で
意見を述べることなどを通して、自立した研究者になる
にふさわしい研究能力や発表のしかたを身につけていく
ことを目標にする。
２．教育・研究の個別課題
　演習では、科学的心理学の基盤に立つ議論を行うよう
努め、研究の信頼性・妥当性の吟味も十分行っていく。
そして院生が自らの研究テーマを追求し、具体的な研究
の形にしていくように、複数の教員で指導する。
　院生は自身の研究テーマを追求するため、内外の研究論
文を熟読して発表し、複数の教員・院生と共に、綿密な
討論を行うことを通して、自らの研究を展開していく。
そして、博士論文作成の準備を行っていく。
３．教育・研究の方法
　各自の研究テーマに沿った発表を行っていく。
　通常は、専門の近い院生・教員によって演習を行う
が、年に数度、心理学研究科３専攻による合同専門演習
で、幅広い専門性を有する教員や院生と共に発表や討論
を行っていく。
４．成績評価の基準及び評価方法
　演習での発表および発表資料の作り方、演習での議論
への参加などを総合的に評価する。
５．授業予定
第１回　経過発表（１）
第２回　経過発表（２）
第３回　経過発表（３）
第４回　経過発表（４）
第５回　経過発表（５）
第６回　経過発表（６）
第７回　３専攻による合同演習（１）
第８回　３専攻による合同演習（２）
第９回　３専攻による合同演習（３）
第10回　３専攻による合同演習（４）
第11回　経過発表（７）
第12回　経過発表（８）
第13回　３専攻による合同演習（５）
第14回　３専攻による合同演習（６）
第15回　３専攻による合同演習（７）

27083271
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 270835

科 目 名 後期特別研究Ⅰ
担 当 者 河瀬　雅紀
単 位 数 2 期 間 通年集中
配当学年 D1

１．科目の研究目標
　博士論文作成にかかわる研究指導を行う。さまざまな
専門分野で研究している教員から指導を受けられる機会
を提供し、博士論文作成に必要な幅広い知識と柔軟な思
考、そして独創性を育成する。

２．教育・研究の個別課題
・研究テーマと研究計画の立案 
・文献による先行研究の検討 
・方法論の確立 
・データの分析 
・論文の執筆

３．教育・研究の方法
　院生の研究テーマに基づいて、主指導教員１名と副指
導教員２名以上を決めて、個別指導を行う。また、指導
の過程で討議された内容は、心理学特殊演習において発
表され、それはさらに個別指導に生かされることになる。

準備学習の具体的な方法
　文献等の関連する先行研究の整理など授業時間以外の
学習が重要である。

４．成績評価の基準及び評価方法
　質疑・討議の参加状況、研究内容から総合的に評価す
る。

５．留意事項
　後期特別研究Ⅰでは、主論文（博士論文）についての
研究テーマと研究計画の立案を目指し、院生には数多く
の文献にあたらせて、客観的な理解を促す。すなわち、
心理学研究としてどのような意義をもつ研究であるかに
ついて、深く省察するように指導する。加えて、副論文
および参考論文の作成指導も行う。授業の進行は、個々
の研究内容にしたがって計画される。

27083571
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 270834

科 目 名 心理学特殊演習Ⅳ
担 当 者 河瀬　雅紀
単 位 数 1 期 間 後期
配当学年 D2

１．科目の研究目標
　心理学特殊演習Ⅳは、教育・研究テーマが共通あるい
は近い関係にある複数の院生と教員によって行われる研
究会方式の演習である。
　院生が、自らの研究の途中経過や研究成果を演習で発
表し、さらには他の院生の発表に対して客観的な見方で
意見を述べることなどを通して、自立した研究者になる
にふさわしい研究能力や発表のしかたを身につけていく
ことを目標にする。
２．教育・研究の個別課題
　演習では、科学的心理学の基盤に立つ議論を行うよう
努め、研究の信頼性・妥当性の吟味も十分行っていく。
そして院生が自らの研究テーマを追求し、具体的な研究
の形にしていくように、複数の教員で指導する。
　院生は自身の研究テーマを追求するため、内外の研究論
文を熟読して発表し、複数の教員・院生と共に、綿密な
討論を行うことを通して、自らの研究を展開していく。
そして、博士論文作成の準備を行っていく。すなわち、
査読つき論文２編以上の投稿を目指す。また、国内外に
おいて学術的な交流が可能になるよう、十分な英語能力
の習得を目指す。
３．教育・研究の方法
　各自の研究テーマに沿った発表を行っていく。
　通常は、専門の近い院生・教員によって演習を行う
が、年に数度、心理学研究科３専攻による合同専門演習
で、幅広い専門性を有する教員や院生と共に発表や討論
を行っていく。
４．成績評価の基準及び評価方法
　演習での発表および発表資料の作り方、演習での議論
への参加などを総合的に評価する。
５．授業予定
第１回　経過発表（１）
第２回　経過発表（２）
第３回　経過発表（３）
第４回　経過発表（４）
第５回　経過発表（５）
第６回　経過発表（６）
第７回　３専攻による合同演習（１）
第８回　３専攻による合同演習（２）
第９回　３専攻による合同演習（３）
第10回　３専攻による合同演習（４）
第11回　経過発表（７）
第12回　経過発表（８）
第13回　３専攻による合同演習（５）
第14回　３専攻による合同演習（６）
第15回　３専攻による合同演習（７）

27083471
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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科目コード 270837

科 目 名 後期特別研究Ⅲ
担 当 者 河瀬　雅紀
単 位 数 2 期 間 通年集中
配当学年 D3

１．科目の研究目標
　博士論文作成にかかわる研究指導を行う。さまざまな
専門分野で研究している教員から指導を受けられる機会
を提供し、博士論文作成に必要な幅広い知識と柔軟な思
考、そして独創性を育成する。

２．教育・研究の個別課題
・研究テーマと研究計画の立案 
・文献による先行研究の検討 
・方法論の確立 
・データの分析 
・論文の執筆

３．教育・研究の方法
　院生の研究テーマに基づいて、主指導教員１名と副指
導教員２名以上を決めて、個別指導を行う。また、指導
の過程で討議された内容は、心理学特殊演習において発
表され、それはさらに個別指導に生かされることになる。

準備学習の具体的な方法
　文献等の関連する先行研究の整理など授業時間以外の
学習が重要である。

４．成績評価の基準及び評価方法
　質疑・討議の参加状況、研究内容から総合的に評価す
る。

５．留意事項
　後期特別研究Ⅲでは、主論文（博士論文）についての
データの分析と論文の執筆を目指し、院生には数多くの
文献にあたらせて、客観的な理解を促す。すなわち、心
理学研究としてどのような意義をもつ研究であるかを理
解し、研究目的に沿ってデータの分析を進め、論文執筆
を指導する。加えて、副論文および参考論文の作成指導
も行う。授業の進行は、個々の研究内容にしたがって計
画される。

27083771
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）

科目コード 270836

科 目 名 後期特別研究Ⅱ
担 当 者 河瀬　雅紀
単 位 数 2 期 間 通年集中
配当学年 D2

１．科目の研究目標
　博士論文作成にかかわる研究指導を行う。さまざまな
専門分野で研究している教員から指導を受けられる機会
を提供し、博士論文作成に必要な幅広い知識と柔軟な思
考、そして独創性を育成する。

２．教育・研究の個別課題
・研究テーマと研究計画の立案 
・文献による先行研究の検討 
・方法論の確立 
・データの分析 
・論文の執筆

３．教育・研究の方法
　院生の研究テーマに基づいて、主指導教員１名と副指
導教員２名以上を決めて、個別指導を行う。また、指導
の過程で討議された内容は、心理学特殊演習において発
表され、それはさらに個別指導に生かされることになる。

準備学習の具体的な方法
　文献等の関連する先行研究の整理など授業時間以外の
学習が重要である。

４．成績評価の基準及び評価方法
　質疑・討議の参加状況、研究内容から総合的に評価す
る。

５．留意事項
　後期特別研究Ⅱでは、主論文（博士論文）についての
研究テーマと研究計画の立案そして方法論の確立を目指
し、院生には数多くの文献にあたらせて、客観的な理解
を促す。すなわち、心理学研究としてどのような意義を
もつ研究であるかについて、深く省察するように指導す
る。加えて、副論文および参考論文の作成指導も行う。
授業の進行は、個々の研究内容にしたがって計画される。

27083671
科目コード：

1 ページ目
（全 1 ページ）
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